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はじめに

志木市教育委員会

教 育 長 秋 山 太蔵

現在、志木市における周知の埋蔵文化財包蔵地(遺跡)の数は、平成 5年度に新規に登録

された大原遺跡を加え、 16遺跡にのぼります。

本来、 これらの貴重な文化財は現状のまま後世に伝えるのが望ましいのですが、土木工事

等で現状保存が困難な場合は、代替措置として記録保存のための発掘調査を行うことになっ

ています。

しかし、事業者が個人であって、その人が専用に用いる住宅建設などは、その発掘調査の

費用負担などについて、困難な問題がありました。そのため、志木市では、 1987(昭和62)

年度から国庫及び県費の補助金の交付を受けて調査を進めております。

平成 8年度は、 確認、調査・ 発掘調査を併せ、 19地点の調査を実施しました。そして、本書

は、この平成 8年度に実施しました市内の個人専用住宅建設に伴う発掘調査の成果を調査報

告書としてまとめた ものです。

今回は、城山遺跡の平安時代の住居跡から「冨」という文字が刻まれた銅製の印章が出土

したことや文献には登場してこない近世の鋳造遺構が初めて発見されたことが特筆すべき発

見につながりましたが、他にも多くの貴重な発見が相次ぎました。

これにより、志木市の歴史にまた新たなる 1ページが追加されたことは大変喜ばしいこと

であり、同時に本書が郷土の歴史研究のために広く活用されますよう切に願っております。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、ご指導ご協力いただきました文化庁、埼玉県

文化財保護課及び関係者、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々に対し、

心から厚くお礼申 し上げます。



伊リ

1.本書は、埼玉県志木市内に所在する遺跡群の、平成 8年度の発掘調査報告書である。 

2.発掘調査及び整理作業は、 志木市教育委員会が主体となり、国庫及び県費の補助金の交付を受け、

平成 8年 4月 l日より平成 9年 3月31日まで実施した。 

3.本書の作成において、執筆は尾形則敏 ・深井恵子が分担して行い、編集は尾形が行った。なお、城

山遺跡第 35地点の鋳造関連の遺構 ・遺物については、 東京国立博物館の原田一敏氏、時枝 務氏、埼

玉県埋蔵文化財事業団の赤熊浩一氏、瀧瀬芳之氏、嵐山町教育委員会の村上伸二氏からご教示を賜っ

た。中・近世の遺物全般については、野沢 均氏から ご教示を、さらに第 11章 3は玉稿を賜った。

尾形則敏 第 l章、第 2-4・7-10章第 1節・第 2節の遺物、第10章の鋳造関連、第11章

深井恵子 第 6章、第 2-4・7-10章第 2節の遺構(第 10章の鋳造関連は除く) 

4.富士前遺跡第 15地点・中道遺跡第 41地点・城山遺跡第 35地点の自燃ヰ学分析については、下記の方々

に依頼し、その結果を付編に併載する ものである。


西本豊弘(国立歴史民俗博物館) 新山雅広(株式会社パレオ・ラボ)


植木弥生 (株式会社パレオ・ラボ)
 

5.遺物の実測は、尾形・深井の指導の下、太田敦子 ・鎌本あけみ・高田美智子・星野恵美子・松浦恵

子が行い、遺構・遺物のトレースは深井が行っ た。 写真撮影は尾形が行った。 

6.本書の遺構・遺物の挿図版の指示は、 以下のとお りである。 

0挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。 

O遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。 

Oピット ・掘り込み内の数値は、 床面もしく は確認面からの深さを示し、単位は cmである。また同一

遺構内にあるピッ トでも、おそらく後世のピ ットと思われるものには、数値を省略した。
 

O遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する
 

O遺構の略記号は、以下のとおり である。
 

y=弥生時代末葉~古墳時代初頭の住居跡 H=古墳時代・平安時代住居跡 D=土坑 

M=溝跡 w=井戸跡 p=ピット 

0遺物挿図版中の網点スクリーントーンは、 以下の内容を示す。

土器…赤色顔料の範囲を示すが、遺物番号下に黒彩とあるものは、黒色土器の黒彩範囲を示す。

陶器…平安時代の灰軸・緑紬陶器の施粕範囲、中世陶器の施粕範囲を示す。

鋳型…城山遺跡第35地点の鋳造関連の鋳型では、還元され灰色に変色した部分の範囲を示す。 

7.調査組織

調査主体者志木市教育委員会 	  (生涯学習課文化財保護係)


教 育 長秋山太蔵 


教育 総務部長川目憲夫


生 涯学習課長鈴木重光 


生涯学習課長補佐尾崎健市  (-平成10年 3月31日〉


文化財保護係 長 岡 本 孝 (-平成 9年 3月31日)




文化財保護係長関根正明

文化財保護係主査佐々木保俊

文化財保護係主任清水あや子

文化財保護係主任尾形則敏

志木市文化財保護委員 (5名)

神山健吉〈委員長) ・井上園夫(副委員長)・尾崎征男(--平成10年3月31日) ・高橋長次・

高橋豊・内田正子

8.発掘調査及び整理作業参加者

O田子山遺跡第48地点

調査担当者佐々木保俊

発掘調査員内野美津江

発掘協力員大平祐子・砂川はる子・高杉朝子・永井真理・二階堂美知子・久留浪子

整理協力員鎌本あけみ・高田美智子・星野恵美子・松浦恵子

0中野遺跡第43地点富士前遺跡第15地点田子山遺跡第47・49地点中道遺跡第41地点城山遺跡

第34・35地点西原大塚遺跡第36地点

調査担当者尾形則敏

発掘調査員深井恵子

発掘・整理協力員 太田敦子・鎌本あけみ・高田美智子・星野恵美子・松浦恵子・丸山恵美子

9.各遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成には、以下の諸機関・諸氏のご教示・ご援助を賜った

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課・埼玉県立博物館・埼玉県立歴史資料館・埼玉県立さきたま資

料館・朝震市教育委員会・新座市教育委員会・和光市教育委員会・朝霞市博物館・富士見市立考古館

志木市立郷土資料館 ・志木市立志木第三小学校・志木市立宗岡小学校

浅野晴樹 ・荒井幹夫 ・石井 寛・飯田充晴・井上洋一・上田 寛・梅沢太久夫・江原 JI国・柿沼幹夫

加藤秀之 ・片平雅俊 ・隈本健介・小出輝雄・肥沼正和・小滝 勉 ・小島清一・小宮恒雄・笹森健一・

斯波治・鈴木一郎・鈴木重信・鈴木敏則・隅田 員・高橋学・田中広明・照林敏郎・時枝務・

並木 隆・根本靖 ・野沢均・原田一敏・早坂贋人・贋田吉三郎・福田聖・藤波啓容・牧田 忍

松本 完・松本富雄・水口由紀子・ 三田光明・村上伸二・山田尚友・和田晋治

中野遺跡第43地点 (開発主体者個人)

富士前遺跡第15地点 (開発主体者個人)

因子山遺跡第47地点 (開発主体者個人)

因子山遺跡、第48地点 (開発主体者個人)

因子山遺跡第49地点 (開発主体者個人)

中道遺跡 第41地 点、 (開発主体者個人)

城山遺跡 第34地 点 (開発主体者個人)

城山遺跡第35地点 (開発主体者個人)

西原大塚遺跡第36地点 (開発主体者個人)
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第 1章 平成 8年度の調査成果

第 1節市域の地形と遺跡

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北4.7km、東西4.7kmの広がりをもち、面積

は9.06krrl、人口 6万4千の自然、と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川)の形成した沖積低地が広がり、

市域西部の本町 ・柏町 ・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市内

には東部に荒J11、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流する

柳瀬岸川の 3本の川が流れている。

こう した自然環境の中で、西原大塚遺跡をはじめ市域の大部分の遺跡は、柳瀬川・新河岸川右岸流域

の台地縁辺部に帯状に存在している。遺跡は柳瀬川上流から、西原大塚遺跡・中道遺跡・新邸遺跡・城

山遺跡、・中野遺跡 ・氷川前遺跡 ・市場裏遺跡 ・市場遺跡 ・因子山遺跡・富士前遺跡・大原遺跡の)1固に名

付けられている。ま た、 荒川 ・新河岸川が形成した沖積低地でも、馬場遺跡・ 宿遺跡・関根兵庫館跡の

よう に自然堤防上に存在する遺跡も明らかにされつつあり、将来的には新たな遺跡が相次いで発見され

る可能性がある。なお、市内の遺跡総数は、現在前述した 14遺跡に塚ノ山古墳、城山貝塚を加えた 16遺

)。図1第(跡である 

次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。

志木市内に最初に人が住みついたのは、旧石器時代からで、この時代の遺跡としては、柳瀬川右岸の

西原大塚 ・中道・ 中野遺跡がある。中道遺跡では、立)11ローム層の W層上部 .VI層 .vn層で文化層が確

認されてお り、離群、石器集中地点が検出されている。これにより、黒曜石製のスクレイパー・ナイフ

形石器や安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発見されている。最近では、平成 5年度以降区画整理事業

に伴う発掘調査が進められている西原大塚遺跡でも、石器集中地点が確認されており、ナイフ形石器を

はじめとする石器類が発見されている。これらの資料は、現在整理中である。

縄文時代になると、草創期では、城山遺跡から爪形文系土器 1点、因子山遺跡から有茎尖頭器 1点が

出土 している。 早期では、田子山遺跡から撚糸文・沈線文・ 条痕文系土器、 富士前・城山遺跡から撚糸

文系土器が数点出土している。住居跡としては、西原大塚遺跡の前期黒浜式期のものが最古に位置付け

られる。また、黒浜期には新邸遺跡、で貝層をもっ住居跡が l軒確認されている。平成 2年度に市指定文

化財に認定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面員塚と考えられる。遺

跡が最も増加するのは、中期後葉の勝坂式~加曽利 E式期である。西原大塚遺跡では、多くの住居跡が

環状に配置する可能性のある ことが指摘されている。その他、中道・城山・中野 ・田子山遺跡からも住

居跡 ・土坑などが発見されている。 中期末葉からは遺跡、が減少し、現在のところ西原大塚遺跡から敷石

をもっ住居跡が 1軒確認されているのみである。さらに後期では住居跡も皆無で、唯一遺構から発見さ

れる例は、 田子山遺跡184号土坑である。この土坑からは、下層から称名寺 I式期の土器、上層から E

式の特徴をもっ土器が出土している。晩期になると、中野 ・田子山遺跡から安行 mC式・千網式の土器

片が少量発見されるにとどまり、以降市内では遺跡の空白期を迎えることになる。

弥生時代では、現在のと ころ、前 ・中期に遡る遺跡は存在しない。大部分が後期末葉から古墳時代前 
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期にかけての遺跡であろうと考えられる。その中で、田子山遺跡21号住居跡は後期中葉に比定される可

能性があり、その住居跡からは、多数の土器をはじめ、大量の炭化種子(イネ・アワ・ダイズなど)、

炭化材が出土し、当時の食糧事情を考える上て重要である。富士前遺跡では、志木市史にも掲載されて

いるが、不時の発見に伴い、龍目痕を もっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。今回

の富士前遺跡、の報告は、その時のすぐ隣地での調査であった。これにより、古墳時代前期の住居跡� 1軒

が確認され、特に出土遺物としては、東海地方の元屋敷式系統の完形の高杯が出土していることに注目

される。西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が200軒近く確認されており、

市内最大の集落跡であることが判明している。特に、� 122号住居跡からは、全国的にも稀な「イヌ」を

象ったと思われる動物形土製品が出土している。また、当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭

和62(1987)以降、西原大塚 ・市場裏 ・田子山遺跡の� 3遺跡から相次いで確認されており、集落跡との

関連の中で今後注目されるであろう。古墳時代前期では、特に西原大塚遺跡10号方形周溝墓の溝底から

一括出土した中に、畿内系の庄内式の長脚高杯が出土していることに注目される。

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する。中期の遺跡では、中道 ・城山・中野遺跡

から住居跡が発見されている。特に中道遺跡第� 19号住居跡は、� 5世紀中葉に比定され、市内最古のカマ

ドをもっ住居跡として注目される。� 5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に� 6世紀後半から� 

7世紀後葉にかけては、縄文中期を越えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・

城山・中野遺跡で比較的に古t¥5世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在し

た集落が、� 6世紀後半以降、周辺の地域に拡散するという動きを読み取ることができる。現在、� 5世紀

後半から� 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で120軒を越え、

次いで中野遺跡で50軒、中道遺跡で15軒を数える。また、因子山遺跡では、� 6世紀後半以降に比定で、き

るものと考えられる4.1x4. 7mのやや不整円形で� 2ケ所にブリッジをもっ小型の円形周溝墓が� 1基確認

されている。

奈良 ・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、因子山遺跡

は、この時代の代表とする遺跡として挙げることができる。この遺跡では、住居跡の他、掘立住建築遺

構、溝跡、� 100基を越える土坑群が確認されている。遺物としては、土器・灰粕陶器の他、腰帯の一部

である銅製の丸鞠、鉄製の紡錘車・万子などが出土している。また、平安時代の城山遺跡128号住居跡

からは、印面に「冨J1文字が書かれた銅製の印章が出土したことに注目される。この住居跡からはそ

の他、須恵器杯� 6点、緑軸陶器の小破片� 1点、布目瓦の小破片� 2点が出土している。中道遺跡、� 9号住居

跡出土の猿投産の灰粕陶器(長頚瓶)は、焼成・作り共に逸品である。

中・近世では、柏の城跡、関根兵庫館跡が代表される遺跡である。特に、柏の城跡内での数次にわた

る発掘調査により、『舘村旧記Jにある「柏之城落城後の屋敷割の図」に相当する堀跡などが多数発見

されている。また、頭部及び上半部を欠く馬の骨が、土坑から検出されている。この土坑からは、板碑

と土師質土器の他、炭化種子(イネ・オオムギ・コムギなど)が出土しており、特lこ、イネの塊状のも

のは「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結果が報告されている。さらに、

本報告にもあるように、鋳造関連の遺構も検出された。� 130号土坑については鋳造土坑、� 134号土坑につ

いては溶解炉に該当し、遺物としては、大量の鉄津(スラッグ)、鋳型、三文状の土製品、砥石などが

出土している。明治時代以降の遺跡では、因子山遺跡の富士塚築造に関連するローム採掘遺構が検出さ

れており、地域研究の重要な資料であると言える。� 
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第 2節調査に至る経過

志木市は、都心から 25km圏内に位置し、東武東上線志木駅一池袋聞を急行で20分という交通の便に

恵まれ、都心近郊のべ、ッドタウンとして発展してきた。近年の都市化に伴い、各種の開発行為も増大し

てきたが、とりわけ住宅建設の占める割合が高く開発による遺跡破壊が進行する状況にある。また、遺

跡の集中する本町・柏町 ・幸町地区は都市化の最も進展する地域になっていることも遺跡破壊の事態を

一層大きくしていると言える。

こうした状況の中、志木市教育委員会では文化財保護行政を進めていく ために、 埋蔵文化財を保護 ・

保存していくことが重要な課題となっている。しかしながら、開発により遺跡の現状保存が困難な状況

であり、記録保存という処置によって対処しているのが現状である。

ここで、志木市における発掘調査の経過を振り返ってみると、まず、 1973(昭和48)年に西原大塚遺

跡において発掘調査が実施されたのが最初の調査であろう。そして以後、 1982 (昭和57)年までは、志

木市史編さん事業に伴う学術的な発掘調査が実施されていた。 1983(昭和58)年には、志木市において

遺跡調査会が組織され、 1985(昭和60)年には当市にとって最大規模の調査となった城山遺跡第 1地点

(サンマンション建設工事)の調査が実施された。この調査は、市内における発掘調査体制の本格的組

織化の契機となり、以降志木市の埋蔵文化財保護を推進する上で大きな転機となったと言える。

そうした中、当市における開発行為、特に住宅建設については小規模のものが多いこ とから、 こう し

た小規模の開発にも対応する必要があった。しかし、小規模な開発の当事者は個人で、その個人が専用

に使用する住宅の建設についての記録保存の実施については、費用の負担など記録保存を進める上で困

難な点が多かった。そのため、 1987(昭和62)年以降、国・県よりの補助金の交付を受け、志木市教育

委員会を主体とした発掘調査を実施することになったのである。さらに、民間 ・公共事業を問わず確認

調査については、すべて公費で対応し、開発事業者の負担軽減と埋蔵文化財包蔵地の詳細な分布状況の

把握を積極的に進めている。特に、発掘調査件数及び面積が、 1987(昭和 62)年以降急激に増加してい

るのは、こうした理由によるものと考えられる。

最近では、昭和40年前後の人口増加が始まった頃に建設された個人住宅の建て替えも多くなってきて

おり、平成 2年度以来、個人住宅建設に伴う調査件数が増加してきている。また、平成 8年度は全体の

調査件数及び面積が激減しているが、教育委員会で行った発掘調査の件数については逆に過去最高の 8

件を越え 9件にのぼり増加したという現象が生じた。これについては、平成 7年度に調査対象区域の見

直しを行ったことが影響したものと考えられる。その見直しの内容は、今まで「遺跡の存在する可能性

が高い地域」でも発見が全く無かった地域を過去の調査成果により割り出し、その地域については「将

来遺跡が発見される可能性ある地域」に変更したというものである。なお、平成 9年度より、遺跡の現

状保存を目的とするため、遺跡の盛土保存を適用とした制度を導入するに至っている。

平成 8年度は、 19地点の調査(確認調査 17地点、前年度からの継続調査 2地点)を実施した。そのう

ち、志木市教育委員会が実施した発掘調査は 9地点で、志木市遺跡調査会が実施した発掘調査は 3地点

である。

工事内容の内訳件数は、個人専用住宅 13件、共同住宅 2件、分譲住宅 2件、防火水槽設置工事 l件、

区画整理事業 1件である。 
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番号 調査地点 所在地 面積(nO 確認調査日 調査期間 備 考� 

l 
西 原 大 塚遺跡

(区画整理事業)
幸町3丁目� 1，858.70 

平成8年6月13日~ 平成5年度からの継続事業

平成9年3月17日 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施� 

2 
中道遺 跡

第� 38 地点�  

柏町5丁目� 

2950 -1・35 
019. 82 1， 平成7年12月8日

平成8年3月13日~ 平成7年度からの継続事業

5月17日 発掘調査は志木市遺跡調査会が実施� 

3 
中道遺跡

第� 40 地 点� 

柏町4丁目� 

27日-3、lの一部� 
203.07 平成8年5月15日 遺構・遺物は検出されなかった

4 
大 原遺跡

第� 3 地点 �  

本町� 4丁目� 

1017-1の一部� 
348.33 5月22日 遺構・遺物は検出されなかった

5 
中 野遺跡

第� 43 地点 �  

柏町� 1丁目� 

1509-4 
212.06 5月30日� 

6月3日~

6月7日� 
後 述 第 �  2 章 参照

6 
富士前遺跡

第� 15 地 点� 

本町 3丁目� 

1859-4 
239. 63 6月3日� 

6月4日~

6月11日� 
後 述 第 �  3 章 参照

7 
因 子 山遺跡

第� 46地点 �  

本町� 2丁目� 

16892-
125.43 6月4日 遺構・遺物は検出されなかった

8 
富士前遺跡

第� 16 地点 �  

本町3丁目� 

1853-28 
108.68 6月11日 遺構 ・遺物は検出されなかった

9 
城山遺跡

第� 33 地点 �  

柏町3丁目� 

2646-4 
30.00 6月12日 遺構・遺物は検出されなかった

10 
因 子 山 遺 跡

第� 47 地 点� 

本町� 2丁目� 

1733-4 
114.32 6月12日� 

6月14日~

6月19日� 
後 述 第 �  4 章 参照

11 
中道遺 跡

第� 41 地点�  

柏町 5丁目� 

2952-4 
394. 54 6月25日� 

6月26日~

7月2日� 
後述第�  7 章 参照

12 
城山遺跡

第� 34 地点�  

柏町3丁目� 

2640-1 
162. 00 7月12日� 

7月15日~

8月1日
後 述 第 �  8 章 参照

13 
氷川前遺跡

第� 7 地 点� 

柏町4丁目� 

2696-2、10 356.55 8月9日 遺構・遺物は検出されなかった� 

14 
西 原 大 塚遺跡

第� 35 地点 �  

幸町3丁目� 

3231-1他� 
2，540.00 

4月24日~�  

4月26日
7月16日~

平成9年1月9日

発掘調査は志木 市

遺跡調査会が実 施 �  

15 
西原大塚遺跡

第� 36 地点 �  

幸町3丁目� 

3146-3の一部� 
248. 75 10月11日� 

10月15日~

10月25日� 
後述第�  10 章 参照

16 
城山 遺 跡

第� 35地点 �  

柏町3丁目� 

2620-1 
84. 40 11月15日� 

11月18日~

12月25日� 
後 述 第 �  9 章 参照

17 
市場裏遺跡

第� 8 地点�  

本町� 1丁目� 

2509-8 
23 6.5 11月22日 遺犠 ・遺物は検出されなかった

18 
因 子 山 遺跡

第� 48 地 点� 

本町� 2丁目� 

1374-31・32 
74.15 12月4日� 

12月9日~

12月16日� 
後 述 第 �  5 章 参照

19 
因子 山 遺跡

第� 49 地点 �  

本町� 2丁目� 

1732-13 
133.47 平成� 9年1月9日� 

1月13日~

1月17日� 
後 述 第� 6 章 参照

iEkコ 言十� 8，310.18 

第� 1表 平成8年度調査地点一覧� 
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第 2章 中野遺跡第43地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

中野遺跡は、志木市柏町 1丁目を中心に広がる遺跡である。遺跡は北方に柳瀬川を、西方に小支谷を

臨む台地上に位置する。 標高は北端で約 9m、南端で、約11mを測り、台地縁辺では際立った断崖もみら

れないままゆるやかに北側の低地に移行する。低地との比高差は約 3mである。遺跡の現状は、宅地化

が急速に進行している地域で、畑地は減少している。

本遺跡は、昭和60年に第 1回目の発掘調査が実施され、以後の調査により、旧石器時代、縄文時代中

期、弥生時代後期、古墳時代中・後期、平安時代、近世の複合遺跡であることが判明している。 

(2 )発掘調査の経過

確認調査は、平成 8年 5月30日に実施 した。調査区域内ほぼ東西方向に 2本のトレンチを設定し、 ノイッ

。。クホーを使用し表土を剥く 同時に遺構確認作業を行った結果、平安時代のものと思われる住居跡が 1

軒確認された。依頼者との協議の結果、教育委員会が発掘調査を行うことに決定したため、ただちに遺

構のプランを確認するため、周囲の表土剥ぎを行った。残土置場については、調査区域内にその場所を

確保することができた。

第 2図周辺の地形と調査地点(1/5000) 平成  9年 3月31日現在  
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い、午後には遺構の精査を開始した。遺

構は出土土器から平安時代の住居跡� (64 

H)であることが判明した。また、ロー

ム上層に厚さ� 10cm程の暗茶褐色土層が堆

積しており、そこから縄文時代後期の堀

之内式土器が比較的まとまって出土した。� 

5日には64Hの遺物出土状態の写真撮

影を行い、実測を開始した。また、� 64H

を切る井戸跡� (2W)を検出したため、

確認面より 2m程掘り下げた後、実測を

4 ノ行った。� 6日は遺構の写真撮影を し、� 6

Hのカマドの実測を開始した。� 7日には

実測・写真撮影をすべて終了し、器材搬

出と同時に埋め戻しも行った。これによ
。 10m 

り、すべての調査を完了する。 第� 3図遺構分布図(1 /200) 

第� 2節検出された遺構と遺物

(1)住居跡
 

64号住居跡(第� 4-6図)
 

@ 

、
�
 

i
1
4
¥
 

¥ 磁化加� 

¥ 

¥ 

第� 4図� 64号住居跡� ( 1 /60) 
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1層 撹乱。� 
2届ローム粒子・ 焼土粒子を含む暗茶褐色土。� 
3層ローム粒子 ・焼土粒子を含む黒褐色土。� 
4層ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粧子を含む

暗茶褐色土。� 
5届ローム粧子・焼土粒子を僅かに含む黒色土。� 
6層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物較子 ・粘土

粒子を含む暗茶褐色土。� 
7層 粘土粒子 ・粘土小ブロッ ク ・焼土粒子・焼

土小プロックを多く 、ローム粒子 炭化物
粒子を含む暗茶褐色土。� 

8層粘土純子 ・粘土小ブロックを多くローム粒
子 ・焼土粒子を含む暗灰褐色士白� 

9層焼土粒子 ・焼土小プロックを多く含む暗赤
一。褐色土

10届焼土。� 
II層粘土粒子 ・粘土小プロ� yク・焼土粒子を多

く含む暗灰褐色土。� 

12届焼土粧子を含むa"茶褐色土。� 
13層ローム粒子・ローム小プロックを多〈 含む

暗貨褐色土。� 
14層貼床。� 

15届焼土粧子 ・焼土小プロシクを多くローム粒
子 ・ローム小プロック・粘土粒子 ・炭化物
粒子を含む暗赤褐色士。� 

16層ローム粒子・ローム小プロック ・焼土粒子
炭化物粒子を含む黒色土。� 

17層ローム粒子 ・ローム小ブロック・焼土粒子
粘土粒子・炭化物粧子を含む暗茶褐色土。� 

18層ローム粒子 ローム小プロシク ，焼土粒子� 
-粘土粒子を含む暗茶筒色士。� 

19層ローム粒子・ローム小プロック ・焼土粒子
・粘土粒干を含む黒褐色土。� (sI;床)� 

20層ローム粒子・ロームブロシグを多く含む晴
賞褐色土。(貼床)� 

1m 
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第� 5図� 64号住居跡カマド(1 /30) 
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を24-43cm(壁高) o20x3. 50m 4. 号井戸跡に切られる。(平面形)隅丸方形。(規模)2[住居構造] 

14-24cm 4-8cm 5 -l1測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)上幅 ・下幅� ・深さ を測り、全周する。cm

2(床面)カマドの前面から住居中央にかけて、硬く踏み固められている。貼床が� 枚確認できたが、カ

2 A)る。(カマド)東壁と北壁の ヶ所から検出された。<カマド は東壁の中央より やや南に偏 って位

140cm 113cm 60cm置し、長さ ・幅 ・壁への掘り込み を測る。壁、溝の一部を黒色土で埋め戻した後に構築さ

れている。両袖部は灰白色粘土で作られており、天井部と思われる暗灰褐色粘土も良好に残っていた。

60 B) 160cm 90cm煙道は 程の勾配で立ち上がる。 <カマド は北壁のほぼ中央に位置し、長さ� ・幅 ・壁0

60cmへの掘り込み を測る。 粘土の残りが悪く構築の様子が窺えないことと、燃焼部の上部には薄く床が

30貼られていることから旧カマドと思われる。煙道は� 。程の勾配でゆるやかに立ち上がる。(住穴)確

B 8認できなかった。(覆土)カマド の覆土を除き、 層に分層される。

[遺物]土器、土錘などの他に鉄津(スラッグ)が多く出土した。

[所見]鉄津(スラッグ)が多く出土していることから、鍛冶関連の遺構である可能性がある。� 

1 3.9cm 12.0cm 6.2cmは器高 、推定口径 、推定底径 。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残

6-18cmす。色調は灰褐色を呈し、胎土中には白色針状物質を僅かに含む。南壁近くの床面上 浮いた覆

2 3.3cm 12.5cm 7.0cmは器高 、口径 、底径 。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調

つ
-

マドが� 2ヶ所に設けられていることから、カマドを作り替える際に床面も新 しく貼られた ものと思われ

[時期]平安時代 (9世紀前半)。

64号住居跡出土遺物(第� 7図)

須恵、器杯形土器� (1 ~ 6) 


土中からの出土で、遺存度は1/4程である。� 
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第� 7図� 64号住居跡出土遺物(1/4) 
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は口縁部が灰褐色、以下暗茶褐色を呈する。胎土中には砂粒を僅かに含む。カマド Aの左横の床面上20 

cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は 1/ 3程である。 

3は器高5.9cm、推定口径 16.0cm、底径8.2cm。ロクロ回転は右回転。底部は回転糸切り後、周辺へラ

削りが施される。色調は灰褐色を呈し、胎土中には白色針状物質・砂粒・小石を含む。南壁近くの床面

上 2-15cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は 1/5程である。 

4は現器高5.5cm、推定口径 17.3cm。ロクロ回転は右回転。色調は灰褐色を呈し、胎土中には白色針

状物質 ・砂粒を含む。カマ ド Bの左横の床面上 2-28cm浮いた覆土中からの出土で、口縁部から体部下

半にかけてを1/5程遺存する。 

5は現器高 2.5cm、底径7.Ocm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調は口縁部が

灰褐色を呈する。胎土中には白色針状物質・砂粒 ・小石を含む。住居北西コーナーの床面上14cm浮いた

覆土中からの出土で、 底部から体部下半のみ遺存する。 

6は現器高1.4cm、推定底径 7.2cm。底部は全面へラ削り調整である。色調は口縁部が灰褐色を呈する。

胎土中には白色針状物質を多く 含む。カマド Bの左横の床面上16cm浮いた覆土中からの出土で、底部か

ら体部下半かけてを 1/3程遺存する。

土師器聾形土器(7~1 1) 

7は現器高6.3cm、推定口径21.8cm。口縁部は内湾ぎみに開く。色調は暗茶褐色を呈し、胎土中には

砂粒を含む。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は横方向のへラ削りが施される。住居北

西コーナーの覆土中から散漫に出土した。遺存度は口縁部から胴部上半にかけて1/3程である。 

8は現器高5.9cm、推定口径21.5cmo 7の土器に比べ、口縁部が大きく開く。色調は暗茶褐色を呈し、

胎土中には砂粒を含む。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は横方向のへラ削りが施され

る。カマド A前面の覆土中から散漫に出土し、遺存度は口縁部から胴部上半にかけて1/3程である。 

9は現器高16.4cm、推定口径 19.3cm。胴部中位に最大径をもち、口縁部は内湾ぎみに外反する。色調

は暗茶褐色を呈し、胎土中には砂粒を含む。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は胴部上

半が横方向のへラ削り、胴部中位以下が縦方向のへラ削りが施される。カマド A内を中心として出土し、

遺存度は口縁部から胴部下半にかけて1/4程である。 

10は現器高14.9cm、推定底径5.2cm。色調は暗茶褐色を呈し、胎土中には砂粒を含む。内面は横方向

のへラナデ、外面は縦方向のへラ削りが施される。住居北西コーナーの覆土中から散漫に出土した。遺

存度は底部から胴部中位にかけて1/ 3程である。 

11は台付費で、現器高 9.5cm。色調は暗茶褐色を呈し、胎土中には砂粒を含む。胴部内面は横方向の

へラナデ、外面は斜方向のへラ削り後横ナデが施される。脚部は内外面横ナデが施される。住居南東コー

ナーのほぼ床面上からの出土で、遺存度は胴部中位から脚部にかけて2/3程である。

須恵器聾形土器 (12・13) 

12は胴部破片である。色調は暗灰茶褐色を呈し、胎土中には白色針状物質・砂粒・小石を含む。内面

はナデ調整、外面は叩き後軽くナデが施される。カマド B内の坑底上23cm浮いた覆土中からの出土であ

る。 

13は胴部小破片で、色調は灰褐色を呈する。胎土は精錬されており、目立った砂粒を含まず、白色・

黒色微粒子を含む。内面ナデ、外面は叩き後軽くナデが施される。表面には薄く紬がかかっている。カ

マド Bの前面の床面上28cm浮いた覆土中からの出土である。



土製品� (14)

土錘である。長さ� 5.4cm、最大径1.3cm、孔の直径O.4cm、重さ7.2g。カマド� Bの前面の床面上35cm浮

いた覆土中からの出土で、完形品である。� 

( 2 )井戸跡
 

2号井戸跡(第8図)
 1(7山一悩
[構造]64号住居跡を切る。平面形は楕円形を呈し、

も 一-8
長径1.16m、短径1.OOmを測る。断面形は上端部でや 、

や漏斗状を呈するが、深さ40cm程の位置からはほぼ垂
協級協務勿務家

直に垂下する。また、壁面には� A軸上で、左側lこ、� B軸
All鯛

上では右側に比較的多く足掛穴と思われる掘り込みが

確認された。(覆土)ロ ーム粒子・ロームブロ ックを

多く含む暗黄褐色土を基調とする。� 

[遺物]出土しなかった。

[時期]不明。

[所見]本遺構の精査は、危険防止のために確認面か

ら深さ� 2m程で、断念 した。� 2m 


第� 8図� 2号井戸跡(1 /60) 


(3 )包含層出土遺物(第� 9・10図)
 

時代的には縄文時代早期から近世までの遺物が出土しており、� 1-8群に分類された。


第 1群縄文時代早期後葉の条痕文系土器� c1・� 2) 


1・2ともに外面に貝殻条痕文が施されるもので、 胎土には繊維を含む。� 1の色調は内外面が赤褐色、� 

2は内面は暗茶褐色、外面は赤褐色を呈する。

第� 2群縄文時代前期後葉の黒浜式土器� (3) 


小破片であるが、胎土中に多くの繊維を含み、外面には組い縄文が施されていることから、黒浜式土

器と思われる。

第� 3群 縄文時代中期前葉から中葉にかけての五領ケ台式~勝坂式土器� (4-8) 

4は外面に輪積み痕を残すもので、� 1条の結節文を垂下させている。 補修孔が観察される。� 5は口唇

部内面から口縁部外面にかけて� l条の隆帯を垂下させ、口縁部内面には� 1条の沈線まわる。� 6は刻みを

もっ隆帯の下端には斜行する沈線文が施文される。� 7は懸垂する刻みを もっ隆帯に沿って沈線が施され

る。� 8は隆帯に沿って角押文が施される。

第� 4群縄文時代中期後葉の加曽利E式土器� (9 -18) 


9 • 10は口縁部破片で、� 9は口縁部直下に比較的に太い沈線がま わるものである。� 10は口縁部に太い


沈線を施すことにより、下端を隆帯に作出し、そこに斜行する隆帯を連結させている。
 

11-18は胴部破片である。� 11-15は縄文を地文に隆帯や沈線による懸垂文が施されるもので、そのう

ち12・14・15は磨消縄文を伴うものである。� 16-18は条線を地文とするもので、� 16は蛇行する条線文が、� 

17は縦位の条線を地文とし、� 1本の沈線による懸垂文が施文される。

第� 5群 縄文時代後期前葉の称名寺式~堀之内式土器� (19-44) 
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第10図 包含層出土遺物� 2 (1/3) 

u
o

19-22は口縁部破片で、� 19は渦巻き状の突起をもつもので、口縁部直下には沈線で区画された中に刺

突文が充填される文様が施文される。� 20は内湾肥厚する口縁部を呈し、直線文で区画された中に単節斜

縄文が充填されている。� 21は曲線的な文様、� 22は直線的な文様が施文される。� 

23-26は胴部小破片で、23はスペード文の先端部と思われる文様、25・26は曲線的な文様、24は懸垂

文が施される。� 

27は口縁部小破片で、 口唇部内面には� 1条の沈線がまわり、外面には単節斜縄文が施される。28・29・� 

31-36は沈線文あるいは沈線区画内に刺突文が施文されるもので、28は曲線的な懸垂形態の文様のもの

である。� 29は口縁部直下のくびれ部に小突起と押捺をもっ隆帯が装飾され、胴部文様は複数沈線を波状

に連結させている。� 31・32は刺突列を伴う枠状区画文が施文される。� 33・34は沈線による曲線的な蛇行

文が施文されるが、� 33は2本一組による平行線文であることから、施文具には半載竹管が使用されたも

のと思われる。� 35・36は直線的な懸垂形態の文様のものである。� 

30は現器高18.9cm、推定口径23.4cmo 37・39-41は同一個体と考えられる。 器形は朝顔形を呈し、色

調は黒褐色を基調とする。口縁部には複雑な形を呈した小突起が付され、口縁部内面には� 2条、口唇端

部には� 1条の沈線がまわる。外面は口縁部直下に押捺をもっ隆帯と横位文様帯が施文される。38・42-

44についても同様の文様であろう。

以上、� 19-26は称名寺式、� 27-44は堀之内式土器と考えられる。

第� 6群弥生時代後期の土器� (45-50) 

45-47は童形土器。� 45は折り返し口縁を呈する口縁部小破片で、複合部端部にはRLの単節斜縄文、

口縁部内面には� RL・LRの単節斜縄文が羽状に施される。外面の複合部直下にはハケ目痕が顕著に残

る。色調は暗黄褐色を呈し、胎土には檀色粒子・砂粒を含む。� 46は肩部の破片で、文様帯は端末結節を

伴う単節斜縄文が羽状に施される。色調は暗檀色を呈し、胎土には茶褐色微粒子・砂粒を含む。� 47は羽

状の単節斜縄文が施されるもので、色調は暗黄褐色を呈し、胎土には茶褐色粒子・砂粒を僅かに含む。� 

48・49は蜜形土器。� 48は口縁部小破片で、内外面の調整と口層部外面の刻み目はハケ状工具により施

される。色調は全体に黒褐色を呈し、胎土には黄褐色・檀色微粒子を僅かに含む。� 49は胴部小破片で、

色調は内面が黒褐色、外面は暗檀色を呈し、胎土には暗黄褐色を多く含む。内面はへラナデ、外面はハ� 

'日立会� 号告� 

¥¥J，千三村ヘ\h土~2'f."‘一一.巴'、、� -~. -.
，
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ケ目調整が施される。


第 7群縄文時代の石製品 (51)


垂飾品である。現全長2.8cm、最大幅0.7cm、推定穿孔径O.4cm、重さ1.8gである。


第 8群近世の土製品  (52・53)


泥面子である。 52は縦3.1cm、横2.9cm、重さ 7.1g 53は縦2.1cm、横1.3cm、重さ 50.8g。
0 
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第 3章富士前遺跡第15地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

富士前遺跡は、志木市本町 3丁目を中心に広がる遺跡、で、東武東上線志木駅の北方約 1kmに位置して

いる。遺跡は、新河岸川の右岸流域に分布する遺跡群の一つで、はあるが、細かくみると、遺跡の東側の

朝霞市に向かつて大きな谷津が存在することから、本遺跡の北側の田子山遺跡東部から本遺跡の南側の

大原遺跡にかけての地域一帯は、この開析谷に面して形成された遺跡であると言える。

る。遺跡の現況は、古くから個人住宅が密集しており、 畑地は極めて少ない。

本遺跡、の調査は、過去の確認調査により遺構・遺物が検出されなかったため、今回の第 15地点、が初の

発掘調査の実施とな った。なお、本遺跡出土の弥生時代後期の土器として、すでに志木市史に掲載され

ている資料については、発掘調査によるものではなく、 不時の発見によるものである。そして、今回の

第15地点は、その不時の発見がなされたすぐ南隣りの宅地での調査であるために注目されよう。 

( 2 )発掘調査の経過

確認調査は、平成 8年 6月3日に実施した。 調査区域内ほぼ南北方向に 2本のトレンチを設定し、 ノイッ

クホーを使用し表土を剥ぐ。同時に遺構確認作業を行った結果、調査区北隅から住居跡と考えられる遣

あで、前後10m、低地との比高差は14.8m、北端の低い所で約15.9m遺跡の標高は、南端の高い所で約

第11図 周辺の地形と調査地点(1 /5000) 平成  9年 3月31日現在
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構を� 1基確認した。その後、継続してプランを確

認しながら周辺の表土剥ぎを行ったが、遺構の大

部分は調査区域外にあるものと考えられ、調査区

域内ではその遺構の南西コーナ一部しか検出でき

なかった。表土剥ぎ作業は、翌� 4日の午後にもう

半日行い、その作業を終了 した。残土置場につい

ては、調査区域内にその場所を確保することがで

きfこ。

人員導入による発掘調査は� 6日から実施した。

まず、調査区域内の整備と細部の遺構確認作業を

行い、その後、遺構の精査を開始した。遺構は覆

土全体が多量な焼土により、真っ赤な色を呈して

いることから、焼失住居と判断できた。� 

7日、床面上からまとまって土器と炭化材が検

出され始めたため、焼土検出範囲と ともに遺物出

土状態の写真撮影を行っ た。住居跡は出土土器か 。
ら弥生時代後期の所産のものと判明した。

10日、床面まで覆土をすべて除去し、遺物出土
第12図 遺構分布図(1/200) 


状態の写真撮影を行い、その後遺物出土状態の平板実測を開始し、土器の取り上げ作業まで終了した。


また、併行して貯蔵穴の精査を開始した。
 

11日、炭化材の出土状態の平板実測を終了後、サンプリングを行う。その後、貯蔵穴の実測を完成さ

せ、土器の取り上げ作業を終了した。午前中には柱穴も掘り終え、遺構の写真撮影を終了する。午後か

らは、遺構の平板実測を開始し、終了、器材搬出作業を済ませ、すべての調査を完了した。� 

13日には埋め戻 し作業を終了した。

第� 2節検出された遺構と遺物� 

1号住居跡(第13・14図)

[住居構造]南西コーナー以外は調査区域外にあるため、詳細は不明である。� (壁高)20cm前後を測り、

ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)検出できなかった。(床面)壁際を除いて、良く踏み固め られていた。

(柱穴)主柱穴と思われるものが、� 1本検出された。大きさは径20cm、深さは79cmを測るが、掘り方の

部分を含めると大きさは90x84cmを視同。(貯蔵穴)南壁の南西コーナーに偏って位置する。平面形は

隅丸方形を呈し、規模は84x72cm、深さは40叩を測る。覆土は上層がローム粒子・ローム小ブロック・

炭化物粒子・焼土粒子を含む暗茶褐色土、 下層はローム粒子・焼土粒子を含む黒褐色土を基調とする。

北側には高さ� 3"""5cmの馬蹄形状の凸堤が巡っている。(覆土)11層に分層される。覆土全体が多量な

焼土により、真っ赤な色を呈しており、焼土は壁際が厚く、中央に行くほど薄くな っている。

[遺物]床面上及び覆土中から土器が多く 出土した。

[時期]古墳時代前期。

可

t 



[所見]覆土中から焼土と炭化材が多く検出されたことから、 焼失住居であると考えられる。� 

1号住居跡出土遺物� (第15図)

壷形土器� (1 ~4・12)
 

l は現器高9.0cm、口径17.6cm。胴部から頚部にかけて大きく外反する。 胎土に は黄褐色・樫色粒子

を多く含む。内面は口縁部が横方向のへラ磨き、以下ハケ目調整、外面は縦方向のへラナデ後へラ磨き

調整が施される。赤彩は内面口縁部及び、外面に施される。住居南西コ ーナーの床面上から、口縁部を逆

さにし、その上に� 3の査をのせた状態で出土した。� 3の土器をのせる台として使用されたものと考えら

れる。口縁部から胴部上半にかけてのみ完形である。� 

2は現器高15.2cm。肩部で屈曲し、頚部は大きく外反する。 肩部の文様帯にはRL・LRの単節斜縄

文を交互に施し、上から� 2段目と� 3段目との間と末端には3条� 1単位の自縄結節文がまわる。また、 肩

部屈曲部には� 2個� 1組のボタン状貼付文が、そして文様帯内には� 2段の円形赤彩文が上下千鳥状に施文

される。胎土には大きめ(1-3 mm程)の黄褐色粒子を多く 、砂粒・小石を含む。内面は頚部がへラ磨

き、以下横方向のへラナデが施され、外面は頭部がハケ目調整後横方向のへラナデ、肩部文様帯下はハ

ケ自調整後へラ磨きが施される。柱穴付近の床面上の出土で、 頚部から胴部中位にかけてを1/2程遺存

/ メー
 
C_、

ぷ応対雨蕊

赤色砂利層積出範囲

医tJ焼土検出範囲

第13図� 1号住居跡(1/60) 


1層撹乱。� 
2届表土。� 
3層焼土粒子一・炭化物粒子を含む明茶褐色土。� 
4層ローム粒子 ・炭化物粒子を含む明茶褐色土。� 
5層焼土.� 
6層炭化物粒子を多く、ローム粒子・焼土粒子

を含む黒色土。� 
7層ローム粒子 ローム小プロックを多く含む

暗黄禍色土。� 
8層ローム粒子・ローム小プロックを多く 宮む

暗黄褐色土。� 
9層 ローム粒子・ローム小プロック ・炭化物粒子

・焼士粒子を含む暗赤褐色土。� 
10層焼主粒子 ・焼土小プロ ックを多く、ローム粒

子・炭化物粒子を含む暗赤褐色土。� 
11届ローム粒子焼土粒子・炭化物粒子を含む

黒褐色土。� 
12届炭化材.� 
13届焼土粒子・焼土小プロックを多く、ローム粒

子・ローム小プロック・炭化物粒子を含む
暗茶褐色土。� 

14層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む
明茶褐色土。� 

15層ローム粒子・ローム小プロ シク 焼土粒子・
炭化物粒子を含む暗茶褐色士。� 

16煽 ローム粒子 ・ローム小プロックを多く、焼土
粒子を含む暗黄褐色土。� 

17層ローム粒子 焼土粒子を含む黒褐色土。� 
18届ローム粒子 ・ローム小プロックを多く含む

暗黄褐色土。
 
19届ローム粒子� ‘ロームプロックを多く含む黄褐


色土。
 

1m 
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第 14図 1号住居跡遺物出土状態 (1/60・1/9) 


する。 

3は現器高 13.6cm、底径8.0価。底部穿孔の査である。穿孔は焼成後に穿たれている。胎土には黄褐

色・茶褐色粒子を含む。内面は横方向にへラナデ、外面は縦方向にへラ磨き調整が施される。赤彩は外

面に施される。 1の土器の上にのった状態で出土しており、甑として使用された可能性がある。底部か

ら胴部中位にかけてのみ完形である。 

4は現器高 8.5cm、底径10.6倒。胎土には黄褐色・檀色 ・茶褐色粒子を多 く、 砂粒 ・小石を含む。内

面はハケ目調整後へラナデ、 外面はハケ目調整後へラ磨き調整が施される。赤彩は外面に施される。貯

蔵穴中からの出土で、底部から胴部下半にかけてのみ完形である。 

12は肩部の小破片である。文様は RLの単節斜縄文を施した後、磨消手法による鋸歯文が描かれ、そ

の下端には 2・3条の自縄結節文がまわっている。胎土には黄褐色粒子を多く含む。内面はへラナデ、

外面は無文部が赤彩後へラ磨き調整が施される。覆土中からの出土である。

高杯形土器 (5-9・13)
 

5は器高15.8cm、口径 20.7cm、底径10.4cm。杯部底部に稜を有する、いわゆる有稜高坪と呼ばれるも

のである。深身の杯部 (7.4cm)は底部から口縁部にかけて直線的に外傾し、口層部は面取りが施され

シャープである。 脚台部 (8.4cm)は長脚で、全体にハ字状を呈するが、裾部はやや膨らみをもち内湾

する。また、杯部直下の脚台部上半から中位にかけては、 17・18本の回線文がていねいに施され、透し

孔は 3個穿たれている。胎土には茶褐色粒子を多く含む。色調は全体に黒く煤けている状態であるが、

脚台部内面を除く全面が赤彩されているものと考えられる。杯部内外面はハケ目調整後へラ磨き調整、

脚台部は内面がハケ目調整、外面はハケ目調整後へラ磨き調整が施される。 

6は 5の土器に比べ、杯部底部の稜は無くなり、脚台部は裾部にかけて大きくハ字状に開いている。 
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杯部直下の凹線文の数も少なく 4-6本程度である。杯部内外面はへラ磨き調整、脚台部は内面がへラ

ナデ、外面はへラ磨き調整が施される。赤彩は全面に施されているものと考えられる。住居南コーナー

の床面上からの出土で、ほぼ完形である。 

7は現器高8.6cm、口径19.0cm。脚台部を欠損するが、杯部は体部中位に膨らみをもち、口縁部は外

反する。口唇部は平坦に面取りが施されている。内外面赤彩後へラ磨き調整が施されるが、ハケ目痕が

僅かに残る。貯蔵穴付近の床面上からの出土で、杯部を2/3程遺存する。 

8は現器高7.9cm、口径19.4cffio 7の土器に類似するものである。内外面赤彩後へラ磨き調整が施さ

れるが、 僅かにハケ目痕が残る。貯蔵穴付近の床面上からの出土で、杯部を1/2程遺存する。 

ハ字状を呈する脚台部のみの遺存である。内面へラナデ後へ ラ磨き皿。10.6c、底径7.4cmは現器高9


(的)調整、外面はハケ目調整後へラ磨き調整が施される。赤彩は外面に施される。貯蔵穴中か らの出

土で、脚台部のみ完形である。 

13は口縁部の小破片で・ある。器形としては、 7・8の土器に類似するが、同一個体ではな L、。胎土に

は黄褐色粒子を多く含む。内外面赤彩後へラ磨き調整が施される。覆土中からの出土である。

聾形土器 (10・11・14)
 

10は器高19.6cm、口径15.Ocm、底径7.4cm。小型の台付費である。胴部最大径を胴部上半に測り、頭

部はく字状に屈曲し、口縁部は外傾する。口唇部外面にはやや右上がりの刻み目が施され一周している。

脚台部は直線的なハ字状を呈する。胎土には黄褐色粒子 ・砂粒を多く 含む。内面は口縁部がハケ目調整、

以下脚台部を含めへラナデ、外面は全面ハケ目調整が施される。住居南コーナーの床面上からの出土で、

ほぽ完形である。 

11は器高25.5Cffi、口径18.2cm、底径9.8cmo 10の土器に比べ、大型のもので、 口唇部には刻み目が施

されていない。胎土には黄褐色粒子・砂粒を僅かに含む。 内面は口縁部ハケ目調整、以下脚台部を含め

へラナデ、外面は全面ハケ目調整であるが、その後口縁部には軽く横ナデが施される。住居中央からや

や西壁に寄った床面上からの出土で、完形である。 

14は脚台部の小破片である。胎土には黄褐色粒子を含む。内面はへ ラナデ、外面は縦方向のハケ目調

整が施される。覆土中からの出土である。

[ 参 考 文 献 ]

小久保徹  1984 r志木市史原始・古代資料編』志木市史編さん室

市毛 勲 1990 r志木市史通史編上J志木市史編さん室 
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第 4章 因子山遺跡第 47地点の調査

第 l節遺跡の概要

(1)立地と環境

田子山遺跡は、志木市本町 2丁目を中心 lこ広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北東約1. 3 kmに位置し

ている。遺跡は、北東方向に新河岸川を臨む台地上に立地し、標高約 15mの平坦部に南北約 100m、東

西約500mの範囲に広がっている。遺跡の現況は、古くから個人住宅が密集している地区である が、最

近ではアパート ・マンション建設といった中規模開発も盛んに行われ、 畑地は極端に減少している。

本遺跡の第 1回目の発掘調査は、昭和63年に実施され、以後の調査により、縄文時代早期 ・中期 ・後

期、弥生時代後期、古墳時代後期、平安時代、近世の複合遺跡であることが判明 している。 

(2)発掘調査の経過

確認調査は、平成 8年 6月12日に実施した。調査区の長軸方向に合わせ、中央に 1本のト レンチを設

定し、パックホーで表土を剥ぐ。同時に遺構確認作業を行った結果、調査区北端から住居跡と思われる

遺構を 1基確認した。その後、継続してその遺構のプラン確認をしながら周囲の表土剥ぎを行った。残

土置場には、 調査区の南半部の遺構が確認されなかった場所を当てる ことにした。

人員導入による発掘調査は 14日から開始した。まず、調査区域内の整備と細部の遺構確認作業を行っ

た。その結果、新たに住居跡と思われる遺構を l基確認した。同日 には、調査区北端の遺構の精査を開

第16図 周辺の地形と調査地点(1 /5000) 平成  9年 3月31日現在
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始し、出土土器により平安時代の住居跡� (51H)であること

が判明した。� 

17日、51Hの遺構写真撮影を行い、その後平板実測を終了

する。また、新たに確認された遺構についても精査を開始し、
¥ 。

出土土器により平安時代の住居跡� (52H)であることが判明

した。� 

18日、調査区全体の写真撮影を行う。その後、� 51Hについ

ては土層図実測を行い、52Hについては平板実測を開始する。

また、� 51Hの南側に土坑が� l基� (203D)確認されたため、

精査を開始する。� 

19日、� 52Hの平板実測終了後、掘り方の精査を行う。また、� 

203Dは掘り終了後、実測を行い、写真撮影を終了する。同

日、すべての調査を終了し、翌20日には、埋め戻しを完了し� 。� 5m 
fこ。� 

第17図遺構分布図(1/200) 

第� 2節検出された遺構と遺物

(1)住居跡� 

51号住居跡(第18図)

[住居構造]住居北東コーナーは調査区域外にあるものと思われる。(平面形)隅丸長方形。(規模)不

明x2.88mo (壁高)21-44cmを測り、ゆるやかに立ち上がる。(壁溝)確認でき る範囲では全周する。上

幅14-28cm、下幅� 5-10cm、深さ� 5-10cmを泊回。(床面)全体的に硬化しているが、中央付近は特に

良く踏み固められている。(カマド)カマドは検出されなかったが、南東コーナー付近に粘土ブロック

や焼土が比較的多くみられることから、東壁にカマドが設けられている可能性がある。(柱穴)検出さ

、、

・粘土粒子を含む黒色土。� 
7層灰白色粘土プロック。� 

一一--.:L←ー� t t t t 8層ローム粒子・ロ ーム小プロ ック を多 く含む

暗黄褐色土。

、、

)。層暗黄褐色土(漸移層9

硬化揃
〆/¥ 

/ ¥ 

¥ 、l 

s 
¥ 一/

1層表土及びtf乱。� 
2層ローム粒子 ・焼土粒子を含む黒褐色土。� 
3層ローム粒子 ・焼土粒子・粘土粒子を僅かに

含む黒褐色土� (2層よりやや明色)。� 
4層 ローム粒子・ローム小プ ロック・炭化物粒

子を含む黒色土。� 
5層ローム粒子・ ローム小プ ロッ ク ・炭化物粒

子をやや多く含む暗茶褐色土。� 

6層ローム粒子・ロ ーム小ブロ ック ・焼土粒子

画面画面画面� 
1m 

第18図� 51号住居跡(1/60) 
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れなかった。(覆土)� 7層に分層され、レンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]須恵器杯・聾形土器が 1点ず‘っと用途不明の鉄製品が� 1点出土した。

[時期]平安時代 (9世紀後半)。� 

51号住居跡出土遺物(第20図� 1・6、第21図� 8)


第20図� 1は須恵器杯形土器である。器高3.7cm、口径11.9cm、底径5.5cm。ロク ロ回転は右回転。色調

は青灰褐色を呈し、胎土中には白色砂粒を含む。底部には回転糸切り痕を残す。南壁の壁溝上層か らの

出土で、遺存度は4/5以上である。� 

6は須恵器蜜形土器の胴部破片である。色調は灰褐色を呈し、胎土中には白色針状物質を含む。内面

はへラナデ、外面はナデが施される。覆土中の出土である。

第21図8は用途不明の鉄製品である。厚さ� 8mmでL字状を呈している。重さは� 24.4 gである。� 

52号住居跡� (第19図)

[住居構造]南東コーナー付近以外は調査区域外にあるため、詳細は不明である。(壁高)� 43~51cm を

測り、ゆるやかに立ち上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周し、南東コーナー付近に一部テラス状

の段をもっ。上幅24~38cm、 下幅 6~8cm、深さ 4 ~10cm を測る。 (床面)住居内側の一部が硬化 して

いたが、その他は軟弱であっ た。 厚さ 10~18cmの貼床が、住居中央を除いて施されており、土層図の14 ・ 

15層が相当する。(カマド)東壁に幅� 62cm・壁への掘り込み30cmを測るカマドの残存部を検出し た。 カ

マドの作り替えが行われ、そのうちの旧カマドと思われる。(柱穴)検出されなかっ た。(覆土)カマド

残存部の覆土を除き、� 12層に分層される。

[遺物]床面上及び覆土中から土器 ・万子 ・砥石が出土した。

[時期]平安時代� (9世紀後半か)。
 

52号住居跡出土遺物(第� 20図� 2・3 • 5・7、第21図� 9，......11)


第20図� 2・3は須恵器杯形土器である。
 

2は器高4.Ocm、口径11.9cm、底径� 5.5cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調� 

/ 

1層 表 土及び焼乱。� 
2層ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
3層 ローム粒子・ローム小プロ ック ・焼土粒子を含む暗茶褐色土。� 
4届ロ ーム粒子・ロ ーム小プロックを多〈含む暗黄褐色士。� 

5届 ローム粒子・ 焼土粒子を僅かに含む黒褐色土。� 

/ 6層ロ ーム粒子・ロームプロックを含む明茶褐色土。� 
/ 7層 ローム粒子 ・ロ ーム小プロシク・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 

8層ロ ー ム粒子 ・焼士粒子全僅かに含む黒色土。� 

9層 ローム粒子 ・焼土粒子‘炭化物粒子を含む黒色上。� 

10層 ローム粒子・ 焼土粒子・炭化物粒 下を含む黒褐色土。� 

11層 焼土。� 
12層ローム粒子 ・ローム� 4イロジクを含む黒褐色土� 
13層 ロ ーム粒子 ローム小プロックを多く、焼土粒子・粘土粒子・

炭化物粒子を含む暗茶褐色士。� 

14扇灰白色粘土プロ ック。� 
/ 15層 ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子 ・焼土小グ ロシク ・

粘土粒子・粘土小プロック・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 
ι ι ι t 16届 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子を僅かに含む黒褐色土。� 

15.0 .. 
17届粘土粒子・粘土小プロヴクを多く、焼土粒子・焼土小プロ ック

を含む暗灰褐色土。� 
18層暗灰褐色粘土プ ロッグ� e 

19層焼土粒子・粘土粒子を僅かに含む暗茶褐色土。� 
20層焼土粒子・焼土小ブロッ ク・粘土粒子を含む暗茶褐色土。� 
21層 ロ ームプロック 。� 
22層 暗茶褐色土� (i噺移婦人� 

2m 

第四図� 52号住居跡(1 /60) 
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1・6 51号住居跡出土遺物� 2.3・5・7 52号住居跡出土遺物� 4 遺構外出土遺物

第20図 住居跡・遺構外出土遺物(1/4) 

A 
o 10
08  

仁コζコ� 9


8 51号住居跡出土造物� 9 -11 52号住居跡出土遺物 10叩l


第21図住居跡出土鉄製品・石製品� (1/3) 


は灰褐色を呈し、胎土中には砂粒 ・小石を含む。全体に粗雑な土器である。南壁近くの床面上53cm浮い

た覆土中からの出土で、遺存度は1/2程である。� 

3は現器高2.8cm、底径7.0cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調は灰褐色を

呈し、胎土には砂粒 ・小石を含む。南壁近くの床面上10cm浮いた覆土中からの出土で、底部から体部下

半にかけてを2/3程遺存する。� 

5は土師器聾形土器の底部破片である。底径は4.Ocm。色調は暗茶褐色を呈し、胎土中には砂粒を多

く含む。内面はへラナデ、外面は縦方向にへラ削りが施される。カマド内からの出土である。� 

7は須恵器整形土器の胴部破片である。色調は内面が灰褐色、外面が茶褐色を呈する。胎土中には白

色砂粒・小石を含む。内外面と もにナデられているが、外面には平行叩き自の痕跡が残る。西壁近くの

ほぼ床面上からの出土である。

第21図9・10は鉄製品である。� 9は万子で刃部先端を欠損する。現全長9.3cmo 10は鉄鉱の一部か。� 

11は砥石である。全体に剥落が見られるが、使用面と思われる平滑な面は� 5面に確認できる。よく使

用されたものと思われ、弓状にカーブが強い。南壁近くの床面上20crn浮いた覆土中からの出土である。� 

(2)土坑 

203号土坑 (第22図)


[構造](平面形)長方形。(規模)118 x79crn (長軸方位) N -550 
- Wo (深さ)14crn前後を測る。坑 
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底は平坦で、ほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)ローム粒子を含む黒褐色

土を基調とする。

[遺物]覆土中から平安時代の土器片が僅かに出土したが、図示できる ¥-亡コ
ものはなかった。

[時期]平安時代か。 

総 闘 機

(3 )遺構外出土遺物(第 20図 4、第23図)
2m 

遺構外からは、縄文時代の土器の小破片が 6点と平安時代の須恵器杯 第22図 203号土坑(1 /60) 

杭州一一ザ 

形土器が 1点検出されている。時代的に縄文時代は早期前葉・後葉、前期前葉の 3群と平安時代の 1群 

に分類された。

第 1群土器 縄文時代早期前葉の撚糸文系土器(第23図 1・2)

いずれも胴部小破片で、撚糸文は縦位方向に施される。 

1は色調が黄褐色を呈し、胎土には砂粒・黄褐色粒子を含む。 

2は色調が茶褐色を呈し、胎土には砂粒を多く、金雲母を含む。

第 2群土器 縄文時代早期後葉の条痕文系土器(第23図 3--5) 

3は口縁部破片である。口層部はやや平坦に作られており、色調は黄褐色を呈し、胎土には僅かに繊

維を含む。条痕文は弱いは、内外面に施されている。 

4・5は同一個体であろうか。底部近くの胴部下半の破片と思われる。色調は内面が黒褐色、外面は

黄褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。条痕文は内外面縦位に施される。

第 3群土器縄文時代前期前葉の黒浜式土器(第23図 6) 

6は口縁部破片である。口縁部はやや外反する器形になろう。文様は半載竹管による平行沈線文が施

される。色調は暗赤褐色を呈する。

第 4群土器平安時代の須恵器杯形土器(第20図 4)

器高3.9cm、口径12.0cm、底径5.3cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調は灰

褐色を呈し、胎土中には砂粒・小石を含む。遺存度は2/3程で、時期は 9世紀後半から末葉か。 

1寄欝 ~:.:\議i U5 Y
H

第23図 遺構外出土遺物 (1/3) 

6
伽
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大塚遺跡第14地点中野遺跡第11地点中野遺跡第16地点市場裏遺跡第  1地点田子

山遺跡第10地点中道遺跡第21地点田子山遺跡第13地点西原遺跡第21地点市場裏

遺跡第 2地点 中道遺跡第26地点』志木市の文化財第24集志木市教育委員会

尾形則敏・深井恵子 1996 I第 5章 因子山遺跡第32地点の調査J r志木市遺跡群vnJl志木市の文化財

第23集志木市教育委員会 

志木市遺跡群四』志木市の文化財J r地点の調査37田子山遺跡第章6第[""1996 

第23集 志木市教育委員会 

志木市遺跡群四』志木市の文化財J r地点の調査39田子山遺跡第章4第[""1997 

第25集志木市教育委員会

集25志木市遺跡群四』志木市の文化財第J r地点の調査42・41田子山遺跡第章5第[""1997深井恵子 

志木市教育委員会 
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第� 5章 田子山遺跡第48地点、の調査

第� 1節遺跡の概要

(1)立地と環境


第� 4章 田子山遺跡第47地点の調査� (22ページ)を参照。
 

( 2 )発掘調査の経過


確認調査は、平成� 8年12月4日に実施した。調査区の長軸方向に合


わせ、 2本のトレンチを設定し、パックホーを使用して表土を剥ぐ。

同時に遺構確認作業を行っ た結果、住居跡と思われる遺構を l基確認 /
した。その後、継続して遺構のプランを確認しながら、 周囲の表土剥

ぎを行った。残土置場については、遺構の分布しない調査区北半部に

その場所を確保する ことができた。


人員導入による発掘調査は、� 12月9日から開始した。まず、 調査区


域内の整備と細部の遺構確認作業を行い、同日には遺構の精査に入る。
 

10日、住居床面近くから炭化材が多く検出された。遺構は出土土器
5m 


から、古墳時代後期の住居跡� (53H)であることが判明した。 第24図遺構分布図(1 /200) 


12日、遺構の写真撮影を行い、その後平面図・断面図の実測を終了する。� 

13日、カマドの精査を開始し、� 16日には終了する。これによりすべての調査を完了 し、� 17日には埋め

戻しを終了した。

第� 2節検出された遺構と遺物� 

53号住居跡(第25-27図)

[住居構造]南半部の大部分は調査区域外にあるため、詳細は不明である。(壁高) 65cm前後を測り 、


ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)カマド部分を除き、確認でき る範囲では全周する。上幅� 20cm・下幅� 10
 

cm前後・深さ� 8-12cmを測る。(床面)カマド前面を中心に硬化した床面が確認された。(カマド)北


壁に設置される。主軸方位はN-370 -w。長さ� 128cm・幅� 108cm・壁への掘り込み� 80cmを測る。大部分


が崩落しているため詳細は不明であるが、両袖部はロームを馬蹄形状に残し、その上部と天井部には粘


土が被覆していたと思われる。煙道部は300 程の勾配で立ち上がっている。燃焼部にある ピットは後世


のものと考えられる。(柱穴)北西コーナーのものが主柱穴の 1本に該当するものであろう。深さ� 64cm


である。(覆土)� 6層に分層され、レンズ状の堆積状態を呈する。


[遺物]土器は住居全面の覆土中から散漫的に出土している。 また、床面上からは炭化材が多く検出さ

れている。その他、炭化種子(ヤマモモ� 5点)と万子� l点が出土している。

[時期]古墳時代後期 (7世紀末葉)。

[所見]床面近くから、多くの炭化材が検出されたことと、 4層以下にロ ーム粒子・ローム小ブロック� 
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第27図� 53号住居跡カマド(1 /30) 

を多く含むことから、本住居跡は焼失後、人為的な埋め戻しが行われた可能性がある。同時に土器につ

いても、その出土状態から、埋め戻しに伴い廃棄された可能性がある。� 

53号住居跡出土遺物 (第 28図)

土師器掠形土器� (1 ~ 9) 

1は器高3.2cm、口径9.3cm。小型のもので、非常に器厚が薄い土器である。口縁部と底部との境は横

ナデにより作出された沈線がまわり、口縁部は内湾する。 色調は全体に黒味かかった暗樺色を呈し、胎

土には砂粒を含む。内面及び外面口縁部はへラ状工具による横ナデ、以下外面はナデられるが、顕著に

へラ削り痕が残る。カマ ド左横の覆土中からの出土で、ほぼ完形品である。� 

2は器高3.4cm、口径9.9cm。底部と口縁部との境は� 1の土器と同様に横ナデによ り作出された沈線が

まわり、口縁部は内湾ぎみに外傾する。色調は暗撞色を呈し、 胎土には砂粒を多 く含む。内面及び外面

口縁部はへラ状工具によ る横ナデ、以下外面は粗くへラ削りが施され、全体に組雑な作りの土器である。

柱穴付近の覆土中からの出土で、遺存度は� 2/3程である。� 

3は器高3.4cm、口径11.Ocm。口縁部と底部との境にはへラ削りにより作出された弱い稜を呈し、口

縁部はゆるやかに外反する。内面口層部直下には幅� 1mmの沈線がまわる。胎土には砂粒・ 茶褐色粒子 ・

小石を多く含んでいる。内面及び外面口縁部は赤彩が施されるが、それ以外の色調は赤味の強い茶褐色

を呈する。内面及び外面口縁部はへラ状工具による横ナデ、以下外面は粗くへラ削りが施される。 北西

コーナー付近の覆土中からの出土で、完形品である。� 

4は器高3.8cm、口径11.Ocmo 3に比べ、やや口縁部の外反が強いが、ほぼ同形のものである。胎土

には砂粒・茶褐色粒子 ・小石を多く含んでいる� b内面及び外面口縁部は赤彩が施されるが、それ以外の

色調は赤味の強い茶褐色を呈する。口縁部内外面はへラ状工具による横ナデ、以下内面はへラ磨き調整、

外面は粗くへラ削りが施される。カマド前面から北東コーナーにかけての覆土中からの出土で、遺存度

は3/4程である。� 
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5は器高� 4.1cm、口径11.2cmo 3・4の土器に比べ、底部から口縁部にかけて椀状を呈するものであ

る。 胎土には砂粒 ・茶褐色粒子を含む。内面及び外面口縁部は赤彩が施されるが、それ以外の色調は赤

昧の強い茶褐色を呈する。内面及び外面口縁部は横ナデ、外面底部はへラ削り痕を顕著に残す。また、

内面底部には左回りの渦巻き状の成形痕が観察される。北西コーナーの床面上から� 48cm浮いた覆土中か

らの出土で、遣存度は� 4/5程である。� 

6は器高3.8cm、口径10.9cmo 5の土器に類似するが、やや口縁部が外反する。胎土には砂粒を含む。

内面及び外面口縁部は赤彩が施されるが、それ以外の色調は赤昧の強い茶褐色を呈する。内面及び外面

口縁部は横ナデ、 外面底部は粗くへラ削りが施される。内面底部に観察される左回りの渦巻き状の成形

痕は� 5の土器より顕著に観察される。北西コーナーの床面上から� 53cm浮いた覆土中からの出土で、遺存

度は4/5程である。� 

7は器高4.7cm、推定口径� 12.0cmo 6の土器よりやや大きく深身のものである。胎土には砂粒 ・茶褐

色粒子を含む。内面及び外面口縁部は赤彩が施されるが、それ以外の色調は赤味の強い茶褐色を呈する。

内面及び外面口縁部は横ナデ、外面底部はへラ削り痕を顕著に残す。カ マド前面から北東コーナーにか

けての覆土中からの出土で、遺存度は� 1/4程である。� 

8は器高� 2.8cm。小破片のため、全体の大きさは不明である。外面には輪積み痕を顕著に残す粗雑な


作りの土器である。 色調は全体に黒昧かかった暗黄褐色を呈し、胎土は精錬され砂粒をあまり含まない。


口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、 外面は組くへラ削りが施される。柱穴付近の床面上から� 36
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第28図� 53号住居跡出土遺物� 0/4) 
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cm浮いた覆土中からの出土である。 

9は器高3.6cm、口径11.7cm。底部と口縁部との境は 1・2の土器と同様に横ナデにより作出された

弱い沈線がまわり、口縁部は内湾ぎみに外傾する。色調は黄樺色を呈し、胎土には砂粒 ・茶褐色粒子を

多く含む。内面及び外面口縁部はへラ状工具による横ナデ、外面底部は粗く へラ削りが施される。また、

内面底部には ixJ印が刻されている。北西コーナー付近の覆土中からの出土で、遺存度は 2/3程であ

る。

土師器聾形土器(1O ~13) 

10は最大径を口縁部に測り、 胴部は上半から下半にかけてゆるやかにすぼま っている。口縁部は外皮

し、口唇部は外側に丸昧をもっ。色調は黄檀色を呈し、胎土には砂粒 ・茶褐色粒子を多 く含む。口縁部

内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。 北西コーナー付近の覆土中からの出

土で、口縁部から胴部下半にかけてを1/ 2程遺存する。 

11は最大径を口縁部に測るが、 10の土器に比べ、桐部上半のく びれがやや強く 、胴部に膨らみをもっ。

口縁部は大きく外反し、口層部は外側に丸味をもつが、 やや形が崩れている。色調は暗黄檀色を呈し、

胎土には細かい砂粒を含む。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。

柱穴付近の覆土中からの出土で、口縁部から胴部中位にかけてを1/ 2程遺存する。 

12は胴部下半以上を欠損する。平底の底部には木葉痕が付される。色調は黄櫨色を呈 し、胎土には砂

粒を多く含み、金雲母を僅かに含む。内面はへラナデ、 外面はへラ削りが施される。西壁近くの覆土中

からの出土で、底部から胴部下半にかけてを 1/ 4程遺存する。 

13は胴部中位以上を欠損する。平底の底部には木葉痕が付される。色調は明檀色を呈し、胎土には砂

粒 ・小石を多く含む。内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。 カマ ド左横の覆土中からの出土で、

底部から胴部中位にかけてを 2/3程遺存する。

鉄製品 (14)

万子である。刃部先端と茎部端を欠損する。現全長は 11.8cm。柱穴付近の床面上 28cm浮いた覆土中か

らの出土である。 
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第� 6章 因子山遺跡第49地点、の調査

第� 1節遺跡の概要

(1)立地と環境


第� 4章 田子山遺跡第47地点の調査� (22ペー ジ)を参照。
 

(2)発掘調査の経過

確認調査は、平成� 9年� l月� 9日に実施した。調査

区の長軸方向に合わせ、� 2本の トレンチを設定し、

パック ホーを使用 し表土を剥 ぐ。同時に遺構確認作

業を行った結果、 住居跡と思われる遺構を� 2基確認

した。その後、 継続して遺構のプランを確認しなが

ら、周囲の表土剥ぎを行った。残土置場については、

遺構の分布しない調査区域内にその場所を確保する

ことができた。

人員導入による発掘調査は13日から実施した。ま 5m 

ず、調査区域内の整備と細部の遺構確認作業を行い、� 第29図遺構分布図(1/200) 

その後遺構の精査を開始する。 遺構は出土土器により、平安時代の住居跡� (54・55H)であることが判

明した。また、55Hを切る土坑� (204D)が確認されたため、その遺構の精査を開始する。� 

16日、新たに土坑� (205-207D)が確認されたため、すぐに精査を行い、 午後には全体写真 ・各遺構

の写真撮影を終了した。 土坑については出土遺物がないために、時期の比定は難しいが、覆土の観察か

ら、近世以降の可能性があ る。� 

17日には、各遺構の平板測量を開始し、 午前中にはすべての実測を完了した。午後からは器材の搬出

作業を行い、� 18日には埋め戻しを完了する。

第� 2節検出された遺構と遺物

(1)住居跡
 

54号住居跡(第30図)


[住居構造]55号住居跡と� 207号土坑に切られ、一部損乱に破壊されている。(平面形)隅丸方形。(規

模)3.34x2. 78mo (壁高)4-l1cmを測り、 壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (壁溝)検出されなかった。

(床面)南側の一部に硬化した面を確認したが、 全体的には軟弱である。 貼床の厚さは薄 く10cm未満で

ある。(カマド)北壁の中央よりやや東に偏って位置すると思われるが、.207号土坑と撹乱により破壊さ

れてるため、詳細は不明である。(柱穴)検出されなかった。(覆土)ロ ーム粒子を含む黒褐色土を基調

とする。

[遺物]覆土中より土器小破片が出土したが、実測できるものはなかった。
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[時期]平安時代。 

55号住居跡(第31図)

[住居構造]南西コーナーか ら南壁にかけては調査区域外にあるものと考え られる。54号住居跡を切り、 

204-206号土坑に切られる。 (平面形)隅丸長方形。(規模) 5.40X4.10mo (壁高)8 -l1cmを測る。壁

はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)検出されなかった。(床面)中央付近に、 しっかり硬化した床面が確

認された。貼床が 3-24cmの厚さで施されている。(柱穴)検出されなかった。 (貯蔵穴)南東コーナー

に位置し、平面形は隅丸方形を呈し、規模は67x64cm・深さ 40cmを測る。 覆土はローム粒子・ローム小

フーロッ ク・焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。(覆土) 5層に分層される。

[遺物]覆土中から土器が出土した。

[時期]平安時代(10世紀中葉から後葉)。

[所見]床面上から炭化材が検出され、 また数ヶ所に焼土が見られることから焼失住居と考えられる。 

55号住居跡出土遺物(第32図)

須恵器杯形土器(1・2) 

1は器高4.0叩、推定口径12.4cm、推定底径6.6cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残

す。色調は暗茶褐色を基調とし、胎土には金雲母・砂粒を僅かに含む。 内面底部には黒色の煤状のもの

が付着している。貯蔵穴からの出土で、遺存度は1/5程である。 

2は現器高1.0個、推定底径4.4cm。ロク ロ回転は左回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調は黄褐

色を基調とし、胎土には砂粒を僅かに含む。覆土中からの出土で、底部の1/4程を遺存する。

土師器聾形土器 (3・4) 

3は現器高6.9cm、推定口径12.0cm。小型費の口縁部から胴部にかけての破片である。胴部上半に膨

らみをもち、口縁部は「く 」字状に短く外反する。胎土には砂粒を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下

内面はへラナデ、外面は縦方向のへラ削り後、粗く磨かれている。覆土中からの出土である。 

4は現器高19.6cm、推定口径21.9cm。胴部上半に膨らみをもち、口縁部は 「く」字状に短く外反する。

全体として器厚が分厚く重量感のある土器である。色調は黒褐色を呈し、 胎土には砂粒を多く含む。口

縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラ ナデ、外面は縦方向のへラ削り調整が施される。覆土中からの出

土で、口縁部から胴部下半にかけてを 1/5程遺存する。

‘，‘ 一一

モ壬J


。 E聞

第33図遺構外出土造物c1/3) 

10四

第32図 55号住居跡出土遺物(1/4) 
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(2)土坑
 

204号土坑(第34図)


[構造] 55号住居跡・� 205号土坑を切る。北西側は調査区域外にあるものと恩われる。細長い溝状を呈

し、確認できる範囲での長さは� 5.30m、上幅70cm前後を測る。(長軸方位)� N-490 -Wo (深さ)確認、

面であるローム面より43-80cmを測る。幅10cm程の鋤などで掘られたと思われる工具痕がみられる。

(覆土)ローム粒子・ローム小ブロ ックを含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]覆土中から、磁器小片が 3点出土した。


[時期]近代~現代。


[所見]形状からイモ穴と思われる。
 

205号土坑(第34図)

[構造]55号住居跡を切り、� 204号土坑に切られる。(平面形)円形。(規模)94X90cmo (深さ)確認面

であるローム面より� 103cmを測る。坑底は平坦である。(覆土)上層がロ ーム粒子を含む暗褐色土、下層

はローム粒子 ・ロームブロックを多 く含む暗黄褐色土を基調とする。� 

[遺物]出土しなかった。

[時期]中世以降か。� 

206号土坑(第� 34図)
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[構造]55号住居跡を切る。(平面形)楕円形。(規模)� 97 x82cmo (長軸方位) N -So (深さ)確認面

であるロ ーム面より� 70cmを測る。(覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを多く含む暗茶褐色土を基調

とする。

[遺物]出土しなかった。


[時期]中世以降か。
 

207号土坑(第34図)

[構造]54号住居跡を切る。北側は調査区域外にあるものと思われる。 (平面形)楕円形か。(規模)不

明X76cmo (長軸方位)N-360 -Wo (深さ)lOcmを測る。(覆土) 3層に分層される。

[遺物]平安時代の土器小片が少量出土したが、図示できるものはなかった。

[時期]平安時代か。

("3)遺構外出土遺物(第33図)

縄文時代早期前葉の撚糸文系土器の小破片が� 2点出土している。
 

1は色調が暗黄褐色を呈し、胎土には砂粒を多く含んでいる。
 

2は暗茶褐色を呈し、胎土には砂粒・小石を含んでいる。
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第� 7章 中道遺跡第� 41地点の調査

第� 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

中道遺跡は、志木市柏町� 5丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約� lkmに位置してい

る。遺跡は、 柳瀬川流域右岸の台地上に立地しており、 標高は北端で、約� 13m、南端で約14m、低地との

比高差は約� 7mで、ある。遺跡周辺の現況は、都市計画道路富士見・大原線の開通とともに各種開発が激

増しており、それに伴い畑地は急激に減少している。

本遺跡の発掘調査は、昭和62 (1987)年の都市計画道路富士見 ・大原線建設に伴う調査(第� 2地点)

を契機に本格的に実施され、以後の調査により、旧石器時代、縄文時代中期、古墳時代中・後期、平安

時代、中・近世の複合遺跡であることが判明している。� 

(2 )発掘調査の経過

確認調査は、平成8年6月25日に実施した。調査区の長軸方向に合わせ、� 2本のトレンチを設定し、

パックホーを使用し表土を剥ぐ。同時に遺構確認作業を行った結果、溝跡� 1本を確認した。その後、継

続してその遺構のプラン確認を行ったところ、調査区南東隅から新たにカマドをもっ住居跡を� 1軒確認

した。遺構確認及び表土剥ぎ作業は、翌� 26日に終了した。また、残土置場については、遺構の分布しな

い調査区西半部にその置場を確保することができた。
、¥ 

第35図 周辺の地形と調査地点(1 /5000) 
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。� 10m 

第36図遺構分布図(1/200) 

人員導入による発掘調査は27日からは実施した。まず、調査区域内の整備と細部の遺構確認作業を行

い、午後には溝跡と住居跡� (23H)の精査を開始する。溝跡については、南側に隣接する第21地点で検

出された16Mと方向性が合うため、ここでは同一遺構と判断し16Mとした。時期については、図示でき

るものはなかったが、最新の出土遺物から平安時代に比定される可能性がある。また、住居跡の時期は� 

16Mに切られるものの、出土遺物からやはり平安時代に比定されるものである。� 

28日、� 16Mの土層図の実測終了後、写真撮影を行い、その後、平板実測・断面図等の実測を終了する。� 

7月1日、� 23Hから炭化材・炭化種子が検出される。特に炭化種子は塊状で検出され、分析の結果イネ

であることが判明した。同日、遺物出土状態の写真撮影を行い、平板実測を終了、遺物を取り上げる。� 

2日、� 23Hの遺構の平板実測を終了後、カマドの精査を開始、同日には実測も終了し、すべての調査を

完了する。� 4日には埋め戻しを完了する。

第� 2節検出された遺構と遺物

(1)住居跡� 

23号住居跡(第37図)

[住居構造]住居の南半部は撹乱により破壊され、同時に調査区域外にあるものと考えられる。また、

西側は16号溝跡に切られている。(壁高)12-20cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認されな

かった。(床面)全体的に軟弱であるが、カマドの前面は灰白色粘土が薄く貼られており、よく踏み固

められていた。(カマド)北壁に設置されている。長さ79cm・幅86cm・壁への掘り込み60cmを測る。煙� 
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2m 

第37図� 23号住居跡� ( 1 /60)・カマ ド( 1 /30) 

道は� 400 程の勾配で立ち上がる。 カマドの奥側から、灰白色粘土の上に立てられた支脚が検出された。

カマドの構築に使用されたと思われる粘土はほとんど確認できなかった。(住穴)検出されなかった。

(覆土) 5層に分層される。床面上か ら炭化材と炭化種子が検出された。

[遺物]床面上及び覆土中から土器・灰軸陶器が出土した。

[時期]平安時代� (10世紀前半)。� 

23号住居跡出土遺物(第� 38図� 1 ~1 1) 

須曹、器杯 ・椀形土器� ( 1・2・5・6) 

1は器高4.2cm、口径� 13.8cm、底径� 5.8cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調

は灰白色を基調とするが、半分以上に黒斑が残る。胎土には砂粒 ・小石を含む。東壁近くのほぼ床面上

からの出土で、完形である。� 

2は器高4.4cm、推定口径13.6cm、推定底径� 6.0cm。ロクロ回転は右回転。 底部には回転糸切り痕を残

す。色調は暗櫨色を呈し、胎土には砂粒を僅かに含む。 東壁近く のほぼ床面上からの出土で、 遺存度は� 

1/3程である。� 

5は器高5.4cm、推定口径14.2cm、底径5.8cm。ロクロ回転は右回転。 内面はへラ磨き調整が施される。

底部には高台をもち、回転糸切り痕を残す。色調は全体に明檀色を呈し、胎土には砂粒を含む。カマ ド

内からの出土で、遺存度は1/ 2程である。� 

6は器高5.6cm、口径15.0cm、底径6.8cm。ロクロ回転は右回転。内面は黒彩後へラ磨き調整が施され

る。底部には高台をもち、 回転糸切り痕を残す。色調は全体に暗灰褐色を呈し、胎土には黄褐色・茶褐

色粒子 ・砂粒を含む。カマド前面のほぼ床面上からの出土で、完形である。� 
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灰軸陶器� (3・4・7) 

3は現器高3.1crn、推定口径16.Ocrn。胎土には黒色粒子を含み、色調は灰褐色を呈する。灰紬は薄い

黄緑色を呈し、施柚は内面である。住居中央付近のほぼ床面上からの出土である。� 

4は現器高4.3cm、推定口径16.6cm。杯形土器の破片である。胎土には黒色微粒子を含み、色調は灰

白色を呈する。灰軸は薄い黄緑色を呈し、施軸は外面体部下半を除く全面である。カマド左横の床面上� 

llcm浮いた覆土中からの出土である。� 

7は現器高7.Ocm、推定底径6.Ocrn。胴部上半には緑色の灰紬がハケ塗りされているが、内面底部は自

然粕であろう。色調は灰褐色を呈し、胎土には白色砂粒を含む。カマド左横の床面上llcrn浮いた覆土中

からの出土で、底部から胴部上半にかけてを1/2程遺存する。小瓶である。

土師器聾形土器� (8) 


現器高5.5crn、推定口径19.9crn。口縁部から胴部上半にかけての破片である。胎土には砂粒を含む。


内外面口縁部横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は横方向のへラ削り調整が施される。住居中央付近の


ほぼ床面上からの出土である。
 

2頁恵、器聾形土器� (9・10)
 

9は頚部から肩部にかけての破片である。色調は暗灰褐色を基調とし、胎土には白色微粒子を含む。


内外面はナデ調整が施されるが、外面には叩き目痕が残る。住居北東コーナーのほぼ床面上からの出土


fJf干イモーモミミイイグて主

文二三二一」主主豆� // 

¥ ι ぎ生三主主� J〆 / 出よ話ト~-\」ー斗一二ご、J5 

〆"

手三f

灰紬� 

1 -11 23号住居跡t/j土遺物
 

12 号ヒ ット11¥士造物
 

，悶10

第38図� 23号住居跡・� 1号ピット出土遺物(1/4) 
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である。� 

10は胴部破片である。 色調は灰褐色を基調とし、胎土には砂粒・小石を含む。内外面横方向のナデ調

整が施されるが、外面にはその後縦方向の細長い磨き的な調整が施される。住居北東コーナーのほぼ床

面上からの出土である。

土製品� (1 1)

支脚である。現全長17.9cm、最大幅10.5cm。カマド内からの出土で、遺存度は� 2/3程である。� 

(2)溝跡
 

16号溝跡(第39図)
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[構造] 23号住居跡を切り、ほぼ南北方向に走行する。確認できる範囲での長さは 10.3m、上幅150-2 

OOcm、下幅35-57cm、深さ 63-73cmを測る。溝底はほぼ平坦である。断面形は薬研堀状を呈し、西側に

比べ東側の方が急斜に立ち上がる。(覆土) 14層に分層される。

[遺物]古墳時代後期から平安時代にかけての土器小破片が出土したが、図示できるものはなかった。

[時期]平安時代か。

[所見]本地点の南隣である中道遺跡第21地点でも 15・16号溝跡が 2本確認されているが、今回はその 

16号溝跡の延長上にあるものと考えられるため、遺構名を同じ 16号溝跡とした。ただし、中道遺跡第 21


地点、の報告中では 16号溝跡の時期について、 覆土の観察から中 ・近世に比定しているが、今回の調査に


より、平安時代まで遡る可能性がでてきた。しかし、確証でき る遺物はまだ出土していないために、こ


の問題については今後の課題とするべきであろう。
 

(3 )ピット 

1号ピット(第39図)


[構造] 16号溝跡を切る。 36x32cmの楕円形を呈し、 確認面からの深さは 79四を測る。


[遺物]灰軸小鉢が 1点出土した。


[時期]近世中葉以降。
 

1号ピット出土遺物(第38図12)


瀬戸の灰粕小鉢である。現器高5.5cm、推定口径 12.3cm。胎土は黄褐色を基調とし、黒色微粒子を僅


かに含む。灰軸は黄緑色を基調とし、施粕は外面底部を除く全面である。遺存度は 1/ 5程である。
 

(4)遺構外出土遺物(第40図)

縄文時代の土器の小破片が 4点検出されている。時期的には早期後葉、前期後葉、後期前葉の 3群に

分類された。


第 1群土器早期後葉の条痕文系土器c1・ 2)


いずれも胴部小破片で、表裏ともに縦位を基本とした方向に条痕文が施され、胎土中には繊維を含ん


でいる。


第 2群土器前期後葉の浮島・興津式土器 (3)


貝殻腹縁により連続押捺文が施される土器である。胎土中には細砂粒・黄褐色粒子を含む。


第 3群土器後期前葉の堀之内式土器 (4)


頚部と胴部との境界には沈線をめぐ らし、以下は複数沈線により懸垂文を描き、それを斜行文で連結


させる構成になるものと思われる。胎土中には砂粒・小石を含む。

州
日
川 
um 

1日町l

第40図遺構外出土遺物(1/3) 
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第� 8章城山遺跡第34地点、の調査

第� 1節遺跡の概要� 

( 1 )立地と環境

城山遺跡は、志木市柏町� 3丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約� 1kmに位置してい

る。 遺跡は北西に柳瀬川を望む台地上にあり、標高は約� 12m、台地下の柳瀬川に開析された低地との比

高差は約� 5mである。遺跡の現況は、住宅地を主とするが、小学校・神社 ・墓地などがあり、市内の台

地上では比較的に緑地を多く残している地区である。また、畑地もまだ僅かに散在するが、 今後、住宅

建設を中心とする各種開発行為の増大が予想される。

本遺跡は、昭和49年に第� l回目の発掘調査が実施され、以後の調査によ り、縄文時代前 ・中期、弥生

時代後期、古墳時代前・中・後期、奈良・平安時代の集落跡、中世の城館跡であることが判明している。� 

(2 )発掘調査の経過

確認調査は、平成� 8年� 7月12日に実施した。調査区の短軸方向に合わせ、� 2本の トレンチを設定し、


パックホ ーを使用し表土をま� IJぐ。同時に遺構確認作業を行っ た結果、ほぼ調査区域全面にわたり住居跡


と思われる遺構が確認された。その後、継続して遺構のプラン確認を行ったとこ ろ、遺構は住居跡が� 3


第41図 周辺の地形と調査地点(� 1 /5000) 平成� 9年� 3月31日現在
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15日からは人員導入による発掘調査を開始した。まず、調査区域内の整備と細部の遺構確認作業を行

い、終了後住居跡 (125H)の精査を開始した。また、 125Hを切る土坑 C129D)が 1基検出 されたた

め、ただちに精査を行った。 

16日、 125Hは126Hに切られていることが判明した。同日、 126Hの精査を開始する。両住居跡は出

土遺物から 7世紀以降の古墳時代後期の所産のものと考えられる。 17日、第 2回目の残土搬出作業をパッ

クホ一、ダンプを使用し実施する。 

18日、 125Hから炭化種子(ヤマモモ)が 8点検出され、 22日には、 126Hの遺物出土状態の写真撮影

を行い、その後、平板測量終了後、遺物を取り上げる。 125Hについては出土遺物を平板測量でドット

に落とすことにした。 

24日には、 125・126H両住居跡に切られる 127Hの精査を開始する。この住居跡は出土遺物から 6世

紀前半の古墳時代後期の所産のものと判明した。同日、 125・126Hの床面をもう一度細かく精査し、柱

穴・貯蔵穴を確認、掘り始める。 

29日には、 125-127Hの遺構の平板測量、断面図等の実測を終了し、 30日には、遺構全体の写真撮影

を行う。終了後、掘り方の精査を開始する。 

8月 1日、 125Hのカマドの精査を開始し、同日には完了、すべての調査を完了する。午後からは器

材の搬出作業を終了し、翌 2日には埋め戻しを完了する。

第 2節検出された遺構と遺物

(1)住居跡
 

125号住居跡(第 43・44図)


。 10m 

第42図遺構分布図(1 /200) 
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-民化種子

l層擾乱。� 
2届ローム粒子・粘土粒子・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色士。� 
3層焼土粒子を多く、ローム粒子 ・粘土粒子を含む暗茶褐色士。� 
4層焼土。� 
5層ローム粒子 ・粘土粒子・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 
6層灰白色粘土プロック。� 
7層粘土粒子 ・粘土プロックを多く、ローム粒子 ・ローム小プロ ック ・焼

土粒子を含む暗茶褐色士。� 
8層 ローム粒子・ローム小プロック ・粘土粒子・焼土粒子を含む黒褐色土。� 
9層ローム粒子・ローム小ブロ ックを多く 、粘土粒子・焼土粒子 ・炭化物

粒子を含む暗黄褐色土。� 
10層ローム粒子 ・ローム小プロ ック を含む黒褐色土。� 
11層ローム粒子・ローム小プロック を多く含む黄褐色土。� 
12層ローム粒子 ・ローム� Jj、プロック を含む黒褐色士。� 
13層ロームブロック。� 
14層ローム粒子 ・焼土粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色士。� 
15層ローム粒子 ・焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色士。
16層焼土粒子 ・焼土小プロ� yクを多く、ローム粒子を含む� | 

，

暗赤褐色土。 ト貯蔵穴� 
17層ローム粒子 ・ローム小プロックを含む暗茶褐色土。� 
18層ローム粒子 ・ローム小プロ ック を含む明茶褐色土。 ，� 
19層ローム粒子・ローム小プロックを多く含む暗黄褐色土。 」� 

20層貼床。

2m 

第43図� 125号住居跡� ( 1/60) 
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、久¥大� 、久¥人� 

εミ

..AE7 

騒麹 灰白色粘土範囲� 

1層撹乱。� 
2層灰白色粘土小プロックを多く、焼土粒子を含む

暗灰褐色土。� 
3層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・粘土粒子を含む黒色土。� 
4層ローム粒子・ ローム小プロック ・焼土粒子・焼

土小プロ ック・炭化物粒子を含む暗茶褐色土。� 
5層ロームプロック。� 
6層焼土粒子・焼土小プロッ クを多く、ローム粒子

・ローム小プロ ックを含む暗赤褐色土。

7届 灰白色粘土プロック。� 
8層 灰白色粘土小プロックを多く、ローム粒子・ロ

ーム小プロッ ク ・焼土粒子を含む灰白色土。� 
9層 口ーム粒子 ・ローム小プロック・焼土粒子を含

む黒褐色土。� 
10層貼床。

1m 

第44図� 125号住居跡カマド(1 /30) 


。50 x 5. 80 m6. 規模) 号住居跡を切る。(平面形)長方形。(127号住居跡に切られ、� 126〔住居構造)
 

(壁高)35.......45cmを測り、ほぽ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できた範囲では、カマドを部分を除いて


全周する。上幅24""'"28cm・下幅� 8-10cm・深さ� 9-17cmを測る。(床面)全体的にしっかり としている


が、特にカマド前面から住居中央にかけて良く踏み固められている。貼床が施されてお り、 厚さは� 2-

20cmを測る。(カマド)北東壁の中央よりやや北に位置する。長さ� 148cm・幅108cm・壁への掘り込み55
 

cmを測る。袖部はロームを馬蹄形に残し、その上に暗灰白色粘土を被覆し構築している。天井部も暗灰


白色粘土で構築されていたと思われるが、カマドの前面に流れ出ていた。(柱穴)各コ ーナ ーの� 4本が


主柱穴である。南コーナーの� l本を除いた� 3本の柱穴は� 2本が重複した形をしている。深さ� 28-87cmを


測る。(貯蔵穴)カマドの左側に位置し、平面形は長方形を呈し、規模は� 113x78cm・深さ� 64cm測る。覆


土は� 6層に分層される。南西側には高さ� 2.......5 c皿のく字状を呈する凸堤が巡っている。(覆土)� 12層に
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分層され、レンズ状の堆積状態を呈する。

〔遺物〕覆土中から土器・土製品 ・炭化種子(ヤマモモ) 8点が出土した。

〔時期〕古墳時代後期� (6世紀末葉)。
 

125号住居跡出土遺物(第45図)


土師器杯形土器� (1 ~ 4) 


1は器高3.4cm、推定口径13.7cm。口縁部は短く ツンと外反し、体部は丸く偏平である。口層部内面

には沈線は見られなL、。内面及び外面口縁部から体部にかけては赤彩される。胎土には黄褐色粒子 ・砂

粒を含む。内面及び外面口縁部から体部にかけては横ナデ、以下外面はへラ削り後へラ磨き調整が施さ

れる。覆土中からの出土で、遺存度は1/3程である。� 

2は現器高5.0cm、推定口径13.4cmo 1の土器に比べ、器高が高く、体部には稜をもっ。口層部内面

には沈線は見られない。内面及び口縁部外面は赤彩される。胎土には黄褐色粒子・砂粒を含む。内面及� 
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第45図� 125号住居跡出土造物(1� /4・1/3) 
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び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後へラ磨き調整が施される。覆土中からの出土で、遺存度

は1/6程である。 

3は器高4.8cm、口径10.7cm。全体に半円形を呈する椀状のもので、小型であるが、器厚が分厚いた

め、重量感がある土器である。外面には黒斑がみられるが、色調は暗檀色を基調とし、胎土には茶褐色

粒子・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。床面上 

8 -39cm浮いた覆土中からの散在的な出土で、遺存度は2/3程である。 

4は現器高4.7cm、推定口径13.2cm。底部と口縁部との境には弱い稜をもち、口縁部は大きく外反す

る。色調は暗黄褐色を基調とし、胎土には金雲母・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへ

ラナデ、外面はへラ削りが施される。北東コーナーの床面上 3cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は 

1/3程である。

須恵器聴形土器(5 ) 

現器高4.3cm。器厚が厚いため、趨底部と思われる。色調は青灰色を呈し、胎土には砂粒・小石を含

む。底部は回転へラ削り調整が施される。カマド前面の床面上39cm浮いた覆土中からの出土である。

土師器甑形土器 (6) 

器高28.7cm、推定口径22.0cm、底径8.6cm。底部から胴部にかけては、ゆるいカーブで広がるが、胴

部上半でやや膨らみをもち、口縁部は僅かに外反する。口唇部は外側にやや丸くめくれている。色調は

全体に明撞色を呈し、胎土には金雲母・砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面は縦方向に細長

い磨きがやや組く施される。外面は全体に粗く縦方向のへラ削りが施されるが、その後部分的に内面同

様の細長い磨きが施される。覆土中からの散在的な出土で、遺存度は1/2程である。

土師器聾形土器c7~10) 

7は現器高18.2cm、推定口径21.6cm。直線的な胴部をもっ長胴聾で¥口縁部は外反する。色調は明檀

色を呈し、胎土には金雲母・砂粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はヘラナデ、外面は縦

方向にへラ削りが施される。カマド付近からの出土で、口縁部から胴部中位にかけてを1/2弱遺存する。 

8は現器高19.5cm、推定口径20.2cmo 7に比べ、やや胴部中位に膨らみをもち、器厚が薄い土器である。

色調は明樫色を基調とし、胎土には砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は

縦方向にへラ削りが施される。貯蔵穴中からの出土で、口縁部から胴部中位にかけてを1/3程遺存する。 

9は現器高7.Ocm、推定口径17.4cm。肩部をもっ丸聾で、口縁部は大きく外反する。色調は暗檀色を

呈し、胎土には砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面は横方向にへラ削りが

施される。床面上15cm、28cm浮いた覆土中からの出土で、口縁部から胴部上半にかけてを 1/2弱を遺存

する。 

10は現器高3.5cm、底径9.2cm。色調は暗茶褐色を呈し、胎土には金雲母・砂粒を含む。内面はへラナ

デ、外面はへラ削り後粗いへラ磨き調整が施される。北西コーナーの柱穴中からの出土で、底部のみ 

4/5程遺存する。

須恵器蓋形土器 (12)

小破片であるため、厳密には器種不明品である。口縁部外面には沈線状の凹みが 3本観察される。色

調は灰白色を呈し、胎土には砂粒を含む。覆土中からの出土である。

須恵器器台形土器 (13)

脚部小破片と思われる。脚部の裾部はゆるやかに外側に開くものと考えられる。 2段の櫛描波状文の



上部には 2条の凸帯がまわる。なお、拓本に「↓」で示した位置にはスカシ窓が穿たれている。色調は

全体に濃い灰褐色を呈し、胎土には黒色・白色粒子を僅かに含む。焼成は良好である。住居南東コーナー

の床面上29cm浮いた覆土中からの出土である。

須恵、器聾形土器 (14)

胴部の小破片と思われる。色調は灰褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。外面は平行叩き後軽いナデ調

整が施され、内面には同心円文の当て道具痕が残る。覆土中からの出土である。

土製品(11・15) 

11は支脚である。長さ 7.9cm、最大幅4.9cm。基本的に細長い円筒形を呈する。南東コーナーの柱穴位

置で、床面上15cm浮いた覆土中からの出土である。 

15は土錘である。長さ 2.5cm、最大幅2.3cm、重さ 18.2g 。覆土中からの出土である。 

126号住居跡(第46図)

〔住居構造〕住居西側は調査区域外にあるものと考えられる。 125号住居跡を切り、 129号土坑に切られ

る。(平面形)隅丸方形か。(規模)不明 X5.40mo (壁高) 39-52cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。

(壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅24-30cm・下幅 6-18cm・深さ 11-19cmを測る。(床面)住

居中央が特に良く硬化している。住居中央を除いて貼床が施されており、厚さは 3-12cmを測る。(カ

マド)検出できなかったが、北壁にあるものと思われる。(柱穴)主柱穴 4本のうちの 3本が確認され

た。深さは49-60cmを測る。南壁際の小ピットは入口の梯子穴と思われる。(貯蔵穴〉北東コーナーに

位置するが、一部は調査区域外である。平面形は長方形と思われ、規模は不明 X48cm・深さ 38cmを測る。

(覆土) 24層に分層され、レンズ状の堆積状態を示す。

〔遺物〕覆土及び床面上から、土器・土製品・炭化種子(ヤマモモ) 2点が出土した。

〔時期〕古墳時代後期c7世紀後葉)。 

126号住居跡出土遺物(第47図)

須恵器杯形土器(1・2) 

lは杯身の口縁部から底部にかけての小破片で、ある。受部と口縁部との境には弱い沈線がまわり、口

縁部は短く直立気味に内傾する。色調は灰褐色を基調とするが、外面底部は濃い灰褐色を呈する。胎土

には白色・黒色微粒子を僅かに含む。覆土中からの出土である。 

2は杯蓋の天井部から口縁部にかけての小破片である。全体に丸い天井部であるが、頂部付近は回転

ヘラ削りによりやや平坦に作られている。天井部と口縁部との境には幅 2mmの沈線がまわる。色調は内

面が灰褐色、外面は濃い灰褐色を呈する。胎土には白色・黒色微粒子を僅かに含む。南壁近くの床面上

からの出土である。

土師器杯形土器(3~ 5) 

3は器高3.6cm、口径10.2cm。底部と口縁部との境には段をもち、口縁部は直立気味に外反する。口

唇部内面には沈線はない内面及び口縁部外面は赤彩される。胎土には砂粒・小石を含む。内面及び口

縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。床面上からの出土で、遺存度は1/2程である。 

4は器高5.Ocm、推定口径9.Ocm。底部はやや平底気味で、底部と口縁部との境には僅かに段をもち、

口縁部は直立気味に内傾する。色調は底部を中心lこ黒斑がみられるが、全体に黄褐色を呈し、胎土には

砂粒を含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。住居中央の床
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1層表土。� 
2層 ローム粒子を僅かに含む黒色土。� 
3層 ローム粒子・ローム小プロ ックを含む黒褐色土。� 
4層ローム粒子・ロ ーム小プロ ックを含む暗茶褐色土。� 

5層ローム粒子 ・ロ ーム小ブロ ックを含む黒褐色土。� 

6層ローム粒子・ローム小プロ ック・粘土粒子を含む

黒褐色士。� 
7層ロームプロック。� 

8層 ローム粒子を多く含む明茶褐色士。� 
)。色音日やや層 より8土(粒子 を含む明茶褐色層ロー ム9

10層ローム粒子 ・ローム小プロ ック を含む黒色土。� 
11層 ローム粒子・ローム小プロッ クを含む明茶褐色土。� 

12層ローム粒子を含む黒色士。� 
13層ローム粒子 ・ローム小プロック・焼土粒子を含む

暗茶褐色土。� 
14層ローム粒子 ・ロ ーム小プ ロックを含む暗茶褐色土。� 

15層 ローム粒子を含む黒褐色土。� 

16層ローム粒子 ・焼土粒子を含む黒色士。� 
17層 焼 土粒子を多 く、 ローム粒子 ・ローム小プロ ック

を含む日音赤褐色土。� 
18層 ローム粒子・ ローム小ブロック ・焼土粒子を含む

黒色土。� 
19層 ローム粒子 ・ローム小ブ ロックを多 く含む明茶褐

色土。� 
20層 ローム粒子・ロ ーム小プロッ クを多 く、焼土粒子

を含む明茶褐色土ミ� 
21層 ローム粒子・ ローム小プロヴ クを多 く含む自音質褐

色土。� 
22層ロ ーム粧子を含む黒色土。� 
23庖ロ ーム粒子・ロ ーム小プ 口、ソケ を含む黒褐色土F 

24層 ローム粒子 ・ローム小ブロックを合む主主褐色上。� 

25層 貼床。

1m 
画面画面

第46図� 126号住居跡� (1/60) 
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第47図� 126号住居跡出土遺物c1/4・1/3) 


面上31crn浮いた覆土中からの出土で、遺存度は2/3程である。� 

5は器高5.1crn、推定口径13.0crn、底径5.6crn。体部と口縁部との境には横ナデにより作出された稜を

もち、口縁部は外反する。底部には円盤状に粘土の接合痕が観察される。色調は全体に赤褐色を呈し、

胎土には砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。貯蔵穴内からの

出土で、遺存度は2/3程である。

土師器甑形土器(6 ) 


底部小破片である。底部に平坦面があることから、筒抜け式ではなく、単孔式のものであろう。胎土

には砂粒を含む。内面はへラナデ後、縦方向の細長い磨きが施され、外面はへラ削り後、軽いナデが施

される。覆土中からの出土である。

土師器聾形土器(7)

現器高20.6crn、口径20.4crn。胴部は直線的に細長く、口緩部との境は口縁部の横ナデにより明瞭な段

差をもち、口縁部は大きく外反する。色調は全体に黄褐色~明檀色を呈し、胎土には金雲母・砂粒を含

む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後胴部上半を中心にナデ(スリップ

か)が施される。東壁近くの床面上からの出土で、口縁部から胴部下半にかけて4/5程遺存する。

土製品� (8 ~13) 


土錘である。� 8は完形品であるが、他はすべて破片である。大部分がクルミ形に近く、ずんぐりした

ものであるが、� 11はやや円筒形で細長いものである。� 

8は長さ3.4crn、最大幅2.3crn、重さ� 18.2 g。� 9は長さ3.4crn、最大幅2.6crn、重さ� 10.0g。� 

10は長さ3.9crn、最大幅2.1crn、重さ� 10.2 g。� 11は長さ3.Ocrn、最大幅2.1cm、重さ6.8g。� 

12は長さ3.6crn、最大幅2.0crn、重さ6.1g。� 13は長さ1.8crn、最大幅2.Ocrn、重さ3.1 g。� 
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127号住居跡(第48図)


〔住居構造〕住居南西コーナーは調査区域外にあるものと考えられる。� 125号住居跡に切られる。(平面
 

(壁高)28---38crnを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認63 m 0 4. 95 x 4. 形)隅丸方形。(規模)� 

できる範囲では全周する。上幅16---24crn・下幅� 5---12crn・深さ� 4---9 crnを測る。西壁から住居内へ直角

に延びる間仕切り溝が� l本確認された。上幅20crn前後 ・下幅10crn・深さ� 18---20crnを測る。(床面)住居

南側に良く硬化した面が認められた。貼床が� 2---10crnの厚さで施される。(カマド)検出されなかった。� 

熱烈返還
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第49図� 127号住居跡出土遺物(1/4・1/3) 
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(柱穴)主柱穴 3本が検出された。(貯蔵穴)南東コーナーと北東コーナーの 2ヶ所から検出された。

〈貯蔵穴 A>は南東コーナーに位置し、 45X82cmの長方形を呈し、深さ 51cmを測る。周囲には高さ 4cm 

程の凸堤が、巡っている。覆土はロ ーム粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。<貯蔵穴 B

〉は北東コーナーに位置すると思われるが、 125号住居跡の貼床下より検出されたため、上部は破壊さ

れている。残存している部分では、 55x78cmの長方形を呈し、深さ 26cmを測る。 覆土はローム粒子・ロー

ム小ブロック を多く、炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。(覆土) 11層に分層され、レンズ状の

堆積状態を示す。

〔遺物〕覆土中から土器・ 土製品 ・鉄製品が出土した。

)。世紀前半 (6〔時期〕古墳時代後期

127号住居跡出土遺物(第49図)

土師器掠形土器 (1- 3) 

1は現器高3.5cm、推定口径11.2cm。体部は丸昧をもち、口縁部は短くツン と外反する。全体に赤彩

が施されている ような赤味の強い色調を呈するが、内面及び口縁部外面は明らかに赤彩が施されており

区別できる。胎土には砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、 以下外面はへラ削り後粗いへラ磨き

が施さ れ、光沢をもっ。貯蔵穴 Aの左横の床面上 12cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/ 4程であ

る。 

2は器高4.5cm、推定口径12.7cmo 1よりもやや大ぷりの土器である。この土器についても全体に赤

彩が施されているよう な赤昧の強い色調を呈するが、底部を除き明 らかに赤彩が施されている。内面及

び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後横方向に磨き的な幅の狭いナデが施され、光沢をもっ。 

1の土器と同位置からの出土で、遺存度は1/ 3程である。 

3は器高5.2cm、推定口径 14.6cm。底部と口縁部との境には明瞭な段をもち、 口縁部は直立気味に外

反する。口唇部内面直下には沈線がまわる。内面及び口縁部外面は赤彩が施される。胎土には砂粒・小

石を含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後ナデられる。 住居北西コーナーの柱穴

近く の床面上からの出土で、遺存度は 3/4程である。 

2頁恵器器台形土器 (4)

脚部小破片と思われる。脚部の裾部はやや屈曲 し外側に開くものと考えられる。上下 2条の凸帯で区

画された内部には櫛歯状工具による刺突文が 2段描かれている。なお、拓本に 「↓」で示した位置には

スカ シ窓が穿たれている。色調は全体に濃い灰褐色を呈し、胎土には白色・黒色粒子を僅かに含む。焼

成は良好である。住居中央近くの床面上25cm浮いた覆土中からの出土である。

土製品 (5) 

。片面には布目痕が観察されるこ とか ら、ここでは土製 g8.5の長方形のもので、重さは 8cm 2. 3.5 x 

品と して取り扱っ たが、用途不明品である。胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含む。住居中央の床面上 33cm

浮いた覆土中からの出土である。

鉄製品 (6・7)

鉄鉱の箆被部 (のかつぎぷ)の小破片と思われる。 6は南東コーナーの柱穴近くの床面上 18cm浮いた

覆土中から、 7は貯蔵穴 Aからの出土である。

(2)土坑 
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129号土坑(第50図)

〔構造〕北側は調査区域外であろう。� 126号住居跡を切る。(平面形) ~ 

長方形と思われる。(規模)不明。(長軸方位)� Nー70 -Wo (深

さ)26cm前後を測り、坑底はほぼ平坦である。(覆土)ローム粒子

を僅かに含む黒色土を基調とする。。� 

〔遺物〕古墳時代後期と平安時代の土師器小破片が僅かに出土した

が図示できるものはなかった。。 じ ぶ忌
1層表土。� 

〔時期〕覆土の観察から平安時代の所産のものと考えられる。� 2層ローム粒子を僅かに含む黒色土。

2m 

第50図� 129号土坑(1/60) 

(3 )遺構外出土遺物(第51図)


縄文時代から弥生時代にかけての遺物が検出されている。時代的に� 1--6群に分類さ れた。


第� 1群土器縄文時代早期前葉の撚糸文系土器(1--3)
 

縦位の撚糸文Rが施さ れる土器である。� 1は口縁部小破片で、撚糸文は条が細かく、� 2・3は胴部小


破片で、� 1よりやや条が太いものである。すべて色調は暗茶褐色を呈し、 胎土中には細砂粒のみが含ま

れ、精錬されている。すべて稲荷台式土器であろう。

第� 2群土器縄文時代早期後葉の条痕文系土器� (4--7)

貝殻による縦位の条痕が施される土器である。� 4・5は表裏ともに条痕文が施されるが、� 6• 7の裏

面は摩耗により不明である。すべて胎土中には繊維を含む。


第� 3群土器縄文時代前期前葉の黒浜式土器� (8) 


半載竹管により横位の平行沈線が描かれている。胎土中には繊維を含む。


第� 4群土器 縄文時代前期後葉の竹管文系土器(9 --16) 


9は口縁部小破片で、浮線文土器である。浮線は� 3 mm前後の細いものである。� 10も浮線文土器である。� 

11は口縁部直下に横位の半載竹管による沈線文が施される。

。1
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12は半裁竹管による平行沈線文により直線的な菱形文が描かれている。 13は縦位にやや曲線的な沈線

文が描かれている。 14は半載竹管による平行沈線文を地文に結節をもっ浮線文が縦位に施される。 15は

縦位に施された半載竹管文による平行沈線文を地文に結節をもっ貼付文が施される。 16は結節をもっ浮

線文が施される。

以上、 9~11は諸磯 B 式、 12~16は諸磯 C式土器であろう。

第 5群土器縄文時代中期後葉の加曽利 E式土器 (17)
 

LRの単節斜縄文を地文とし、磨消懸垂文が描かれる。


第 6 群土器 弥生時代後期の土器C1 8~25)

壷形土器 ( 1 8~2 1)
 

18は複合口縁を呈する口縁部小破片である。複合部には刻みをもっ棒状貼付文を飾り、その下端には

刻みがまわる。地文と口層部には LRの単節斜縄文が施される。内面は赤彩である。 

19・20は同一個体と思われる。肩部付近の小破片で、 LRの単節斜縄文が 2段確認できる。その上端

には細沈線がまわる。無文部には縦方向のハケ目痕が残り、赤彩が施される。 

21は頚部破片である。内面は横方向のへラ磨き、外面は縦方向のハケ目調整後、粗いへラ磨きが施さ

れる。


鉢形土器 (22)


口縁部小破片である。口縁部外面及び口唇部には LRの単節斜縄文が施される。内面は赤彩である。


聾形土器 ( 23~25 ) 

23は口縁部小破片である。口唇部外面には刻みが加えられ、内外面に軽い横ナデが施される。 24・25


は胴部小破片で外面はハケ目調整、内面は横方向のへラナデが施される。
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第� 9章城山遺跡第35地点の調査

第� 1節遺跡の概要

(1)立地と環境


第� 8章 城山遺跡第34地点の調査� (45ページ)を参照
 

(2 )発掘調査の経過

確認調査は、平成� 8年11月15日に実施 した。本地点、は過去の調査例から遺構が密集して分布している

ことが予想されたため、当初から全面を対象として確認調査を実施する予定であった。調査は調査区南

東隅よりパックホーを使用し表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、ローム面に到達す

る前の黒色土層中からスラッグや小型の鋳型の小破片と考えられる遺物が多数集中する地点が確認され

た。さらに、 調査区域内のほぼ全面が何らかの遺構の覆土であると判断できたため、直接ローム面まで

の表土剥ぎを行わず、 一旦地表から深さ約� 40cm前後の黒色土層中で遺構確認を行うこと とした。排土に

ついては、その日のうちにすべてダンフ。に積載し、調査区域外に運搬した。また、今後遺構の精査等で

排される残土についても、 調査区域内には全く残土置場が確保できないため、定期的に搬出する予定を

とる ことにし� Tこ。

人員導入による発掘調査は� 18日から開始した。まず、調査区域内の整備と細部の遺構確認作業を行っ

た。しかし、 遺構の分布状況は把握できなかったため、その後、調査区域内に� 2x2mのグリッドを設

定し、グリッ ド毎に精査を開始すること にした。遺物については、調査区域が狭小であるため、 ドット

として記録した後、取り上げていくことにした。� 

21日には、� 130号土坑C1� 30D)の精査を開始する。この遺構は確認調査当初からスラッグや鋳型状の� 

140D 

5m 
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ものが多く出土している箇所であり、平面形は長方形で、粘土との境界でプラン確認ができたものであ

る。この遺構は、鋳造関連の遺構であるものと考えられた。 22日、 130Dから陶器が l点ほぼ完形で出

土したことから、この遺構の時期は近世(17世紀中頃から後半)のものと判明した。 

27日、遺構の分布状況が依然不明であるため、併行して、サブトレンチを設定、精査し、遺構の分布

状況と切り合い関係を把握することに調査の主体を置くことにした。 

130Dについては、 12月 4日に土層観察ベルト A・Bを除去し、 5日には遺物出土状態の写真撮影を


行う。 10日、被熱した赤色砂粒が露出、その後除去作業を終了する。 11日、赤色砂粒の下部から溶解し


た鉄塊が出土したため、写真撮影・実測を行う。 12日、鉄塊の下部からは、賓の子状に敷いてある状態


で掛木が検出された。また、掛木は遺存状態は悪いが、壁際にも井桁状にあったであろう痕跡が観察さ


れた。同日、その出土状態の写真撮影・実測を終了し、一部をサンプリングする。 13日、壁材の粘土を


除去し、写真撮影を行う。 17日、掘り方の実測を終了し、 130Dの精査を完了した。 130Dの精査には 19


日間の日数がかかってしまった。


全体の内容としては、 12月10日になると、各遺構の切り合い関係も把握されつつあり、本調査区域内

には鋳造関連の近世の遺構とその下層には井戸跡や土坑群などの中世の遺構、そして弥生時代から平安

時代にかけての住居跡が 4軒程存在することが明らかになってきた。 

12日、 134号土坑 034D)の精査を開始する。この土坑からも 130D同様にスラッグや鋳型状の遺物

が多く出土しているため、鋳造関連の遺構と考えられた。しかし、 134Dについてはかなり熱を受けて

いる状況であり、さらに炉壁が検出されたことにより、溶解炉であると考えられた。同日には平安時代 

130号住居跡 (130H)の精査を開始する。 

17日、弥生時代 4号住居跡 (4Y)と平安時代128号住居跡 (128H)の精査を開始する。 

19日には、 16号井戸跡 06W)の精査を開始し、 20日には古墳時代後期の住居跡C129H) の精査を

開始する。 

22日には、 134Dの遺物を取り上げ、遺構写真の撮影を行う。また、同日 129Hは遺物出土状態の写真

撮影終了後、遺物をすべて取り上げ、 24日には遺構の写真撮影を行った。同日、 141号土坑 041D)の

精査を開始する。 

25日、すべての遺構の精査を完了する。なお、 141Dについては、坑底面が確認できなかったが、そ

の北側に下水用のマンホールがあり、崩落の危険性があったため、地表から約3.80mの深さまで掘り下

げ、やむなく精査を中止した。 141Dは中世の地下式坑と考えられる。 

26日、埋め戻し作業を開始し、同日にはその作業を完了した。

第 2節検出された遺構と遺物  

( 1 )弥生時代
 

4号住居跡(第53図)


[住居構造] 128・129号住居跡、 130・136・137・142・143号土坑、 16号井戸跡に切られる。住居西側

の一部しか確認できなかったため詳細は不明である。(壁高)確認できる部分では 17cmを測り、ほぼ垂

直に立ち上がる。(壁溝)検出されなかった。(床面)比較的に遺存の良好な北西コーナーでは、硬化面

が確認できた。(柱穴)主住穴は 4本で構成されると思われるが、確認できたのは北東コーナーの 1本 
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を除いた� 3本で、深さは63-69cmを測る。(覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを多く含む暗黄褐色

土を基調とする。

[遺物]覆土中から土器・砥石が出土した。

[時期]弥生時代後期。� 

4号住居跡出土遺物 (第 54図)

聾形土器(1)

頭部のカーブはゆるやかで、口縁部は外反する。口唇部外面には上方と下方から交互に押捺が加えら

れる。 内面及び口縁部外面はハケ目調整、以下内面はへラナデが施される。胎土には茶褐色粒子・砂粒・

小石を含む。覆土中からの出土で、口縁部から胴部上半にかけて1/� 3程遺存する。


高杯形土器(2 ) 


塊状に深みの ものである。口縁部直下には布目痕をもっ押捺文が加えられた粘土帯がまわる。胎土に


は白色針状物質を多 く含み、外面には赤彩が施される。内外面横方向にていねいにへラ磨きが施される。� 

129H 
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いわゆる「吉ヶ谷式」の特徴をもっ土器である。覆土中からの出土で、口縁部直下から体部下半にかけ

ての破片である。

童形土器 (3) 

肩部の小破片と恩われる。文様は単節斜縄文を 2段に施し、羽状構成させ、 その下端には S字条結節

文を描いている。 S字条結節文は端末結節縄文であろう。胎土には檀色粒子 (土器粒)を多く含む。覆

土中からの出土ある。

石製品(4)

砥石である。最大長8.9cm、最大幅6.1cm。重さ 256g 。石質は砂岩。表面が平滑でややうすぼんや り

とツヤのある面になっている箇所が使用面であろう。所々に刃部による と思われる細線が観察される。

北西コーナーほぼ床面上からの出土である。 

(2 )古墳・平安時代の遺構と遺物
 

128号住居跡(第55・56図)


[住居構造] 131・133・138--140号土坑、 2号ピットに切られる。北東コーナー以外は調査区域外であ

るため、詳細は不明である。(壁高)比較的残りの良い所で、 18cmを測る。(壁溝)確認できる範囲では

全周する。上幅18--20cm・下幅 6--8cm・深さ 7--13cmを測る。(床面)床面は全体的に軟弱であるが、

カマド前面に一部硬化した面が見られる。また、その床面の 5cm程下からもう 1枚の床面が確認され、

さらに 6--20cmの貼床も施されており、土層図の 10--15層が相当する。(カ マド)北壁に位置するが、

右側の袖部は調査区域外にあり、 133号土坑に一部壊されている。長さ 112cm・壁への掘り込み 80cmを

測る。袖部は粘土を貼って構築されていると思われ、左袖部に 73cm程の長さの粘土が確認できた。(住

穴)数本のピットが検出されたが、 70cm程の深さのものが主住穴と思われる。(覆土) 7層に分層さ れ

る。

[遺物]覆土中及び床面上から、緑軸陶器・須恵器 ・銅印 ・布目瓦などが出土した。

[時期]平安時代 (9世紀末葉)。

[所見]床面が 2枚と、柱穴も複数あることから、住居の拡張か建て替えが行われたものと考えられる。 

128号住居跡出土遺物(第57図、図版18-1)

須恵器杯形土器(1 ~ 4 、 図版18- 1) 

1は器高4.1cm、推定口径12.0cm、底径7.0cm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は淡樟色を呈し、胎土中には茶褐色粒子・砂粒を含む。底部には「千」 の字が墨書されている。住

居北西コーナーの住穴近くの床面上19cm浮いた覆土中からの出土で、 遺存度は1/ 5程である。 

2は器高4.1cm、推定口径13.2cm、推定底径6.6cm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が

残る。色調は淡撞色を呈し、胎土中には茶褐色粒子・砂粒を含む。西壁近くの床面上lO cm浮いた覆土中

からの出土で、遺存度は1/5程である。 

3は器高3.9cm、口径13.4cm、底径5.4cm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。 色

調は暗灰褐色を呈し、胎土中には砂粒・小石を多く含む。 西壁の壁溝内からの出土で、遺存度は 4/5程

である。 

4は器高5.5cm、推定口径14.8cm、底径7.Ocm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は灰白色を呈し、胎土中には砂粒・小石を含む。西壁近くの床面上18cm浮いた覆土中からの出土で、 
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1層盛土。� 
2層表士。� 
3層近世の土層。� 
4層ロ ム粒子 ・ローム小プロ ック・焼土粒子・炭化物粒子を含む黒色土。� 
5層ローム粒子 ・ローム小ブロック・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 
6届ローム粒子・ローム小プロックを多く、粘土粒子・粘土小プロッ ク・焼

土粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土。� 
7層ロ ム粒子 ・ローム小プロックを多く 、粘土粒子・焼土粒子 ・炭化物枝

子を含む暗黄褐色土。� 
B届焼土粒子・焼土小プロック・粘土粒子・粘土小プロック・炭化物粒子を

含む暗茶褐色土。� 

9層焼土粒子・焼士小プロック・粘土粒子・粘土小プロックを含む黒褐色土。� 
10層ローム粒子・ローム小プロック ・焼土粒子 ・焼土小プロック・粘土粒子

・粘土小プロック・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 
11層ローム粒子・ローム小プロックを多く 、焼土粒子・焼土小プロック ・粘

土粒子 ・粘土小プロック・炭化物粒子を含む暗黄褐色土。� 
12層粘土粒子 ・粘土小ブロックを多く、焼土粒子・ 炭化物粒子 ・ローム粒子

貼床� 
・ローム小ブロックを含む暗黄褐色土。� 

13層ローム粒子 ・ローム小プロック ・粘土粒子 ・焼土紋子 ・炭化物粒子を含

む黒褐色土. 
14層ローム粒子・ロームプロ� γクを多く含む暗黄褐色土。� 
15層ローム粒子 ・ローム小プロ ックを含む黒褐色士。� 
16層ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒色土。� 
17届ローム粒子・ローム小プロック・焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土。

2m 


第55図� 128号住居跡(1 /60) 


1属ロームプロック。� 

2層粘土粒子・粘土小プロックを多く、焼土粒子 ・炭化物粒子を含

む暗灰褐色土。� 
3届焼土粒子・焼土小プロックを多く、粘土粒子を含む暗赤褐色土。� 

4層焼士粒子 ・焼土小プロック ・炭化物粧子を含む黒褐色土。� 

5層焼土粒子 ・焼土小プロック 粘土粒子 ・粘土小ブロックを多く

含む暗赤褐色土。� 

6属焼土。� 

7層灰褐色粘土。� 
8層粘土粒子・粘土プロックを多く、ローム粒子

・焼土粒子を含む暗灰褐色土占床�  

9層粘土粒子 ・焼土粒子を含む黒褐色土。

怪童宝 袖部粘土範囲
1m 

第56図� 128号住居跡カマド(1 /30) 
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遺存度は1/2程である。

図版18-1の墨書土器は小破片であるため、墨書内容については解読できなかった。

須恵器皿形土器(5・6)
 

5は器高2.7cm、推定口径14.8cm、底径7.8cm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。

色調は灰褐色を呈し、胎土には砂粒を僅かに含む。住居中央よりやや西壁に近い床面上� 19cm浮いた覆土

中からの出土で、遺存度は1/5程である。� 

6は現器高1.4cm、底径6.8cm。ロクロ回転は右回転で、底部には回転糸切り痕が残る。色調は内面が

灰褐色を呈し、外面は暗茶褐色を呈する。内面の一部に黒班が見られる。胎土には砂粒を含む。北西コー

ナーの柱穴よりやや西壁に近い床面上10cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は底部から体部中位にか

けて1/5程である。

緑軸陶器(7)

内面に陰刻花文の文様をもっ境の小破片で‘ある。胎土は精錬されており、目立った粒子は見られず、

色調は灰白色を呈する。緑紬の色調は薄緑色である。住居南西コーナーの住穴の位置で、床面上20cm浮

いた覆土中からの出土である。

土製品� (8) 


、ート形を呈した用途不明の土製品である。縦1.� 7cm、横1.8cm、重さ1.3g。色調は暗茶褐色を呈し、


胎土中には砂粒を含む。胎土等の全体の特徴は、いわゆる「武蔵型土師聾」に類似するものである。


布目瓦� (9・10)


いずれも小破片で‘ある。色調は淡樟色を呈し、胎土中には砂粒を含む。� 9は西壁近くの床面上� 10crn浮


いた覆土中からの出土である。

銅製品� (1 1)


銅印の完形品である。 高さ� 2.9四、重さ93.0g。印面は直径� 4.2crnの円形を呈し、文字部分の鋳出しは� 

1 mrn弱で、ある。文字は一文字で「冨」であろう。紐の形状は� 4稜が裾部から頂部にかけてすぽまり、 断

面が富士山を思わせる山形を呈する。孔は文字に対し横方向に穿たれている。カマド前面のほぼ床面上

からの出土である。� 

-64-



129号住居跡(第58・59図)

[住居構造] 4号住居跡を切り、� 128号住居跡、� 130・132・133・142・143号土坑、� 16号井戸跡に切られ

る。南西コーナー以外は調査区域外にあり、詳細は不明である。(壁高)比較的残りの良い西壁で54cm

を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周する。 上幅18~24cm ・下幅 5~6cm ・

深さ� 7~14cm を測る 。 (床面)住居の中央付近がよく硬化していた。 住居中央を除いて貼床が施されて

おり、厚さ 12~22cmを測る。(凸堤)住居南壁に高さ 5 cm程の馬蹄形状の凸堤があり、内側にある深さ3 

1cmのピットと共に入口施設と思われる。(柱穴)住居南西コーナーの深さ82cmのものと入口施設と思

われる凸堤に接する深さ� 51cmのものが該当し、主柱穴は 8本の可能性がある(覆土)� 8層に分層され、

レンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]覆土中及び床面上から、多数の土器と炭化種子(ヤマモモ)� 7個が出土した。

[時期]古墳時代後期� (6世紀中葉)。� 

129号住居跡出土遺物 (第60・61図)

土師器杯 ・境形土器� (1~25) 

1~7 はいわゆる「比企型杯」の祖源とする土器で、基本的な特徴として、内面及び外面体部は赤彩

され、外面には幅� 3~ 5mmの磨き調整が施されている。磨き調整は光沢をもつが、細かいささら状の痕

跡が観察できることから棒状あるいはへラ状工具の先端の使用が考えられる。胎土については、全体に

小石・砂粒を多く含み、色調は赤味の強い赤樟色を呈している。形態的には口縁部が短くツンと外反し、

体部は丸昧をもつ ものである。これらの土器はすべての点で共通した特徴を呈していることから、同一

生産地の想定が可能と言える。� 

1は器高4.7cm、口径14.3cm。胎土には小石 ・砂粒を多く含む。内面はナデ、外面は口縁部外面が横

ナデ、以下へラ削り後幅� 3mm程の磨き調整が施される。また、外面底部には底部基盤である円盤が接合

痕として観察でき る。住居南西コーナーの床面上46・51cm浮いた覆土中からの出土で、ほぼ完形である。� 

2は器高4.9cm、口径14.1cm。胎土には小石・砂粒を多く含む。内面はナデ、外面は口縁部外面が横ナ

デ、以下へラ削り後幅� 5mm程の磨き調整が施される。外面底部には黒斑を有する。住居南西コーナーの

床面上49cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は2/3程である。� 

3は器高4.6cm、口径14.5cm。胎土には砂粒を僅かに含む。内面はナデ、外面は口縁部外面が横ナデ、

以下へラ削り後幅� 5mrn程の磨き調整が施される。住居ほぼ中央の床面上13cm浮いた覆土中からの出土で、

遺存度は1/2程である。� 

4は現器高4.4cm、推定口径14.4cm。胎土には小石・砂粒を多く含む。内面はナデ、外面は口縁部外

面が横ナデ、以下へラ削り後幅� 3rnrn程の磨き調整が施される。覆土中からの出土で、遺存度は1/5程で

ある。� 

5は現器高5.0cm、推定口径15.0cm。胎土には小石 ・砂粒を含む。内面はナデ、外面は口縁部外面が

横ナデ、以下へラ削り後幅� 3rnrn程の磨き調整が施される。住居南東の床面上25cm浮いた覆土中からの出

土で、遺存度は1/4程である。この土器については、胎土の色調が赤味の強い赤檀色を呈さず、黄檀色

を呈している。� 

6は現器高4.2cm、推定口径14.4cm。胎土には小石 ・砂粒を含む。内面はナデ、外面は口縁部外面が

横ナデ、 以下へラ削り後幅� 3rnrn程の磨き調整が施される。入口施設と思われる凸堤近くの床面上26cm浮

いた覆土中からの出土で、遺存度は1/4程である。� 
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A 1.!..4・� 

1層盛土。� 
2層表土及び捜苦� L。� 
3層赤色砂粒を多く、炭化物粒子を含む暗赤褐色土。

近世の士層� 
4届ローム粒子 ・ローム小プロックを含む暗褐色土。←� 

5層ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
6層ローム粒子 ・ローム小プロックを僅かに含む黒色士。� 
7層ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 
8層ローム粒子・ローム小プロック を多く、焼土粒子 ・

炭化物粒子を含む明茶褐色土。� 
9層 ローム粒子・ロームプロック を多く含む黄褐色土。� 

10層ローム粒子 ・焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土。
1J層ローム粒子・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒色土。� 
12届ローム粒子 ・ローム小プロァクを含む黒褐色土。� 
13層貼床。

1m 

第58図� 129号住居跡(1 /60) 
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第61図� 129号住居跡出土遺物� 2 c1/4・1/3) 

7は現器高3.7cm、推定口径14.9cm。胎土には小石・砂粒を多く含む。内面はナデ、外面は口縁部外

面が横ナデ、以下へラ削り後幅� 3rnm程の磨き調整が施される。住居南西コーナーの床面上54cm浮いた覆

土中からの出土で、遺存度は� 1/4程である。� 

8 ~18は底部と口縁部との境に段を有する須恵器杯蓋を模倣する土器である。 8-14は内面及び外面

口縁部に赤彩が施されるものを基本とし、特に� 9-12は胎土・調整等において、� 1-7の比企型杯の特

徴に類似するものである。� 15-17は全面に黒彩が施されるものを基本とする。� 18は無彩の土器であるO 

8は器高� 4.8cm、推定口径14.0cm。口縁部途中に弱い稜を有する。胎土には砂粒を多く含み、色調は� 

41
 100m 
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黄褐色を呈する。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はナデ、外面はへラ削り後ナデが施される。入口施

設と思われる凸堤近くの 30cm程浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/3程である。 

9は器高4.4cm、推定口径15.8cmo 8に比べ、口縁部は大きく外反し、大型化の傾向にある。胎土に

は小石・砂粒を含み、色調は赤味の強い赤檀色を呈している。内面及び外面口縁部は横ナデが施される

が、外面口縁部には僅かにハケ目痕が残る。外面は以下へラ削り後幅 5mm程の磨き調整が施される。住

居南西コーナーの床面上56cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/3程である。 

10は器高4.6cm、推定口径15.0cm。胎土には小石・砂粒を含み、色調は赤撞色を呈する。口縁部内外

面は横ナデ、以下内面はナデ、外面はへラ削り後幅 3rnrn程の磨き調整が施される。外面底部には黒斑を

有する。住居中央よりやや西の床面上 6cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/3程である。 

11は現器高4.3cm、推定口径15.2cm。胎土には小石・砂粒を多く含み、色調は赤樫色を呈する。口縁

部内外面は横ナデ、以下内面はナデ、外面はへラ削り後幅 5rnrn程の磨き調整が施される。住居南西コー

ナーの床面上25・42cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/3程である。 

12は現器高4.3cm、推定口径14.5cm。胎土には小石・砂粒を含む。 口縁部内外面は横ナデ、以下内面

はナデが施されている。外面は底部にへラ削り痕が顕著に残るが、磨き調整が施されている。外面底部

には黒斑を有する。住居南西コーナーの床面上48cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/3程である。 

13・14はさらに大型化が進み、 9-12と比べ、胎土・調整等の特徴も異なる土器である。これらは概

して胎土には砂粒を多く含み、外面底部の磨き調整が省略され、へラ削り痕を顕著に残す土器である。 

13は器高5.5cm、推定口径17.1cmo 胎土には砂粒を多く含み、色調は黄褐色を呈する。口縁部内外面

は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削りが施される。入口施設と思われる凸堤の 36cm浮いた覆

土中からの出土で、遺存度は1/3程である。 

14は器高5.2cm、推定口径17.Ocm。胎土には砂粒を多く含み、色調は黄褐色を呈する。口縁部内外面

は横ナデ、以下内面はナデ、外面はへラ削り後ナデが施される。入口施設と思われる凸堤近くの床面上 

27cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/4程である。 

15は器高3.6cm、推定口径14.2cm。全面が茶褐~黒褐色を呈することから黒色土器と考えられる。底

部から口縁部との境には明瞭な段をもたず、口縁部はやや外傾し、内面口層部直下には 1条の沈線がま

わる。胎土には砂粒を僅かに含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削り後幅 2rnrn程の轍

密な磨き調整が施される。床面上 8-20cm浮いた覆土中から散在的に出土し、遺存度は1/3程である。 

16は器高4.3cm、推定口径15.4cm。全面が黒褐色を呈することから黒色土器と考えられる。底部から

口縁部との境には明瞭な段をもち、口縁部は直線的に外傾し、内面白層部直下には l条の沈線がまわる。

胎土には砂粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデが施される。外面はへラ削り後

僅かにナデが施される。住居南西コーナーの床面上49-61cm浮いた覆土中から散在的に出土し、遺存度

は1/2程である。 

17は16と同様黒色土器と考えられる。胎土には砂粒を多く含む。底部内面はへラナデ、外面はへラ削

りが施される。住居南西コーナーの床面上33cm浮いた覆土中からの出土で、底部のみ完形である。 

18は現器高3.8cm、推定口径16.4cm。底部から口縁部との境には明瞭な段をもち、口縁部は直線的に

大きく外傾し、口唇端部には凹みをもっ。胎土には砂粒を僅かに含み、色調は黄櫨~明撞色を呈する。

内面及び口縁部外面は横ナデ、以下外面はへラ削りが施される。覆土中からの出土で、遺存度は1/4程

である。いわゆる小針型の土器と考えられる。 
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19~21 は底部と口縁部との境に段を有する須恵器杯身を模倣する土器で、全面に黒彩が施されるもの

を基本とする。 

19は器高4.7cm、口径11.5cm、受部径13.8cm。全面が茶褐色を呈することから黒色土器と考えられる。

口縁部は内傾し、口唇端部には 1条の沈線がまわる。胎土には砂粒を含む。内面及び口縁部外面は横ナ

デ、外面は以下へラ削りが施される。住居北の床面上 7cm浮いた覆土中からの出土で、ほぼ完形である。 

20は現器高2.8cm、推定口径14.2cm、推定受部径15.6cm。全面が黒褐色を呈することから黒色土器と

考えられる。口縁部は内傾し、口唇端部は僅かに平坦に面取りが施されている。胎土には砂粒を僅かに

含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、外面は以下へラ削り後ナデが施される。入口施設と思われる凸堤

近くの床面上35cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/5以下である。 

21は現器高3.3cm、推定口径15.6cm、推定受部径17.0cm。全面が茶褐~黒褐色を呈することから黒色

土器と考えられる。口縁部は内傾し、口唇端部は僅かに平坦に面取りが施されている。胎土には砂粒を

僅かに含む。内面及び口縁部外面は横ナデ、外面は以下へラ削り後ナデが施される。住居南東の床面上 

29cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/5以下である。 

22~25は椀形土器で、 22-24は内面及び、外面体部に赤彩が施されるものを基本とし、 25は全面に黒彩

が施されるものを基本とする。 

22は器高4.6cm、口径12.1cm。体部と口縁部との境には口縁部の横ナデにより僅かに稜を有する。胎

土には黄褐色粒子・砂粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後

磨きが施される。入口施設と思われる凸堤に接する住穴内からの出土で、遺存度は4/5以上である。 

23は現器高4.8cm、推定口径12.2cm。体部に最大径を測り、口縁部は内傾する。胎土には砂粒を多く

含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はナデが施される。外面はへラ削り後ハケナデが施される。住

居南西コーナーの床面上20cm程浮いた覆土中からの出土で、遺存度は1/4程である。 

24は器高7.3cm、推定口径14.6cm。体部に膨らみをもち、口縁部は直立気味にやや外反する深身の土

器である。胎土には砂粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後

ナデが施される。住居中央近くの床面上 2-14cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は2/3程である。 

25は器高8.9cm、推定口径16.2cm。全面黒色を呈することから黒色土器と考えられる。体部に膨らみ

をもち、口縁部はゆるやかに外反する大型深身の土器である。胎土には砂粒を多く含む。口縁部内外面

は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後幅 3mm程の磨き調整が施される。住居南西コーナー

のほぼ床面上からの出土で、遺存度は1/4程である。

土師器高掠形土器 (26・27) 

26は現器高5.0cm。脚部内面を除き、赤彩が施される。胎土には砂粒を含む。脚部内面はへラナデ、

外面は縦方向のへラ削り後横方向にナデが施される。覆土中からの出土で、脚部下半を欠損する。 

27は器高10.1cm、口径15.5cm。杯部は底部から体部にかけてやや膨らみをもちながら外傾し、口縁部

は僅かに外反する。脚部は短めで、裾部は弓状に大きく外反する。脚部内面を除き、赤彩が施される。

胎土には小石・砂粒を多く含む。杯部の内面及び口縁部外面は横ナデ、外面は以下へラ削りが施される。

脚部の内面は横ナデ、外面は脚柱部がハケ目調整、裾部は横ナデが施されるが、僅かに指頭押捺痕が観

察される。また、杯部外面には拓本で示したが、深い傷痕が全面に観察できる。これについては、獣類

による爪痕あるいは歯型痕である可能性がある。南壁近くの床面上 7cm浮いた覆土中からの出土で、遣

存度は2/3程である。 
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土師器聾形土器 (28-32) 

28は器高24.6cm、口径15.6cm、底径7.5cm。胴部上半に最大径を測り、口頭部は「コ」字状を呈する。

胎土には砂粒を多く、金雲母・小石を僅かに含む。口縁部内外面は横ナデが施されるが、外面には縦方

向にハケ目痕が残る。以下、内面はへラナデ、外面の胴部上半から中位にかけては縦あるいは斜位のハ

ケ目調整後粗いへラ磨き調整、胴部下半はへラ削り後粗へラ磨き調整が施される。住居北端のほぼ床面

上からの出土で、ほぼ完形である。 

29は器高22.6cm、口径16.9cm、底径7.2cm。胴部中位に最大径を測り、口頭部は 「く」字状を呈する。

胎土には砂粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り後粗いへラ磨

き調整が施される。住居南西コーナー住穴近くの床面上33cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は 4/5

強である。 

30は現器高13.4cm、推定口径19.4cm。胴部から頚部への移行は直線的で、口縁部は外反する。胎土に

は金雲母 ・砂粒を多く含む。内面はへラナデ、外面の口縁部は横ナデ、 以下へラ削り後組いへラ磨き調

整が施される。 床面上 15~23cm浮いた覆土中から散在的に出土し、口縁部から胴部中位にかけてを 1/ 2

程遺存する。 

31は現器高7.7cm、推定口径19.0cm。器厚が分厚く、口縁部は外反する。 胎土に は金雲母 ・砂粒を多

く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面頚部はハケ状工具によるナデ後粗い磨き、胴部はへラ ナデが

施される。外面胴部はナデ後粗く磨きが施されている。住居南西コーナーの床面上 45cm浮いた覆土中か

らの出土で、口縁部から胴部上半にかけてを1/ 3程遺存する。 

32は現器高16.4cm、底径6.7cm。胴部は卵形状を呈する。 胎土には砂粒を多く 含む。内面はへラナデ、

外面はへラ削り後胴部下半に粗いへラ磨き調整が施される。住居南西コーナーの床面上 19cm浮いた覆土

中からの出土で、胴部中位以下を 2/3程遺存する。

土師器甑形土器 (33・34) 

33は器高29.8cm、口径23.6cm、底径8.8cm。口縁部は複合口縁を呈し、 胴部は下半にやや膨らみを呈

するが、全体に直線的で長胴である。口縁複合部には指頭押捺による成形痕が観察できる。胎土には砂

粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ後縦方向のへラ磨き調整、 外面は胴部中位

以上を中心 lこへラナデ(スリップか)後粗いへラ磨き調整が施されるが、下半にはへラ削り痕が顕著に

残る。住居北端の床面上10cm浮いた覆土中からの出土で、遺存度は4/5以上である。 

34は器高22.3cm、口径22.4cm、底径9.4cmo 34に比べ、短胴のものである。口縁複合部には指頭押捺

による成形痕が観察できる。胎土には砂粒を多く含む。口縁部内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ後

縦方向のへラ磨き調整が施される。外面は胴部中位以上を中心lこへラナデ(スリップか)が施されるが、

以下はへラ削り後粗いへラ磨き調整が施される。住居北端の床面上 7cm浮いた覆土中からの出土で、ほ

ぼ完形である。

須恵器杯形土器 (35-37)

すべて杯蓋である。 35は口縁部の小破片で、口層端部には幅 2mmの沈線がまわる。色調は灰褐色を呈

し、胎土には白色砂粒を含む。内外面回転ナデが施される。覆土中からの出土である。 

36・37は天井部の小破片で、同一個体である可能性がある。色調は濃灰褐色を呈し、胎土には白色砂

粒を含む。内外面回転ナデが施されるが、外面には回転へラ削り痕が残る。覆土中からの出土である。

須恵器砥形土器 (38) 
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口縁部から頚部にかけての小破片である。口縁部と頚部の境には段を有し、口唇部内面には幅1.5rnrn 

の沈線がまわる。色調は灰褐色を呈し、胎土には黒色微粒子を僅かに含む。内外面に自然紬がかかって

いる。入口施設と思われる凸堤近くの床面上12crn浮いた覆土中からの出土である。

須恵器聾形土器� (39・40)
 

39は頚部破片で、外面には5本� 1単位の組い櫛描波状文が上下� 2段に施文されている。色調は器面が


濃灰褐色、内面は茶褐色を呈する。胎土には白色砂粒・小石を含む。覆土中からの出土である。
 

40は頚部小破片で、外面には� l条の凸帯と目の細かい櫛描波状文が施文されている。 色調は濃灰褐色


を呈し、胎土には白色砂粒を含む。床面上からの出土である。


鉄製品� (41)


用途不明の鉄製品である。長さ3.2cm、最大幅2.7cm、厚さ� 2.5rnrn、重さ73.5 g。入口施設と思われる

凸堤近くの床面上14cm浮いた覆土中からの出土で、完形である。� 

130号住居跡(第62図)

[住居構造] 135・141・144号土坑に切られる。 大部分が後世の遺構と撹乱によ り壊されてい るため、


詳細は不明である。(壁高〉残り の良い所で;10cmを測る。(壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅28
 

cm・下|幅� 5-10cm・深さ� 13-17cmを測る。(床面)硬化した床面が2枚確認された。さらに� 3-12cmの


厚さで貼床が施されている。(住穴)住居に伴うものは検出されなかった。(覆土)� 6層に分層され、 レ


ンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]覆土中及び床面上から、須恵器蓋 ・杯・長頚瓶が出土した。

[時期]平安時代 (9世紀後半)。

[所見]床面が 2枚あるこ とから、建て替えあるいは拡張が考えられる。� 

130号住居跡出土遺物(第63図)

須恵器蓋形土器(1)

小破片である。ほぼ水平の天井部(回転糸切り痕あり)には中央がやや突出した擬宝珠様のつまみが� 

135D¥~ 
~ 

1届盛士。� 
2届 表土及び横自崎� 
3層ローム粒子・ローム小プロ ックを含む暗褐色土@ 一寸� 

141D 4層ローム粒子を僅かに宮む黒褐色士。 r-笹世のピット� 
5 層 ローム粒子・ローム小プロック を多く含む暗黄褐色土 ~ 
6層 ローム粒子・ローム小プロックを含む晴偽色土。 一寸� 

7層ローム粒子 ・ローム小プロγ クを多く吉む暗黄褐色土。 卜後世のピット
自属 ローム粒子・ロ ム小プロック・ 粘土佐子を含む黒褐色土d 
9層ローム粒子・焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
10層ローム粒子・焼土粒子炭化物粒子・ 粘土粒子を含む黒褐色土。� 

11層粘土粒子・ 粘土プロッ クを多く吉む暗灰褐色土ゐ� 
12届 ロ ム粒子を含む黒褐色士。� 
13層ローム駐子・ ローム小プロ ックを多く含む暗黄褐色土。� 
14層ローム粒子 粘土粒子 を含む暗茶褐色土。� 
15届ロ←ム粒子・ロームプロァク を多く含む黄褐色土。 一「� 

16層ローム粒子・ ローム小プロックを含む暗茶褐色土� 
17層 粘土粒子 粘土小プロックを多く、焼土粒子 ローム粒子 ・卜貼床

炭化物粒子を吉む暗茶褐色土� 
18層ローム粒子・ロームプロックを吉む暗茶褐色土。 一」�  

斗� 2m 

第62図� 130号住居跡(1/60) 
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付されている。色調は灰褐色を呈し、胎土には白色砂粒 ・黒

色粒子を含む。覆土中からの出土である。

須恵器杯形土器(� 2・3) 

2は器高3.6cm、口径12.4cm、底径6.4cm。ロクロ回転は右

回転で、底部には回転糸切り痕が残る。色調は明檀色を呈し、

胎土には砂粒 ・小石を含む。この土器については、� 141号土

坑の覆土中から出土した可能性があり、混入品であるかもし

れない。遺存度は1/3強である。 第63図� 130号住居跡出土遺物(1/� 4) 

3は現器高3.2cm、推定底径� 7.2cm。口縁部を欠損する。底部には回転糸切り痕が残るが、 周縁はへ ラ

削りが施される。色調は暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒 ・小石(大きい粒は直径� 8 rnrn)を含む。 覆土中

からの出土で、遺存度は1/3強である。

須恵器長頚瓶� (4)

口縁部を欠損する以外は完形である。現器高� 12.7cm、底径5.0四。肩部に最大径を もち、頚部は細く

外反ぎみに立ち上がる。 底部の高台は付高台である。 色調は暗灰褐色を呈し、 胎土には砂粒・小石(大

きい粒は直径� 6rnrn)を含む。南壁近くの床面上からの出土である。� 

(3 )中世(柏城跡関連)

中世については、後述する鋳造関連の遺構下層から検出された遺構を基本とする。こ こでは、本地点

が中世から近世にかけての時代には柏城跡の三の郭内であることから、 柏城関連として理解する こと に

した。なお、出土遺物については、遺構の重複状況から考えると近世を含む可能性がある。� 

131号土坑(第64図)

[構造]128号住居跡 ・� 138号土坑を切る。(平面形)関丸長方形。(規模)� 193X47cmo (長軸方位)� N-

850 
- Wo (深さ)10cm。坑底はほぼ平坦で、断面形は皿状を呈する。(覆土)僅かに小石を含む暗褐色

土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。 

133号土坑(第64図)

0[構造]128号住居跡を切る。(平面形)隅丸長方形。(規模)� 86 X 45cmo (長軸方位) N-37 -E。

(深さ)20cm前後。坑底は北西側が深く壁は急斜に立ち上がる。(覆土)ローム粒子 ・焼土粒子を含む暗

茶褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。 

135号土坑(第65図)

[構造]130号住居跡、� 141・144号土坑を切り、� 134号土坑に切られる。北側は調査区域外にあると思わ

れ、詳細は不明である。(深さ)50cm前後を測る。坑底は比較的に平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

(覆土) 6層に分層される。

[遺物]陶器の小破片が 1点出土した。� 
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135号土坑出土遺物 (図版 18-3)


瀬戸の鉄軸鉢である。時期は 15-16世紀であろう。
 

136号土坑(第 64図)

[構造] 4号住居跡を切る。(平面形)楕円形。(規模) 90x64cmo (長軸方位) N -50 Eo (深さ〉0 
-

18cm。坑底はほぼ平坦で、壁は急斜に立ち上がる。(覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒

子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。 

137号土坑(第 64図)

[構造] 4号住居跡を切り、北側を 142号土坑に切られる。(平面形)楕円形か。(規模)不明 X75cm。

(深さ)確認できた部分では 15-26cmで、北側が深くなっている。(覆土)上層がローム粒子・ローム小

ブロック を含む暗茶褐色土、下層はローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土で、全体的にボソボ

ソして粒子が粗い。

[遺物]出土しなかっ た。 

138号土坑(第 64図)

[構造] 128号住居跡・ 139号土坑を切る。東側は調査区域外である。(平面形)隅丸長方形か。(規模)

不明 X70cmo(長軸方位) N-840 -Eo (深さ)土層図の観察より、近世の土層 (3層)の下より 60cm前

後を測る。坑底はほぼ平坦で、壁は北側が急斜に、南側は緩やかに立ち上がる。(覆土) 4層に分層さ

れ、レンズ状の堆積状態を示す。

[遺物]出土しなかった。 

139号土坑(第64図)

[構造] 138号土坑に切られ、 128号住居跡 ・ 140号土坑を切る。東側と西側は調査区域外にあるため、

詳細は不明である。(長軸方位) N -840 - Eo (深さ)土層図の観察より、近世の土層 (3層)の下より 

40cm前後を測る。坑底はほぼ平坦で、壁は急斜に立ち上がる。(覆土) 7層に分層され、レンズ状の堆

積状態を示す。

[遺物]出土しなかった。 

141号土坑 (第65図)

[構造] 130号住居跡を切り、 134・135号土坑に切られる。地下式坑である。地表より 3.80m程掘り下

げたが、坑底面は確認できなかった。これ以上掘り下げるのは崩落の危険性があるので、調査は中止し

た。そのため、詳細は不明である。(覆土)確認できる範囲内では、 15層に分層される。

[遺物]土師質陶器・常滑聾・板碑が出土した。

[時期] 15世紀末葉-16世紀前葉。
 

141号土坑出土遺物(第66図 1-5、図版18-5)


第66図 1-5は土師質陶器である。
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137号土坑131号土坑� 133号土坑� 136号土坑� 

~ 

E 五一一一一←一----"-
:L 

1届盛土。� 
2層表土。� 

.1ζ，- 3層近世の土属。� 
4届 ローム粒子 ・ローム小プロ ック ・焼七粒子 ・炭化物粒子� 1 

を含む暗茶褐色土。� I 
5層ローム粒子 ローム小ブロック ・焼土粒子 ・炭化物粒子 卜138D

を含む暗茶褐色土。� I 
6層 ローム粒子 焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土。� I 
7 層 ローム粒子 ・ 焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土。 ~ 
B層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色士。� 1 

9層ローム粒子・ローム小プロ ック ・赤色砂粒を含む暗茶褐� i 
色士(粒子やや粗)0 

10層 赤色砂粒を含む黒褐色土。 卜139D 
11層 ローム粒子 ・ローム小プロ ックを含む黒褐色土。� I 
12層 焼土粒子を僅かに含む黒色土。� I 
13層焼土粒子を僅かに含む黒色土。� i 
14層ローム教子 ・焼土粒子を僅かに含む黒色土。� .J 
15層 ローム粒子を僅かに含む時茶褐色土。 寸� 

16層 赤色砂粒 ローム粒子を含む黒縄色士。 卜140 D 
17層 ローム粒子 ・ローム小プロック を僅かに含む黒褐色土。� .J 

138-140号土坑

'"周 '"罵

ぶ 剛川越�  
、悶悶ぶ§� 

143号土坑

142号土坑� 1m 

第64図 土坑� 1 (1/60) 
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乙ー←ーー� ----.:L 

1層盛土。� 
2層 表 土。� 
3層ローム粒子・ローム小プロックを含む暗褐色士。� 
4層ローム粒子・ ローム小プロ ック を含む明茶褐色土。� 

..t.li.9・

寸
|
|
「
ー

1層近世の土層。� 
2層 ローム粒子・ ロームプロ ックを多く含む時黄褐色土。� 
3届ローム粒子・ローム小ブロックを多〈含む暗茶褐色土。� 
4層ローム粒子・ロームプロックを多く含む時黄褐色士。� D

 5層ローム粒子・ローム小プロックを多く含む暗茶褐色土。� 

6層ローム粒子・ローム小プロックを含む黒色土。� 
7層ロームプロック。� 」� 

B届ローム粒子 ・ローム小プロ ックを含む暗茶褐色土。� 
9届 ロ ーム粒子・ローム小プロック を含む暗茶褐色土。� 
10層ローム粒子・ローム小プロック 粘土粒子を含む黒褐色土。� I
1l層ローム粒子・ローム小プロックを含む黒褐色土。� 
12層ローム粒子を含む黒褐色土。� 
13層 焼土粒子を多く 、炭化物粒子を含む暗赤褐色士。� 
14層ローム粒子・ローム小プロック を多く 含む明茶褐色土。� 
15!面 ローム粒子・ ローム小ブロックを多く含む明茶褐色士。 ト� 141D 
16層ローム粒子・ローム小プロックを含む暗茶褐色士。� 
17層 ローム粒子 ・ローム小プロックを含む暗茶褐色土。� 

18層ローム粒子を含む暗茶褐色土(粒子粗)。� 
19届ローム粒子・ローム小プロックを多く、焼土粒子を含む

明茶褐色士。� 

20層ローム粒子・ローム小ブロ ックを多く含む明茶褐色土。� 
21層ローム粒子・ローム小プロックを含む黒褐色土。� 
22層ローム粒子・ローム小プロックを多く含む暗黄褐色土。� 

2m 

第65図土坑�  2 (1/60) 

l は器高2.3cm、推定口径� 10.0cm、推定底径7.8cm。

器厚が厚ぼったく、口縁部はやや内湾ぎみである。色 天王~
調は黄檀色を呈し、胎土には細かい茶褐色粒子・黒色

粒子・金雲母を僅かに含む。内外面にロクロナデが観 三と正4
察される。覆土中の出土で、遺存度は1/3程である。� 

2は器高2.5cm、推定口径10.4cm、推定底径7.4cm。� 工二L46 
lの土器よりやや薄手で、底部から口縁部にかけて内

1、� 5 141号土坑出土漬物� 

湾ぎみに開いている。色調は黄撞色を呈し、胎土には 6 142号士坑出土遺物� 
1Ucm 


細かい砂粒 ・茶褐色粒子 ・黒色粒子を僅かに含む。内 第66図土坑出土遺物(1/4) 

外面にロクロナデが観察され、底部には回転糸切り痕


が残る。覆土中からの出土で、遺存度は1/� 3強である。
 

3は器高2.6cm、推定口径11.Ocm、推定底径7.6cm。口縁部は僅かに外反する。色調は黄檀色を呈し、

胎土には細かい砂粒 ・茶褐色粒子・黒色粒子を僅かに含む。内外面にロクロナデが観察され、底部には

回転糸切り痕が残る。覆土中の出土で、遺存度は2/3程である。� 

4は器高� 2.6cm、推定口径11.Ocm、推定底径7.6cm。底部から口縁部にかけて内湾ぎみに開いている。

色調は黄櫨色を呈し、胎土には茶褐色粒子 ・黒色粒子を含む。内外面にロクロナデが観察され、底部に

は回転糸切り痕が残る。覆土中の出土で、遺存度は1/3強である。� 

5は器高� 2.5cm、推定口径11.2cm、推定底径� 7.6cm。底部から口縁部にかけて内湾ぎみに開いている。

色調は黄檀色を呈し、胎土には茶褐色粒子・黒色粒子を含む。内外面にロクロナデが観察され、底部に� 
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は回転糸切り痕が残る。覆土中の出土で、遺存度は1/4程である。

図版18-5の� 1--3は常滑聾の小破片で、時期は15世紀代であろう。� 4 • 5は緑泥片岩の小破片であ

る。� 

142号土坑(第64図〉

[構造] 4・129号住居跡、� 137号土坑を切り、� 16号井戸跡に切られる。(平面形)長方形。(規模) 270 

x 122cmo (長軸方位)N-880 -Wo (深さ)60cm前後。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

(覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを多く含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]土師質陶器が� 1点出土した。

[時期] 15世紀末葉� --16世紀前葉。� 

142号土坑出土遺物(第66図� 6)

土師質陶器である。器高� 2.2cm、推定口径� 10.2cm、推定底径� 8.4cmo 141号土坑の� 1によく似ているが、

比べると器厚がやや薄く、体部下半の腰が強い。 胎土には茶褐色粒子 ・黒色粒子 ・金雲母を僅かに含む。

内外面にロクロナデが観察され、底部には回転糸切り痕が残る。覆土中の出土で、遺存度は� 1/5程であ

る。� 

143号土坑� (第64図)

[構造] 4・129号住居跡を切り、� 130号土坑と後世のピットに切られる。(平面形)隅丸長方形。(規模) 

188 x122cmo (長軸方位)� N-830 -Wo (深さ)32--35四。坑底は比較的平坦で、 壁はほぼ垂直に立ち

上がる。(覆土)142号土坑に類似する。

[遺物]出土しなかった。 

16号井戸跡� (第67図)

[構造] 4・129号住居跡、� 142号土坑を切り、� 130号土坑

に切られる。平面形は円形を呈し、規模は直径� 104cmを測
1.11，，' 

る。壁面には足掛け穴と思われる掘り込みが検出された。

危険防止のため、� 130cm程掘り下げたところで調査を中止

した。(覆土)ローム粒子 ・ロームプロックを多く含む暗

黄褐色土を基調とする。

[遺物]該期の遺物は出土しなかった。 
日� 1m

第67図� 16号井戸跡(� 1 /60) 

(4)近世� (鋳造関連)� 

近世の遺構は基本的に、鋳造関連の遺構である。表土との境には厚さ� 10佃前後の赤色の砂粒層が確認

でき、おそらくこの層が確認できる範囲が鋳造関連の遺構であるものと考えられる。

第68図は鋳造遺構に関連すると思われる遺構配置図と遺構に伴わない部分での遺物の分布図である。

まず、遺構については、明らかに鋳造土坑・溶解炉とする� 130・134号土坑を除き、今回のような狭小な

面積での調査では、結果的には鋳造関連の遺構の詳細は不明とするしかないが、� 132号土坑や� 1号ピッ

トのように柱穴状の掘り込みから鋳型の破片や鉄棒等が多く出土していることや部分的であるが、版築

面と思われる土層が130号土坑の12・13層で確認できたことから、建物跡を伴う遺構であることは間違� 
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第� 68図鋳造関連の遺構・遺物分布図(1/� 80) 
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τEコ7 坑� 5 0 2 2 0 1，270 
1， 土 。� 

4 5十実測外個体数名 実測個体数遣 誇

271 1 4 257 7 坑土τロ� 

125 2 5 120l 坑土王τ

31 f 坑 OミτEコ 土

41 

O 

771 17 ピ トロ ツ

4 4 4 4 Oグ ド、y

2 1 2 1 O，点出 土 明地 不

2表鋳型の出土状況第� 

遺物については、小型の鋳型、金属製品、土製品、鉄津・鉄塊などが出土している。特に、小型の鋳

2 739型については、第 表に示したとおりに総数1. 点を数え、同時にその鋳型で製作されたと考えられ

74 57)る鉄製品(第 図 が出土したことは特筆すべきであろう。鉄津及び金属製品、そして鉄塊・炉壁の

62027 130総重量は であった。時期については、 号土坑の瀬戸の鉄粕碗やその他の陶磁器から判断しg，� 

17て、 世紀中頃から後半に比定できるものと考えられる。

また、鋳造土坑や大型の溶解炉、そしてリング状の定盤、三文状土製品などの出土により、ある程度

の大型製品の製作が予想されるが、それに関係する鋳型は出土していないことについては、今後解明さ

1れなければらない事項の つであろうと考えられる。いずれにせよ、今回の調査を終了したが、様々な

事象についての性格を的確に把握できなかったことは担当者の力量の無さを痛感するものであった。� 

130 69号土坑(第 図)

9されている。土層図の 層に相当する。(掛木)壁材の灰白色粘土を露出させた段階で、掛木が坑底面


7 3 9 1， 6 7 0 1， 6 9計コAE


いないであろう。

[構造] 4・129号住居跡・� 143号土坑・� 16号井戸跡を切る。(平面形)隅丸長方形。(規模)128X85cm。

3 
3 
3 
3 


(長軸方位) N-140 -Wo (深さ)45cm前後。(壁材)厚さ� 10cm前後の灰白色粘土により、全面が被覆

から長軸方向に検出されているが、壁面にも短軸方向あるいは垂直方向に観察することができた。掛木

についてはほとんどが腐食しており、樹皮の木目様を観察できる程度であった。(覆土)基本的に� 1'""
 

8層が相当するもので、� 9'""11層は壁材に用いられた灰白色粘土を基本とする。

[遺物]大量の鋳型、鉄棒がほぼ覆土全域から出土している。鉄棒・鉄製品及び鉄塊に相当する総重量

は4，836 gである。その他、陶・磁器、砥石、 土製品、鉄製品が出土している。

[所見]本遺構は、鋳造土坑と考えられる。� 

130号土坑出土遺物(第71図、図版19-1.....7)


陶・磁器(第71図� 1、図版19-1.....7)


第71図� 1は瀬戸の鉄紬碗である。器高� 6.4cm、口径1O.5cm、底径5.0cm。ロクロは左回転である。底部

外面の高台部はほとんどその原形を残さない程に鋭く磨耗している。意図的に道具として使用された可

能性がある。口縁部を部分的に欠損する程度で、遺存度は4/5以上である。

図版19-1'""7は陶器小破片である。� lは鉄紬聾で、産地・時期については不明である。� 2は常滑聾で

ある。� 3は唐津三島手鉢である。時期は� 17世紀前半である。� 4は信楽の播鉢で、時期は17世紀代である。� 

5・6は京焼系の碗で、時期は17世紀代である。� 7は肥前系の白磁で、時期は17世紀後半である。

土製品(第71 図 2.....20、 24~30) 
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鉄;宰出土状態

1府灰褐色粘土粒子・民渇色粘土小ブロックを多 く、 焼土粒子・炭化物柁子・砂粒を含む
暗灰褐色士� (2届よりやや暗色)。� 

2層灰褐色 粘 オ 粘 子・ 灰褐色粘土プロックを多く、焼士粒子・炭化物粒子 ・砂粒を含む暗
灰褐色土勺� 

3層 灰 褐色粘� tプロ ジク。� 
4屠灰白色粘�  kブロック 。� 
5府灰褐色粘:Uι 千・灰褐色粘土小 ブロ ック を多く 、焼 t杭子・炭化物粒子・砂粒を含む

日昔Di.褐色上。� 
6 ~司 焼土粒子 炭化物粒子 ・赤色砂杭を合む灰褐色粘土。� 
7府赤色砂花を多く古む階赤褐色土�  (シャリシ ャリした感 じ)。
日属 小石・砂粒を多く 、灰白色粘土 を含む砂利層。� 
9 ~~灰偽色粘土を含む灰 白 色粘 t(壁材に使用 された粘土) 。 
10届ローム 粒 干 ・焼仁和t下・粘土粒子を含む暗赤褐色士(壁材 が崩れた部分)0 

11府灰白色粘 土プロ ック を多く焼土粒子 ・砂杭を含む灰白色土(壁材が崩れた部分)。� 

12属ロー ム粒子・ローム小プロ ック・撲を合む明茶褐色土0'-版築府�  
13層ローム粒子 ーローム小プロックを多く合む晴貨褐色土。 」� 

1m 
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小型鋳型� (2 ~15) 

形態か ら蓋形� (2 -5)、身形� (6-15)に分類可能である。また、その大きさから小� (2-4) 

中� (5-12) ・大� (13-15)に大別できそうである。特に� 11については、� 134号土坑で出土した第74図5 

7の鉄製品の大きさ ・形状に類似しており、照合するとピッタリと組み合わすことができる。

鋳型の基本形は、身の部分に癌状の突起部が� 3個観察され、天井部が宝珠形を呈していることから、

概 して木瓜� (もっこう)形に近い形と言うことができょうか。癌状の突起部は、その後湯入れが行われ

ると第� 74図57の鉄製品にみられるように� 3個の穿孔部を作りだすものである。色調は明撞色を基調とし、

胎土には砂粒を多く含む。外縁部 ・底部には指頭押捺の成形痕が観察できる。これらの使用時の組み合

わせは、 下 ・上盤の身 ・蓋をそれぞれ� 2枚、計� 4枚であり、これにより� 1つの製品が作りだされたもの

と考えられる。

道具 ( 1 6~20、 24~30) 

16は用途不明の土製品である。 全長� 2.6cm、最大幅� 2.4cm、重さ� 13.2g。形状は中央にくぼみがまわり

やや分銅状を呈する。 色調は黄櫨色を呈し、胎土には金雲母・砂粒を含む。� 

17・18はトリベである。楕円形の椀形を呈し、柄の部分と一体型である。� 21は遺存状態の良好で、全

形が復元できる もので、現全長� 12.6cm、高さ� 4.7cm。全面にウロコ状の指頭押捺痕が観察できる。� 

19・20は三文状土製品(サル)である。� 19は全形を復元できたもので、高さ5.5cmを泊同。全面に成

形痕である指頭押捺痕が観察できる。� 

24-30は鋳造土坑の底に固定する定盤あるいはコンニャクと呼ばれる鋳型の基礎になるものであろう。

鉄製品及び鉄塊 (21 ~23) 

21・22は湯口部分の鉄塊である。これらの出土により、鋳型の湯口に相当する形状が推測可能である。� 

21は円錐形のもので、全長� 8.5cm、最大幅� 5.7cm、重さ562 g0 22は一文字状のもので、全長8.0cm、最大

幅5.2cm、最大厚� 2.9cm、重さ� 236g。� 

23は用途不明の鉄製品である。全長� 7.1cm、厚さ� 6mm前後、重さ� 14.2g 。� 

132号土坑 (第 70図)

[構造]128・129号住居跡を切る。ピット状の掘り込みである。(平面形)円形。(規模)直径� 55cm。

(深さ) 72cmo (覆土)上層からかな り被熱層的な焼土を多く含む暗赤褐色土を基本とする。

[遺物]鋳型、金属製品が多く出土している。鉄津及び金属製品の総重量は� 315 gである。� 

132号土坑出土遺物(第� 72図)

土製品� (1 ~ 5) 

130号土坑か ら出土した小型鋳型と同類のものである。� 1-5はすべて身形のものである。� 3は130号

土坑の基本形としたものとはやや異なり、突出部分があるものである。

金属製品� (6 ~19) 

132号土坑から出土した金属製品は、� 16-19を基本とするように鉄製品と銅製品を組み合わせて製作

された特異な形状の製品である。� 

6 -13は鉄製品である。� 9 • 13は鉄釘であろうと思われるが、それ以外は不明品である。� 6は落花生

状のもので、全長3.5cm、幅1.Ocm、厚さ� 6mm、重さ� 9.2gである。� 7・8・10-12は銅製品と組み合わ

せて使用されたものに類似する。� 

noqu 
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第72図� 132号土坑出土遺物(1/3) 


14・15は断面 「エ」字状の銅製品である。14は円形、15は剣形を呈している。鉄製品と組み合わせて


使用されたものであろう。
 

16-19は用途不明の金属製品である。 鉄製品と銅製品を併用し、鉄製部分と銅製部分に識別できる も


のである。 形状の特徴としては、断面 「エ」字状の銅製品に板状の鉄製品が挟み込まれているものを基


本とするようである。
 

134号土坑� (第73図)

[構造]135・141号土坑を切る。北側は調査区域外にあるものと考えられる。(平面形)円形。(規模)

掘り込みの直径は推定117cmo(深さ)50cm前後。坑底は比較的平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

(炉壁)大部分が坑内に廃棄された状態で、遺構全体から出土している。 地下に構造をもっ坑底につ い

ては、厚さ1.5cm前後と非常に薄い灰褐色を呈する粗い砂状の材質のもので作られている。また、坑底

から15cm以上の上段になる と、その材質については厚さ� 4cm程の土製のものが使用されている。特に坑

底部分については、 すべて復元できなかったが遺存状態は良好であっ たと言えよう。羽口に相当する部

分については、検出されなかっ た。(覆土) 3 -15層の13層に分層される。全体的に赤色化した砂キ却冒・

焼土粒子・焼土小ブロッ クが多く含まれていることから、かなりの高温により被熱していることが観察

できる。

[遺物]大量の鋳型、鉄津がほぼ覆土全域から出土している。その他、陶・磁器、砥石、土製品、鉄製

品が出土している。また、溶解炉の構造に関連する炉壁が検出されている。鉄棒・鉄製品及び鉄塊・炉

壁に相当する総重量は55，300 gである。� 

[所見]本遺構は、 溶解炉と考えられる。� 

134号土坑出土遺物(第74・75図)

土製品(第74図� 1 ~56、第75図59~62、 64~68)

小型鋳型� (1 ~56) 


130号土坑同様に、形態から蓋形(1-16)、身形(17-56)に分類可能である。また、蓋形では� 9-

-84-



16、身形では36-56のよ うに130号土坑で基本形としたものに含まれない鋳型が存在する。

まず、基本形の ものは、その大きさから蓋形の小� (1) ・中� (2-5) ・大� (6)、身形の小� 07・� 

18) ・中09-30)・大� (31-35)に大別できそうである。

基本形でないものは、半円形のもの� (9)、菊座様の花びら状のもの 00、43-47)、細長く直線的な

もの� 02-16)、細長く曲線的なもの� (36-42)、突出部分があるもの� (48-49)その他� (51-56)とい

うよ うにバラエティ ーが豊富である。

道具(第75図59~68) 

59-61は三文状土製品(サル)である。59は全形を復元できたもので、高さ6.9cmを測る� 全面に成O

形痕である指頭押捺痕が観察でき る。� 

62はトリベの破片である。円形の椀形を呈している。� 

64-68は鋳造土坑の底に固定する定盤と考えられる。特に、� 66-68は大きさを復元できるものとして

貴重な資料と成り得るものであろ う。� 

66は外径33.0cm、内径22.4cm、最大厚5.9cm、最小厚4.9cm、高さ6.4cm。外縁下半部はへラ削り、上

面にはへラナデが施され、ていねいに仕上げられている。色調は明檀色を呈し、胎土には砂粒・金雲母

を多く含む。� 

67は推定外径62.Ocm、最大厚7.7cm、最小厚6.7cm、高さ7.9cm。下面には板を敷いたような柾目状の

痕跡があることから、天地逆である可能性がある。上面には� 1条の沈線がまわっている。色調は明檀色

を基調とし、胎土には砂粒・金雲母を含む。� 

68は推定外径43.0cm、最大厚5.9cm、最小厚4.7cm、高さ8.2cm。上面及び内外縁には� l条の沈線がま

わっている。また、内縁には成形痕であろう指頭押捺痕が観察される。色調は明撞色を基調とし、胎土

には砂粒・金雲母を多く含む。

鉄製品(第74図57・58)
 

57は小型鋳型の基本形の中型で作られた製品で、失敗品であろう。最大幅6.6cm、厚さ4mm前後、重

さ58.5 g0 表面には砂状粒子の付着が観察される。中央部の高ま りは湯口部分に相当し、真一文字に鋳

型の接合部の痕跡が残ってし、る。� 

58は羽釜あるいは茶釜の鍔の部分で、いわゆる 「綴羽(しころばね)Jと呼ばれるものである。断面

一一 一一一一一 ー十一�  1層 盛土9
 

2届表士。 
  
3層赤色砂粒 ・焼土粒子 焼土小プロッ ク・ 炭化物粒子・炭化材を含む暗茶禍色土。
 
4届赤色砂粒 ・焼土粒子 ・焼土小プロック・炭化物粒子・炭化材 ・ローム粒子・ロー 


ム小プロックを含む暗茶褐色土. 
5層 赤色砂粒を多 く、ローム粒子 ・ローム小プロッ ク ・焼士粒子・焼士小ブロ ック ・

炭化物粒子 ・炭化材を含む暗赤褐色土。� .. 119 


6層 赤色砂粒層。� 
7届 黄褐色砂粒届(山砂か ?)。 
B層黄褐色砂粒・焼土粒子・ 焼土小プロ ック ・炭化物粒子 ・炭化材を含む黒褐色土。� 
9層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・焼土小プロ ック・ 炭化物粒子を含む明茶褐色土。� 
10層 焼土粒子・ 焼土小プロ ック を多 く含む暗赤褐色土. 
11層 ローム粒子 ・ローム小プ ロックを多く、焼土粒子 炭化物粒子を含む明茶褐色土。� 
12層 ローム粒子 ・ロームプロッ クを多く 、焼士粒子を吉む黄禍色士。� 
13層 焼 土 ( 炉壁の被熱部分)。� 
14層焼土粒子 ・焼土小プロックを多 く、 ローム粒子を宮む暗赤褐色土。� 
15層 ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土。。 1m 

第73図� 134号土坑(1/30) 
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lO

が三角形状を呈する。接合部の厚さは1.7cmである。

石製品(第75図63)

砥石である。全長6.3cm、幅3.2cm、重さ73.5g。下面は平滑で曲線的であるこ とから、よく使用され

ているものと思われる。 側面は成形痕であろうか、� 8 mm前後のへラ削り痕が観察される。� 

1号ピット(第68図)


[構造]129号住居跡を切る。(平面形〉円形。(規模)直径40CIDo (深さ)79cm。


[遺物]鉄製品・土製品が出土した。鉄津及び鉄製品の総重量は96gである。
 

1号ピッ卜出土遺物� (第76図� 1


鉄製品(1)

4) ...... 


ある。で、前後4mm羽釜あるいは茶釜の鍔の部分で、いわゆる「一文字羽」と呼ばれるものである。 厚さ
 

cm 

土製品� (2......4) 


2は三文状土製品 (サル)の破片である。� 3・4は鋳造土坑の底に固定する定盤の破片であろ う。� 3


の上面には134号土坑のものと同様に目印と思われる沈線が付け られている。
 

3号ピット(第68図)


[構造] 4・128号住居跡を切る。(平面形)楕円形。(規模)35x30CIDo (深さ)79cID。


[遺物]陶器の小破片が� l点出土した。
 

3号ピット出土遺物� (図版22-3)
 

1は鉄軸聾である。時期 ・産地については不明である。� 2は緑泥片岩の小破片である。


告� O
ーー、~、

ーに~ 2 
r' ー士コ

軍1司� dt
よ~ 6 

ー=五三主コ� 7 
8 ¥ ノ� 3


o 5 

どお� Gi 心一。12
 

に二~9
10 三三� 11 

~13 


1-4 1号ピット出土遺物� 5 -]3 その他の遺物


第76図� 1号ピット・その他の遺物(1/3) 
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。いずれも比較的に厚さがあり重量感がある。6g、重さ1.15mmO.、厚さ60cmO.、穿径30cm 2. 

その他の遺物(第76図� 5 ~13) 

金属製品� (5 ~1 1) 

5-11は132号土坑から出土した金属製品と同様に、鉄製品と銅製品を組み合わせて製作された特異

な形状の製品である。� 

5は鉄製品で、鉄釘であろうか。� 7-11は断面「エ」字状の銅製品に板状の鉄製品が挟み込まれてい

るものを基本とするようである。

銅銭� (12・13)

寛永通宝(古寛永)012は外径2.40cm、穿径O.70cm、厚さO.15mm、重さ4.6g。完形である。� 13は外径

(5 )遺構外出土遺物(第77図、図版23-1~33)

時代的に縄文時代早期から近代にかけての遺物が検出されている。本地点は狭小な面積で、ありながら、

遺構が密集しているため、各遺構出土の遺物でも混入の可能性がある。また、第� 7群に分類した弥生時

代後期の土器については、大部分が弥生時代� 4号住居跡に伴うものと考えられる。

第� 1群 縄文時代早期後葉の条痕文系土器(1)

底部付近の小破片と思われる。内外面に貝殻条痕文が施され、胎土には砂粒を多く、繊維を僅かに含

む。色調は内面が茶褐色、外面が暗檀色を呈する。

第� 2群縄文時代前期前葉の黒浜式土器� (2-6) 

すべて胎土に繊維を含む。� 2• 3は口縁部小破片で、� 2は斜行する細線により格子白状の文様、� 3は

半載竹管により直線的な文様、� 4は波状文が描かれている。� 5・6はRLの単節斜縄文を地文とする。

第� 3群縄文時代前期後葉の諸磯式土器c7� -16) 

7-12は半載竹管により平行線文が描出される。� 7は細竹管による肋骨文、� 8は菱形文的な直線的な

入組文が施文される。� 9-12は横位の沈線施文を基本とし、� 11・12は地文に縄文が施文されている。� 

13-15の文様は幅広の半載竹管により横位の爪形文を基本とする。� 13・14は平縁の口縁部小破片であ

ろう。� 15は横位の沈線施文を併用 している。� 

16は浮線文の土器の小破片である。

第� 4群 縄文時代中期前葉の五領ケ台式~阿玉台式土器� (17-20) 

17-19は集合沈線文が施される土器で、� 18は「く」字状に屈曲する口縁部の小破片で、矢羽状に集合

沈線文が描出される。� 

20は胴部の小破片で、角押文により三角区画を主体とした横位文様帯が描出される。

第� 5群縄文時代中期後葉の加曽利� E式土器� (21-31) 

21-24は口縁部の小破片で、� 21は口縁部直下の隆帯に懸垂文が連結し、� T字状の文様が施される。� 22

は磨消手法の文様をもつもので、縄文は� RLの単節斜縄文である。� 23・24は口縁部直下に単節斜縄文が

施される もので、� 23は羽状を呈する。� 

25-31は胴部小破片と思われる。� 25は隆帯と単節斜縄文が、� 26・30は縄文を地文に懸垂文が施される。� 

27は微隆起帯によ り� U字状の文様が描かれる。� 28は沈線文により波状沈線区画文になるものものと思わ

れる。� 29は口縁部と胴部の境界部であろ うか。� 31は櫛歯状工具による条線を蛇行に垂下させている。

第� 6群縄文時代後期の称名寺式~堀之内式土器� (32-45) 
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32-38は沈線より縄文部と無文部が区別され、「図」と「地」の表現を基本とする土器である。 32-3 

5は無文部による J字文風の文様が描かれている。 36-38は帯縄文を主体とした文様になろうか。 

39・41・42は縄文部をもたない土器である。 39は沈線区画内に列点が充填され、 41・42は 2本の沈線

により懸垂文が施される。 

40は口縁部直下に付されるものと思われる貼付文部分の破片である。貼付文は隆帯上に凹線を伴う O

字状を呈する。 

44は口縁部の小破片で、外面には刻みをもっ細い隆起線が施され、内面口唇部直下には沈線がまわる。 

45・46は粗製土器であろう。 45は口縁部直下に押捺をもっ紐線文が施される。 46は外面口層部に刻み

をもち、外面は斜線文が施される。

第 7群弥生時代後期の土器  (46-57)

査形土器 (47-53) 

47-49は口縁部の小破片、 50-53は頭部から肩部にかけての小破片である。 

47は複合口縁を呈する口縁部破片で、複合部外面には RLの単節斜縄文を施した後、棒状貼付文 1本

c1本は欠落痕あり)が付され、複合部下端には布目痕をもっ押捺文がまわる。 48は複合部外面に LR

の単節斜縄文、下端にハケ状工具による刻みが施される。 47・48ともに複合部を除く内外面には赤彩が

施される。 49は薄い粘土帯を貼り付けることにより複合部を作出し、口唇端部には RLの単節斜縄文、

口層部外面には刻みが施される。内外面赤彩である。 

50-52は単節斜縄文の施文後、自縄結節文が施されるもので、 51・52は縄文帯の下端に 3条の結節文

がまわっている。赤彩は50が無文部全面、 51・52は外面無文部に施され、 51の縄文施文部には 1ケの円

形赤彩文が付加されている。 53は3段の単節斜縄文により羽状構成をとる土器である。

鉢形土器 (46・54)

口縁部が内湾することから鉢形土器であろう。 46は単純口縁、 54は複合口縁の呈するもので、いずれ

も外面と口層端部には LRの単節斜縄文が施される。

聾形土器 (55-57)

すべて内外面ハケ目調整が施され、 55・56は口唇部外面に刻みをもっ口縁部の小破片、 57は頚部の小

破片である。

第 8群中~近世の陶 ・磁器(図版23-1-33) 

1・2は瀬戸の志野皿で、時期は16世紀末から 17世紀前あろう。 

3は瀬戸の灰粕皿で、時期は15世紀代であろう。 4は瀬戸の菊皿(輪花皿)で、時期は 15世紀後半で

ある。 5は瀬戸の灰軸碗で、時期は 17世紀代であろう。 

6は瀬戸の緑紬碗で、時期は17世紀代であろう。 7は瀬戸の緑柚査で、時期は18世紀から 19世紀か。 

8-10は瀬戸 ・美濃系の鉄粕天目で、時期は 17世紀代であろう。 11は瀬戸の鉄軸碗で、時期は 17世紀

中から後半である。 

12は唐津の鉄軸碗か。時期は17世紀前半あろう。 

13・14は常滑費で、時期は14世紀代であろう。 14は被熱痕あり。 

15-18は備前系の播鉢で、時期は 16世紀から 17世紀であろう。 

19・20は瀬戸の播鉢で、時期は 17世紀から 18世紀であろう。 21は瀬戸の鉄粕鉢で、時期は 18世紀から 

19世紀であろう。 
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第77図遺構外出土遺物(1/3・1/4) 
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22は益子あるいは笠間の土瓶蓋で、時期は 19世紀代か。 

23-25は肥前系の碗である。 23は草木文が描かれ、被熱を受けている。時期は 18世紀前半である。 24

は一重網手文が描かれている。時期は 18世紀後半である。 26は肥前系の青白磁碗で、時期は 17世紀代で

あろう。 27は肥前系の青磁壷で、時期は 18世紀後半である。 

28-31は瓦器で、ほうろくである。時期は 16世紀から 17世紀であろう。 

32は五碍で、型砂痕あり。表面に丸い凹みがあることから何かの道具に転用された可能性がある。時

期は16世紀から 17世紀であろう。 

33は層状剥離を基本とする雲母片岩・緑泥片岩の破片である。

第 9群近代の遺物  (58・59)

表土剥ぎの段階で検出された土師質土器である。これらは、 調査区北東端の地表面から深さ約 60cmの

位置、第68図の土層図 Bでは擾乱とする 2層あるいはその付近から 2個体が上下合わさった状態で出土

した。出土状況から胞衣皿である可能性がある(図版16-8参照)。 

58・59はほぼ同形のもので、底部から口縁部にかけて内湾ぎみに聞いている。色調は明檀色を呈し、

胎土には茶褐色粒子 ・砂粒を含む。内外面にロクロナデが観察され、底部には回転糸切り痕が残る。 

58は器高2.5cm、口径12.2cm、底径6.7cmo 59は器高2.3cm、口径12.0cm、底径 6.1cm。

これらの時期については、 19世紀代に比定される。 
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第10章西原大塚遺跡第36地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

西原大塚遺跡は、志木市幸町 3丁目一帯に広がる市域最大規模の遺跡で、東武東上線志木駅から 1km 

程西方に位置している。遺跡は、北西方向に柳瀬川を望む台地上に立地するが、武蔵野台地の北端であ

るため、標高が遺跡南端で、約19m、北端で、約13mを測るように、南から北方向にかけて序々に標高が低

くなり、北側の標高約 8mの低地へと移行している。また、台地から低地への移行の地形は、遺跡の西

側ではゆるやかな傾斜地であるが、北側では比較的に急な段差状を呈している。遺跡、の現況は大部分が

畑地であるが、この地区で西原特定土地区画整理事業が実施されており、今後、急速に住宅建設を始め

とする各種開発行為の増大が予想される。

本遺跡は、昭和 48年に第 1回目の発掘調査が実施され、以後の調査により、|日石器時代、縄文時代前・

中期、弥生時代後期、古墳時代前・後期、奈良・平安時代、中 ・近世の複合遺跡であることが判明して

きた。特に、 大規模開発である区画整理事業に伴う調査により、面的な貴重な資料の蓄積が進み、今後

は総合的な研究が期待されるものである。 

( 2 )発掘調査の経過

確認調査は、平成 8年10月11日に実施した。調査区の長軸方向に合わせ、 3本のトレンチを設定し、

第78図 周辺の地形と調査地点(1 /5000) 平成  9年 3月31日現在
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パックホーで表土を剥ぐ。同時に遺構確認

作業を行った結果、住居跡と思われる遺構

を4基確認した。その後、遺構のプランを

確認しながら、周囲の表土剥ぎを行い、翌� 

12日にはその作業を終了した。残土は遺構

の分布しない調査区南端に置くことで処理

することにした。

人員導入による発掘調査は10月15日から

開始した。まず、午前中に調査区域内の整 。備と細部の遺構確認作業を行い、午後から

は遺構の精査に入る。遺構は出土土器から

弥生時代後期末葉~古墳時代初頭の住居跡� 

(141-144 Y)であることが判明した。� 

21日、� 141Yの炭化材出土状態の写真撮

影を行い、� 142・143Yについては、遺物の 。 10m 
出土状態をドットとして記録し、終了後順

次取り上げることにした。 第79図遺繕分布図(1/200) 

22日、� 141Yの炭化材出土状態の平板測量を行い、� 142・143Yは遺構の平板測量を終了する。
 

23日、� 141・142Yの遺構の平板測量を終了、� 24日には遺構の全体写真の撮影を終了する。その後、� 14
 

4Yについては、遺構の平板測量を行い、貯蔵穴の実測を終了する。
 

25日、� 141-144Yの掘り方の精査を開始し、同日にはすべての写真撮影 ・実測を完了する。


第� 2節検出された遺構と遺物

(1)住居跡
 

141号住居跡(第80図)


〔住居構造J143号住居跡に切られる。大部分が調査区域外にあるため、詳細は不明である。(壁高)23 


-30cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅� 8-16cm・下幅� 4
 

-6cm、深さ� 4-7 cmを測る。(床面)壁際を除いてよく硬化した床面を確認した。貼床は� 6-20cmの


厚さを呈し、土層図の14-20層が相当する。(炉跡)西側の壁より� 80咽程離れたところに、炉であるか


は不明であるが、床面がカリカリに焼けた部分を確認した。(柱穴)� 3本確認されたが、壁際の� 1本は


後世のものと思われる。本住居跡に伴うと思われる� 1本は深さ48cm、残りの� 1本は貼床下からの検出で


深さ47cmを視回。(覆土)12層に分層される。


〔遺物〕床面上及び覆土中から土器が出土した。

〔時期〕弥生時代後期末葉から古墳時代初頭。

〔所見〕壁際より炭化材が多く出土していることから、焼失住居と思われる。� 

141号住居跡出土遺物(第84図� 1、第85図� 4.....6) 


壷形土器(1・4)
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lは現器高10.2cm、推定口径19.6cm。口縁部は幅広の複合口縁を呈し、その複合部と口唇部には� LR

の単節斜縄文が施される。また、複合部には棒状浮文が約� 4cmの間隔を開けて付けられてお り、一周で

は推定で12個になるものと思われる。胎土には黄褐色粒子・砂粒・小石を含む。調整は内外面ハケ目調

整後へラ磨き調整が施されるが、へラ磨き調整の方向は内面が横方向で外面が縦方向である。赤彩は口

縁部の複合部文様帯を除いた全面に施される。西壁近くの床面上からの出土で、口縁部から頚部にかけ

てを1/4程遺存する。� 

4は胴部付近の小破片である。外面には赤彩が施されるもので、内面は横方向のへラナデ、外面はハ


ケ目調整後へラ磨き調整が施される。胎土には黄褐色・茶褐色粒子を含む。覆土中から出土である。


童形土器(5・6)
 

5は口縁部小破片で、平坦に面取りされた口唇部の外面にはハケ状工具による刻み目が付される。内

外面ハケ目調整が施される。色調は黒褐色を呈し、胎土には黄褐色粒子を僅かに含む。西壁近くのほぼ

床面上からの出土である。� 

6は口縁部小破片で、口唇部外面には弱い押捺が施される。胎土には黄褐色粒子を僅かに含む。内面

はハケ目調整、外面はへラナデが施される。覆土中からの出土である。� 

142号住居跡(第81図)

〔住居構造〕北東コーナーは調査区域外にあるものと考えられる。� 143号住居跡に切られる。(平面形)

隅丸方形。(規模)不明� X4.50mo (壁高)残りの良いところで41-45cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。� 
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1層 表土�  
2届ローム粒子を僅かに含む黒色土。� 

O 
3層ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
4層ローム粒子・ローム小プロ シクを含む明茶褐色士。� 

5層ローム粒子 ・ロームプロックを多く含む暗黄褐色土。� 
6層ローム粒子・ローム小プロック・焼土粒子含む明茶褐

色土。� 
7層ローム粒子 ・ローム小プロシク・焼土粒子・炭化物粒

子含む明茶褐色土。� 

8届ローム粒子 ・ローム小プロック・焼土粒子含む暗茶褐

色土. 
9層焼土粒子 ・焼土小プロックを多く、ローム粒子・炭化

物粒子含む暗赤褐色土。� 
10届ローム粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 
II届ローム粒子・ローム小プロックを含む明茶褐色土。� 

12層ローム粒子を含む黒色土。� 
13届ローム粒子・ローム小プロックを多く含む暗黄褐色土。� 
14層ローム粒子・ロームプロックを多く含む暗黄禍色土。「�  
15層ローム粒子 ・ロームブロ� γクを多く含む黄褐色土。� 
16届ロ ーム粒子 ・ロームプロックを含む黒色土。� 

17層ロ ーム粒子 ・ローム小プロック ・焼土粒子含む暗茶褐� i
卜貼床

色土。� I 
18層ローム粒子・ロームプロックを多く含む暗黄褐色土。� 
19届ローム松子・ロームプロックを多く含む暗黄褐色土。� 
20層ローム粧子 ・ロームプロックを含む黒色士。� --' 

21層ローム粧子・ロームプロックを多く含む暗黄褐色土

(柱穴の貼土) 
22層ロ ームプロック。� 

23届 ローム粒子・ローム小プロックを多く含む暗黄褐色土。� 
24層ローム粒干を含む黒色土e 

25層ローム粧子 ・ロームブロックを宮む暗黄褐色土。� 

叶

2m 
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(壁溝)西壁の中央付近で一部途切れるほかは、確認できる範囲では全周する。上幅12-20cm・下幅� 4 

-8 cm・深さ� 4 -l1cmを測る。(床面)壁際のごく一部を除き、よく硬化している。貼床が厚さ� 10-15 

cmで施されており、土層図の11-15層が相当する。(炉跡)炉の半分は調査区域外にあると思われる。

住居中央より北壁に偏って位置する。地床炉で、焼土の厚さは� 5cmを損l見。壷の胴部を炉体土器として

使用していたと思われる。(柱穴)主柱穴4本のうち� 3本が確認できた。南側の� 2本は重複した形態を

呈する。また、南壁中央付近にある小ピットは、入口梯子穴と思われる。(貯蔵穴)南壁の南東コーナー

に偏って位置し、平面形は隅丸長方形を呈し、規模は56 x41cm・深さ36cmを測る。覆土は� 3層に分層さ

れ、土層図の� 8-10層が相当する。北側には、高さ� 3cm程の、弓状を呈する凸堤が巡っている。(覆土)� 

7層に分層される。

〔遺物〕床面上及び覆土中から土器が出土した。

〔時期〕弥生時代後期末葉から古墳時代初頭。

〔所見〕南東コーナーに、赤色砂利層が� 3cm程の厚さで検出された。いわゆる祭壇状遺構と思われる。� 

142号住居跡出土遺物(第� 84図� 2・3、第85図� 7-14) 

器台形土器(2 ) 

A .lZ4岡

園 田赤色砂利層検出範囲
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現器高3.3cm、推定口径11.6cm。内湾気味に聞く器受部である。内外面赤彩され、その後ていねいに

へラ磨き調整が施される。胎土には黄褐色粒子を多く含む。南東コーナーの赤色砂利層の直上からの出

土で、器受部を1/2弱遺存する。

壷形土器c7~1 1) 


7は口縁部の小破片で、口縁部内面には網目状撚糸文が施される。口唇部には赤彩が施され、胎土に

は茶褐色粒子・砂粒を含む。覆土中からの出土である。 

8は口縁複合部の小破片で、内外面に RL、口層部に LRの単節斜縄文が施され、外面には円形赤彩

文が付される。胎土には砂粒を僅かに含む。貯蔵穴近くの床面上 6cm浮いた覆土中からの出土である。 

9・10は頚部文様帯部分の小破片で、羽状の単節斜縄文が施される。 9は貯蔵穴 00層)からの出土

で、胎土には黄褐色・ 茶褐色粒子を僅かに含む。 10は炉跡近くのほぼ床面上の出土で、外面無文部は赤

彩され、胎土には黄褐色粒子を僅かに含む。 

11は胴部上半の破片で、文様は LRの単節斜縄文の下端に 4条 1単位の S字状結節文が施される。ま

た、単節斜縄文上には円形赤彩文が lケ所付され、外面無文部は赤彩される。胎土には黄褐色 ・茶褐色

粒子を多 く含む。炉跡に埋まっていたことから、炉体土器の一部と考えられる。

鉢形土器 (12)


口縁部小破片である。口縁部は複合口縁を呈し、その上端と下端にはハケ状工具による刻み目が付さ


れる。胎土には黄褐色・ 茶褐色粒子を含む。内外面へラ磨き調整が施される。南東コーナーの床面上 5
 

cm浮いた覆土中からの出土である。


聾形土器 (3・13・14)
 

3は台付費の脚台部である。現器高 6.5cm、推定口径11.4cm。胎土には砂粒を僅かに含み、内外面は


へラナデが施される。南東コーナーの赤色砂利層の直上からの出土で、脚台部を1/ 4程で遺存する。
 

13は口縁部小破片で、口層部外面には刻み目が付される。胎土には黄褐色粒子・砂粒を含む。器面が


摩耗しているが、ハケ目痕が僅かにみられる。南東コーナー近くのほぼ床面上からの出土である。
 

14は口縁部から胴部上半にかけての破片で、口縁部は「く」字状を呈する。口唇部外面には比較的に

細かい押捺が付され、胎土には黄褐色・撞色粒子を含む。外面及び口縁部内面はハケ目調整、内面は以

下へラナデが施される。貯蔵穴上層とその付近からの出土である。 

143号住居跡(第82図)

〔住居構造) 141・142号住居跡を切る。住居北東隅と南東隅の一部は調査区域外にあるものと考えられ

る。(平面形)隅丸長方形を呈する。( 42 x 5. 66 m 6. 規模)
 (壁高) 13-25cmを調印、ほぼ垂直に立ち0 

上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅 13-26cm・下幅 6-12cm・深さ 8-15cmを測る。 

(床面)南壁と東壁側に硬化した面が確認できたが、全体的には軟弱気味である。 6-20cmの厚さで貼

床が施されており、 土層図の 8-10層が相当する。(炉跡)住居中央に 2ケ所確認された。住居のほぼ

中央に位置する ものは、径 43cmの円形を呈し、深さ 9cmを測る。住居中央よりやや西壁に偏って位置す

るものは、径 74x 63cmの楕円形を呈し、深さ 15cmを測る。(柱穴)主柱穴 4本のうちの 3本が確認でき

たが、 北東コーナーの 1本は調査区域外にあるものと思われる。北西コーナーの柱穴のみ 3本の重複形

態を呈 している。 (貯蔵穴)南東コーナーの深さ 23cmの掘り込みのものが、貯蔵穴であろうか。覆土は

上層がローム粒子を含む黒褐色土、中層が小砂利を含む黒褐色土、下層がローム粒子・ローム小ブロ ッ 
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クを多く含む明茶褐色土を基調とする。(覆土)� 6層に分層される。

〔遺物〕床面上及び覆土中から土器の破片が散在的に出土した。

〔時期〕弥生時代後期末葉から古墳時代初頭。

〔所見J33の土器が144号住居跡出土遺物と住居間での接合が可能になったことは注目される。� 

143号住居跡出土遺物(第85図 15~3 1)


壷形土器 (15~23) 

15は口縁部小破片で、複合口縁の下端に刻み目が付される。複合部外面には� LR'RLの単節斜縄文

が羽状に施され、内面はへラ磨き後赤彩される。胎土には黄褐色粒子を含む。貯蔵穴近くの床面上から

の出土である。� 
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1層撹乱。� 
2層ローム粒子を僅かに含む黒褐色土。� 
3層ローム粒子・ローム小プロックを含む暗茶褐色土c 

4層ロームプロック 。� 
5層ローム粒子 ・ローム小プロ ックを多く 含む暗黄褐色土。� 

6層 ローム粒子 ・ローム小プロックを含む黒褐色土。� 
7層 ローム粒子 ・ローム小プ ロック を多く含む暗黄褐色土。� 

8層ローム粒子・ロ ーム小プロックを含む暗褐色土。� I 
9層ローム粒子を含む黒色土。 卜貼床 
  
10層ローム粒子・ローム小プロックを多く含む暗黄褐色土。」
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16は内外面へラ磨き調整が施される単純口縁を呈する口縁部小破片で、胎土には黄褐色粒子を含む。

西壁近くの床面上12cm浮いた覆土中からの出土である。� 

17は端末結節縄文を伴う� RLの単節斜縄文が施されるもので、無文部は赤彩されている。胎土には茶

褐色粒子を含む。内面はへラナデ後組いへラ磨き調整、外面はへラ磨き調整が施される。西壁近くの床

面上� 4cm浮いた覆土中からの出土である。� 

18はRLの単節斜縄文を施した後、下端に� 2条の� S字結節縄文がまわるもので、無文部は赤彩されて

いる。胎土には茶褐色粒子を含む。内面はへラナデ、外面はへラ磨き調整が施される。南東コーナーの

柱穴近くの床面上14cm浮いた覆土中からの出土である。� 

19はRL・LRの単節斜縄文が羽状に施されるもので、無文部は赤彩されている。胎土には茶褐色粒

子を含み、内面はへラナデが施される。南西コーナーの床面上からの出土である。� 

20・21は外面赤彩後に櫛描文が描かれる。� 20は8本� 1単位の波状文� 3段と直線文の直下に扇形文が描

かれている。北西コーナーの床面上約� 7cm浮いた覆土中からの出土である。� 21は6・7本1単位の直線

文と波状文が描かれている。胎土に黄褐色粒子を多く含み、貯蔵穴内からの出土である。� 

22・23は底部破片である。� 22の胎土には黄褐色・茶褐色粒子を多く含み、内面はへラナデ、外面はハ

ケ目調整後粗いへラ磨き調整が施される。炉跡近くの床面上10cm浮いた覆土中からの出土である。� 23は

底部に木葉痕を残し、胎土には黄褐色粒子を含む。内面はへラナデ、外面はハケ目調整後粗いへラ磨き

調整が施される。住居中央よりやや北側に寄った床面上19cm浮いた覆土中からの出土である。

高部形土器� (24)

脚台部の破片で、裾部は弓状に外反する。内外面ハケ目調整が施されるが、内面はその後粗いへラ磨

き調整が施される。胎土には茶褐色粒子・砂粒を含む。住居中央よりやや北側に寄った床面上12cm浮い

た覆土中からの出土である。

壷形土器 (25~3 1) 

25・26は口縁部破片で、同一個体であろう。口唇部外面にはハケ状工具による刻み目が付される。胎

土には砂粒を含む。内外面ハケ目調整後軽い横ナデが施されるが、内面にはその後粗いへラ磨き調整が

施される。� 25は南東コーナーのほぼ床面上、� 26は南壁寄りの床面上� 5cm浮いた覆土中からの出土である。� 

27・28は口唇部を欠く頭部破片である。� 27の内面はへラナデ、外面はハケ目調整が施されるが、口縁

部はその後軽い横ナデが施される。胎土には砂粒・小石を含む。住居中央よりやや北壁に寄った床面上� 

7cm浮いた覆土中からの出土である。� 28の外面及び内面頭部はハケ目調整、内面は以下へラナデ。胎土

には黄褐色粒子を含む。南東コーナーの柱穴近くの床面上� 4cm浮いた覆土中からの出土である。� 

29--31は台付費の胴部下半の破片である。� 29の内面はへラナデ、外面は目の粗し、ハケ目調整が施され

る。胎土には黄褐色粒子・砂粒を含む。南東コーナーの柱穴中からの出土である。� 30は脚台部との境界

部に接合面が観察される。内面はへラナデ、外面はハケ目調整が施される。胎土には黄褐色粒子を僅か

に含む。炉跡近くの床面上� 3--7 cm浮いた覆土中からの出土である。� 31も30と同じ技法の接合面が観察

される。外面及び内面下半はハケ目調整、 内面上半はへラナデが施される。 胎土には砂粒を僅かに含む。

住居のほぼ中央に位置する炉跡内からの出土である。� 

144号住居跡(第83図) 

(壁高) 9 --20cmを測り、ほぼ垂直に立56m0 3. 84 x 3. 〔住居構造) (平面形)隅丸長方形。(規模) 
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ち上がる。(壁溝)確認できなかった。(床面〉炉跡の付近を中心iこ、壁際を除き良く硬化している。

(炉跡)住居中央よりやや北壁に偏って位置する。 80X65cmの楕円形を呈し、 深さ は7cmを測る。(柱穴)

住穴に相当するものは確認できなかったが、入口の梯子穴と思われる深さ15cmの小ピ ット1本が南壁寄

りから検出された。(貯蔵穴)南東コーナーのものが該当すると考えられるが、ここ では東壁中央に接

するものも貯蔵穴として取り扱った。前者をく貯蔵穴A)、後者をく貯蔵穴B)とする。<貯蔵穴A) 

48x 29cmの楕円形を呈し、深さは29cmを測る。北側には幅28-38cm・高さ� 4cmの弓状を呈する凸堤が巡っ

ている。覆土はローム粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。<貯蔵穴B)40x 30cmの楕円形を呈し、深

さは10cmを測る。 覆土はローム粒子・ロームブロックを含む黒褐色土を基調とする。� (覆土)11層に分

層される。

~ 
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ω. 

，4...llS 醒盟 赤色砂利層検出範囲� 
鍵

1層擾乱。� 
2層 ローム粒子 ・ローム小プ ロックを含む黒褐色士。� 
3層 ローム粒子 ・ローム小プ ロックを含む暗茶褐色土。� 
4層 ローム粒子を含む黒褐色土。� 
5層 ローム粒子を含む黒褐色土。� 

6層ローム粒子を含む黒色土。� 
7層ローム粒子を含む黒色土。� 

8層 ロームプ ロック。� 
9層 焼土粒子を多く 、ロー ム粒 子を含む明茶褐色土。� 
10層 ローム粒子を含む黒褐色土。� 
11層ロ ー ム粒子 ・ローム小プ ロ ックを多 く含む暗黄褐色土。� 
12層 ローム粒子 ・ローム小プロ ック を含む黒褐色土。� 
13届 ローム粒子 ・ローム小プロックを多 く含む暗黄褐色土。 (貼床)
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141号住居跡出土遺物� 

2.3 142号住居跡出土遺物 lQeD 

第84図住居跡出土遺物� 10/4) 
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〔遺物〕土器小破片が僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代後期末葉から古墳時代初頭。

〔所見〕南東コーナーから赤色砂利層が 4cm程の厚さで検出された。いわゆる祭壇状遺構と思われる。

また、 33の土器が143号住居跡出土遺物と住居間での接合が可能になったことは注目される。 

144号住居跡出土遺物(第85図32-35)

壷形土器 (32-34) 

32は幅広の複合口縁を呈する口縁部小破片である。下端に刻み目を付す複合部には端末結節文を伴う

単節斜縄文が 3段羽状に施され、口層部にも LRの単節斜縄文がまわる。内面は赤彩後へラ磨き調整が

施される。東壁近くの床面上 7cm浮いた覆土中からの出土である。 

33は住居間接合が可能になった土器で、拓本右端の破片が143号住居跡出土のものである。幅広の複

合口縁を呈する口縁部破片で、口層部には RLの単節斜縄文が施され、複合部には 2段の単節斜縄文を

羽状に施し地文とし、その後14・17本を 1単位とした縦位沈線文が描かれる。赤彩は内面と複合部の縄

文施文部に観察される。胎土には黄褐色粒子を多く含み、内面はへラ磨き調整が施される。南西コーナー

近くの床面上 2-10cmの範囲の覆土中からの出土である。 143号住居跡出土は北西コーナーの柱穴近く

のほぼ床面上からの出土である。 34は33の土器と同一個体で、口縁部から頚部にかけての破片である。

南西コーナー近くの床面上からの出土である。

聾形土器 (35)


胴部小破片で、胎土には黄褐色粒子を多く含む。内面はへラナデ、外面はハケ目調整が施される。南

西コーナーの床面上からの出土である。 

(2 )遺構外出土遺物(第86図)


縄文時代の土器が検出されている。時代的には前期~後期にかけての土器であり、 1-4群に分類さ


れた。

第 1群土器前期後葉の諸磯式土器(1)

半載竹管により直線的な文様が描かれている。色調は黒褐色を呈し、胎土には金雲母・砂粒を含む。

第 2群土器中期前葉の阿玉台式土器 (2・3)
 

2は口縁部小破片である。口縁部は波状口縁を呈し、文様は半載竹管による 2本の結節沈線で描かれ

ている。胎土には金雲母を多く含む。 

3は隆帯に沿って角押文が施され、その他は半載竹管による結節沈線や刺突文が描かれる。


第 3群土器中期後葉の加曽手IJE式土器 (4-6) 


いずれも胴部小破片で、 4は撚糸文を地文とし、蛇行する隆帯による懸垂文が描かれている。


ぷ119石川九「γ?雌 n州仏!?門j 三 円
84稔札ポ  ι十いは3臨時川


崎 16i宅捜33 γ31 
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5は地文の条線が縦位に施される。 6は地文として LRの単節斜縄文が施される。

第 4群土器後期前葉の称名寺式土器(7)

帯縄文によって J字文が描かれており、 J字文は沈線区画内に RLの単節斜縄文が充填されている。
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第11章まと め

ここでは、以下の 3項目について、若干のまとめを行うものとする。

1.城山遺跡第34地点の 125'"127号住居跡について

本地点からは 3軒の住居跡が検出されているが、いづれも古墳時代後期に比定される ものである。住

居跡はそれぞれ重複してお り、 その切り合いから、 3軒の住居跡の新旧関係は 127H → 125H → 126Hで

あることが判明 した。これらの住居跡は、それぞれ 6世紀前葉、 6世紀末葉、 7世紀後葉という時期の

近接したもの同士の切り合いであるため、土器編年の視点から考えると細かな土器の変化が層位的に立

証された貴重な資料であると評価できょう。以下、杯形土器を中心に時代順にその特徴を見てみる こと

にする。 

<1期> 6世紀前葉…127号住居跡

本住居跡からは、土師器杯形土器 3点と須恵器器台形土器 1点が出土した。 

1は推定口径11.2cm、 2は推定口径12.7cmを測り、両者は口縁部がツンと短く外反し、底部から体部

にかけては塊状を呈 し、外面はへラ磨き調整により光沢をもっ土器である。これらは、口径13cm未満の

いわゆる「比企型杯」の初現段階に該当する土器と考えられる。

いわゆる「比企型杯」については、水口由紀子氏の研究成果 (水口 1989a)があるが、 これによる

と、 1・2の土器は I段階 (5世紀末-6世紀前半)の域を出ること はないものと考えられる。ただ、

水口氏は I段階の特徴として、土器の法量の基準を口径14cm前後に規定 しているが、埼玉県坂戸市桑原

遺跡を分析した村田健二氏は、 1-1期 (5世紀第 4四半期後半-6世紀初頭)については、「この段階

から、棚田 SJ4-4のよう な大型(径14.5cm)製品が認められ、一般型 (径12.0cm)を含め当初から法

量差の異なる 2種が存在していたことが理解できる。用途別に意識して製作されたものであろ う。J(村

田 1992)として、比企型杯出現当初において、すでに用途による使い分けが行われていたとする見解

に注目される。この大型製品と同類ものは、志木市中野遺跡第 2地点 3号住居跡か らも1点確認されて

いるが、この出自については、今後の資料の増加を待って検討したものと考えている。 現段階では、比

企型杯の出現当初の土器の法量は、本資料のような口径13cm未満の比較的に小型のものが標準であるも

のと考えることにしたい。 

3の土器については、口径14.6cmを測る大型の有段杯である。この土器の第一の特徴としては、前述

した 1・2の比企型杯の胎土 ・調整等に非常に類似しているものと指摘できる。こうした特徴を もっ土

器は、当市では、城山遺跡23・24・51・66号住居跡から出土している。また、 最近では隣市の朝霞市大

瀬戸遺跡第 1号住居跡(渡辺 1996)からも、こうした比企型杯と胎土・ 調整が類似する大型の有段杯 

2点が、 TK10段階の須恵器と共伴しており、時期を決定する上で注目に値する。およそ、 6世紀中頃

に比定できるであろう。 しかし、大瀬戸遺跡のものと本例の 3の土器を比較 してみると、大きな相違は、

口縁部の聞き具合にある。前者は大き く外反 ・外傾するが、後者は直立気味で大きく聞かない。さらに、

口唇部内面直下には沈線がまわるという特徴を加味すると、 3の土器は、MT15段階の須恵器杯蓋を忠

実に模倣している土器と言えることができる。

有段杯の大型化について、水口氏は、 「須恵器の拡大に呼応し、土師器杯・ 境類の口径 も15-16cmと 
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大きい。 I段階に比べ、口径に対して器高が低くなる。」段階を E段階 (6世紀後半)に比定している

(水口 1989b)。 しかし、もし須恵器の拡大に呼応するのであれば、陶邑編年でいう TK10・TK43段

階より前の MT15段階に大型化の傾向がみられるはずである。千葉県君津郡袖ケ浦町大竹古墳群第 4号

墳 (田形他 1991)からは、 MT15段階の須恵器趨と大型化した有段杯が、蓋と身のセットで出土して

いる。このことから、有段杯の大型化は、須恵器の大型化よりも半世紀も遅れて顕現するのではなく、

須恵器の大型化の時期と連動している可能性がある。つまり、 MT15段階の須恵器の大型化の時期は、

同時に土師器杯の大型化の時期でもあると言うことができるのである。

以上、 1-3の杯形土器については、まず 1・2の比企型杯から、大まかに 5世紀末-6世紀初頭に

比定することができるが、 3の大型有段杯から、須恵器の大型化が顕現する MT15段階の 6世紀第 1四

半期に比定する ことが可能であると言える。そして、同時に 1-3の土器は、胎土・調整等の類似から

同一場所で製作された ものであり、その場所の特定には比企型杯の中心地が深く関係したものと考えら

れる。 

OI期> 6世紀末葉… 125号住居跡

本住居跡からは、土師器杯形土器 4点、土師器聾形土器 4点、土師器甑形土器 l点、混恵器杯蓋 1点、

須恵器器台形土器 1点、須恵器形土器 1点、須恵器聾形土器 1点が出土した。ここでは、土師器杯形土

器である 1・2のいわゆる 「比企型杯」について触れることにする。 

1は器高 5.0cm、推定口径 13.4cm、 2は器高3.4cm、推定口径13.7 cmを測り、両者は口径ではほぼ同値

であるのに対し、器高では大きく異なることがわかる。また、共通して、口唇部内面直下には沈線がみ

られないこと も特徴であろう。

埼玉県坂戸市稲荷前遺跡の分析を行なった富田和夫氏によると、 1の土器は「前代の主系列である比

企型杯A1aJに分類される(富田 1992)。これについては、口層部内面に沈線をもたず、口縁部が内

屈する特徴の土器で、 I期 (6世紀末葉)に該当するものである。 2の土器については該当するものは

、。Lな 

そこで、水口氏は、 2の土器を含め、こうした 2者の特徴をもっ土器について、 E段階 (6世紀末~  

7世紀初頭)の第 2小期に「口径 13cm台のものが中心で、器高のさらに低いものが加わる。」としてい

る。第 3小期の「口層部内側に沈線がめぐるものでてくる」段階以前の特徴であることが理解できる。

以上、 1 • 2の比企型杯の特徴は、大きく 1の土器が前段階の特徴である深身のものを踏襲しながらも、

体部上半に稜をもつものに変化したもので、 2の土器は偏平なものに変化したものの、口径値そして体

部には稜が出現していないという塊状の基本形は前段階の特徴を受け継いでいるものと読み取ることが

できる。 これらの土器群は、 器形的にも不安定さを基本とするが、前段階の延長上にあり、成形・調整

技法の点でも外面にへラ磨きが施されるということで、多少の退化傾向を指摘することができるが、連

続する一群の中で理解が可能である。

しかし、次段階に主流となる口層部内面に沈線をもっ土器群については、頚部に明瞭な稜が形成され、

赤彩の範囲が内面及び口縁部外面に施されることや調整技法では底部外面にへラ削り痕が顕著に残るな

ど、 1 • 2の土器と比べ、大きな変化と定型化の現象が生じている。中でも前段階で必ず行われていた

へラ磨き調整が省略され、へラ削り痕が顕著に残るという特徴は、製作上、一工程の省略を意味するも

のであ る。これは、つまり、土器の量産化を裏付けるものであろう D

この ことから、富田氏が 「前代の主系列」とする土器は、実は次段階で量産化された口縁部内面直下 
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に沈線をもっ土器群に控える一過性の強い土器であるものと考えられる。そして、これらの土器群は、

以後その主流から外れ、 7世紀の前半には姿を消すことになる。さらに、このことは、富田氏が、いわ

ゆる「比企型杯」が 1m乃至W期をもって型式的連続性は解体してしまう。だが、その後も胎土 ・色調 ・

成形技法とも何ら変わりない土器群が存続するのも事実」とし、「続比企型杯」と類例化しているが、

「連続性の解体」なる現象は、ある意味では、製品としての真価を問われる取捨選択とも言えることが

でき、こうした動向は、すでに 7世紀に入る前の段階に行われていたものと想像することができる。つ

まり、比企型杯の本格的な操業は、 7世紀前半の段階に口縁部内面に沈線をもっ土器をもっ て開始され

たとも言えるのである。 

<m期> 7世紀後葉…126号住居跡

本住居跡からは、土師器杯形土器 3点、須恵器杯蓋 l点、須恵器杯身 l点、土師器甑形土器 l点、 土

師器聾形土器 1点が出土した。

まず、土師器杯形土器 3は、いわゆる「比企型杯」である。その主たる特徴は口径10.2cmを測り、杯

形土器では最も小型化した段階のものと言うことができる。

須恵、器部身・杯蓋については、小破片で、あるため、全形を知ることができないが、様相としては、杯

身・蓋ともに小型化した傾向が看守でき、 3の土器同様に最も小型化した段階の ものとすることができ

る。つまり、陶邑編年では、 E型式 6段階、 TK217段階に比定することが可能である。

以下、比企型杯と須恵器が、最も小型化した段階の土器について考えてみることにする。

比企型杯については、水口氏が、 W段階c7世紀中頃を中心とする時期)を 110cm台のものが中心と

なる段階と、 llcm台のものが中心となる段階の、二つの小期に区分することが可能である。」というこ

とから、最も小型化が進んだ段階をW段階第 2小期に比定することができる。富田氏は、稲荷前遺跡の

報告中、「小型化が最も進んだ段階」をN期とし、「須恵器供膳器が最も小振りとなる時期から立野遺跡

に示されるやや口径の拡大した杯・蓋類を含む段階」に対応させ、 7世紀3/4-4/4期にかけての年代

を与えている。富田氏のこのような見解は以前、「今井 G2住・八幡A1住→今井 G5住→立野南 2住」

の土器の変遺を捉え、「今井 G2住と八幡 A1住では所調『逆転期』前の杯A、蓋 Aが伴い、その限 り

においては飛鳥 Eの器種構成といえるが既に主体は杯 B、蓋 Bに移行しており、飛鳥 Eの様相に近い」

に根。」四半期に考えてよかろう3世紀第7とし、「前期難波宮整地層及びその下層出土土器の関係から

底があるものである。そして、こうした富田氏の考えを支える上で、白石太一郎氏の一連の研究は重要

である。白石氏は「前期難波宮の整地層ないしその下層から検出される須恵器 ・土師器が、大部分飛鳥 

Iから飛鳥 Eでも比較的古い型式のものにかぎられる」とし、「飛鳥 Eの暦年代を総合的に再検討する

と、その暦年代を 7世紀の中葉以前におさえ込むことは困難なのであって、640-670年頃に下げて考え

ざるをえない」と結論付けたのである。

木封和紀氏は千葉県市原市椎津茶ノ木遺跡の報告中、「飛鳥 Eに比定され、少なくとも TK217型式期

の新古の二段階に細分し得る川原寺下層及び前期難波宮整地下層ないし朝堂院東回廊出土の須恵器の新

段階のものが 7世紀中葉から第 3四半期の前年代にそれぞれ比定するこ とが可能であろう。J (木封 19 

93)としている。

以上から推測すると、飛鳥 II-飛鳥 mの様相が陶邑編年では、中村編年の E型式 6段階-m型式 1段

階、田辺編年の TK217段階に相当するものと考えられ、最近では、飛鳥 E・TK217段階の下限が 7世

紀後半にまで下って比定される傾向にあるように理解できる。これにより、本住居跡出土の比企型杯 ・ 
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須恵器は、以上のような須恵器の研究から、� 7世紀後葉に比定することができる。� 

2. 田子山遺跡第48地点の53号住居跡出土土器の時期について

本住居跡からは、土師器杯形土器� 9点と土師器聾形土器� 5点が出土した。以下、本住居跡出土土器に

の時期について考えることにする。

杯形土器

杯形土器は、大きく以下のとおりに分類することができる。� 

A類 いわゆる 「比企型杯」である� (3・4)。� 

B類 いわゆる 「続比企型杯」で、全体に境状を呈するもの� (5-7)。 

l 口径llcm前後のもの� (5・6)。� 

2 口径12cm前後で、やや深身のもの(7)。� 

C類有段杯の系譜にあるものc1・� 2・9)
 

l 口径10cm未満のものc1・� 2)。
 

2 口径13cm未満のもの(9)。
 

D類粗雑品�  (8)。

まず、� A類については、内面及び口縁部外面に赤彩が施され、内面口層部に沈線がまわる口径llcmを

測るもので、いわゆる「比企型杯」に相当する。特に、ここで・口径llcmの数値に着目すると、水口編年

のIV段階� illcm台のものが中心となる段階」に比定することができる。実年代については、� 7世紀中頃

を中心とする時期が与えられる(水口� 1989)。� 

B類については、富田氏が稲荷前遺跡の報告中、「杯CJに分類した「小型の深境風の形態Jに相当

るものである。「続比企型杯」は、富田氏によって提唱されたもので、「水口氏の言う『比企型杯』消滅

する段階の土器群、具体的には杯B2類・� C・D類と皿A-C類を主要構成器種とする杯類」とした土

器群に対してを規定している。そして、その出現時期をW期c7世紀3/4-4/4期)の段階としている

(富田 1992)。つまり、本稿のA類についても、富田氏によれば、それは杯B2類に相当し、「続比企型

杯」の範晴で捉えられものであろう。しかし、本稿では、敢えて「続比企型杯」を使用する場合は、本

稿B類のみを規定することにしたいと考えている。それは、富田氏が「胎土・色調・成形技法とも何ら

変わりない土器群」とした土器に比べ、余りにも本稿B類は、様相を異にするからである。特に、以下

の2点について触れて置きたい。� 

① 	 口縁部の形態が、� S字状に屈曲するもの、須恵器杯蓋に類似するものの二者に含まれない。形態

は全体的に底部から口縁部にかけて、塊状を呈するものである。これについては、飛鳥n.mとす

る暗文土器の出現が最近の須恵器の研究から、� 7世紀後半に比定され、本類の出現時期とほぼ同時

であることと両者の形態が塊状を呈するという共通点から、本類についても金属器の影響下で製作

された土器であるものと考えられる。� 

② 	 本類の� 5・6の内面底部には左回りの渦巻き状の成形痕が観察されることから、明らかにA類や

その他の比企型杯には見られない特徴である。これについては、回転台の利用が考えられる。

筆者は、以前に「城山遺跡における有段杯につ.いて」の中で、口唇部内面の沈線に着目し、「比企型

杯の生産を軌道にのせた主体者は、以前に模倣杯あるいは須恵器の製作に何らかの関係で携わっていた

ものと想定できょう」と述べたことがある(尾形� 1991)。つまり、比企型杯自体の定型化した土器の 
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誕生が、元来須恵器の影響下で製作されたものであるならば、「鬼高系模倣杯の影響を多分に受けた」

とする杯 B2類を含め、富田氏が土器群で捉えたすべてを「続比企型杯」に規定するには、やや問題が

あるように考えられる。そのため、私見としては、「続比企型杯」を使用する場合は、 金属器の影響下

で製作されたであろう本稿 B類とした土器に限定したいものと考えている。 また、本稿 A類のような須

恵器あるいは模倣杯の影響下で製作されたものついては、「続比企型杯」 とは区別し、依然 「比企型杯」

の範曙で理解したいものと考えている。 

C類については、口縁部と底部との墳に段を有することから、 有段杯の系譜にある ものと考えられる。

これについて、赤熊浩一氏が、「須恵器模倣杯の系譜を引くもの」 と規定した (赤熊 1985)土器に共

通するものである。この土器については、「真間式土器の成立」 とした「杯BI-Billの存在」の中で

も存在することが確認されており、具体的には「立野南 2住」の段階c7世紀末葉 -8世紀初頭)まで

確実に存在するものと考えられる。

聾形土器

聾形土器については、 特に全形を知り得る 14の土器について触れることにする。この土器については、

筆者が志木市田子山遺跡17号住居跡出土の聾形土器を 1-4類に分類しているが、その中で 3類「最大

径を口縁部に測り、胴部は直線的であるが、上半にやや膨らみをもっ」に相当するものである。そ して、

「城山遺跡では類例がないため、城山遺跡の時期より後出のタイプのもの」としている (尾形 1996) 

が、現在、城山編年の再編成の時期でもあり、今後の課題になるが、 城山編年最新の四期は、 7世紀後

半まで下る可能性がある。

以上、本住居跡出土土器は、まず、杯形土器の A類が口径11crnを測り、まだ後出段階の特徴である口

径10crn以下にはならないことから、須恵器杯形土器が最小化する陶邑編年の TK217段階以前である可

能性があるものと考えられる。しかし、 B類の出現や聾形土器の特徴から総合すると、本住居跡出土土

器は、大まかに 7世紀後半以降に比定するのが妥当であろう。

そして、ここで重要なこ とは、 A類とした口径11crn代の比企型杯は、依然 7世紀後半まで存在する こ

とである。大まかに、比企型杯の小型化の傾向は、 7世紀前半の口径 13crnを基準に、序々に口径 12crn • 

11佃 ・  10crnと小型化し、その最小化のピークが陶邑編年の TK217段階であると考えられるが、その実

態は、 1crn前後という僅かな単位での差の土器が、それぞれ個々に年代幅をもち、 厳密には一線を引 く

ことができない状況にあるものである。現在考えているその年代幅の大枠は、 100年を 5段階区分 した 

2期 (40年間)で、口径13crnのものは 7世紀 l・2段階、口径12crnのものは 7世紀 2・3段階、口径11 

crnのものは 7世紀 3・4段階、口径10crnあるいはそれ以下のものは 7世紀 4段階以降に比定でき、それ

ぞれ 1期 (20年間)分の併存期間が存在するものと推測する。 

3.城山遺跡第 35地点の鋳造関連遺構の歴史的背景について

今回検出された鋳造遺構は、鋳造土坑と溶解炉からなるものであった。こ こで鋳造された製品は、 多

量の鉄棒が検出されていることから、主に鉄製品であったと考えられる。 しかし、多量の鋳型が検出さ

れているにもかかわらず、鋳型が細片であったため、鋳造された製品の実態を把握することはできなかっ

た。ただし、鉄釜の鍔と考えられる製品と金具類(第74図57)の鋳型が検出されていることから、鉄釜

や金具類が製作されていたものと考えられる。

遺構の性格としては、 130号土坑が鋳造土坑、 134号土坑が溶解炉と考えられる。また、鋳型と鉄津は 
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主に調査区南東コーナ一部に集中して認められ、この周辺で製品が鋳型から外されたか、鋳型の廃棄場

となっていたためと考えられる。この周辺が工房祉であったからであろう。しかし、今回の調査は小面

積であったため、工房の広がりを捉えることはできなかった。

溶解炉は確認面から約50cm、鋳造土坑もほぼ同程度の掘り込みが認められる。従来検出されている党

鐘等の溶解炉や鋳造関連遺構が地表面に近い部分に造作されていることを考えると、これらの遺構は少

し特異な状態と言えるのではないだろうか。このような構造上の問題については、近世期の同種の遺構

の増加を待つての検討が必要であろう。

また、 132号土坑からは鉄製品と組み合わせて使用したと考えられる銅製品が検出されている。この

ことから推測すると銅製品を他所にて鋳造し運搬したと考えるよりも当所にて鋳造したと考える方が妥

当であろう。さらには、鉄製品と銅製品を同一の遺構で鋳造したと考えづらいので、当遺跡、の近傍には

銅製品の鋳造遺構が存在していた可能性も指摘される。

鋳造遺構の実年代の上限は、 130号土坑から検出されている瀬戸製鉄軸丸碗や唐津系陶器の年代観か

ら17世紀中頃を遡らないものと考えられる。下限は丸碗に施された研磨痕から、丸碗が鋳造用の道具と

して利用された可能性があり、また、鋳造関連と考えられる遺構から検出される陶磁器の年代観が17世

紀後半までのものであることから、 17世紀代におさまるものと考えられる。あるいは、一回の鋳造によ

るような短期間の遺構であったのかもしれない。

現在まで実施されてきた城山遺跡(柏城跡)の調査では、検出された中世の遺物のうち最も古いもの

が14世紀代、新しいもので 17世紀初頭のものであり、仮にこの年代幅が城山に城館跡が置かれていた時

代であるとするならば、今回検出された鋳造遺構は柏城跡の消滅後に設置されたものとなる。中世末期

に位置付けられる柏城においては、城内に工人集団を置いていたことは十分に予想されるところである。

これは、当鋳造遺構の歴史的位置付けを考える上で重要な要素となる。当遺跡は、城山遺跡の三の郭

内に位置している。当然、工人集団が配置されていても当然と考えられる位置にあたる。

前記のとおり今回検出された鋳造遺構は、近世期のものと考えられ、柏城の年代と合致するわけでは

ない。しかし、歴史的位置付けの問題として、これらの遺構を中世からの流れの中に位置付けるのか、

近世の舘村の中に新たに現われたものなのかを考案していくことが、今後の大きな課題のーっとなるも

のであろうと考えられ。

現に三の郭の調査時に 1号溝内からは、ふいごの羽口が数点出土している。この溝跡の埋没年代には、

中世末から近世期までの幅が認められることから、その羽口の年代を確定することはできないが、少な

くとも中世末から近世前半ごろに柏城(跡地)内で鋳造が行われていた状況は想定されるところである。

今後は、このような状況を含み、中~近世期の柏城地域の歴史的景観の復元を行うことも志木市の歴

史を知るための課題となろう。 
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1.富士前遺跡第 15地点の 1号住居跡出土炭化材の樹種同定
植田弥生(パレオ・ラボ)

1.樹種同定の方法

先ず、炭化材の横断面 (木口)を手で害Jjり実体顕微鏡で分類群のおおよその目安をたてる。次に横断

面だけでは同定できない試料(アカガシ亜属 ・コナラ節・クヌギ節・ クリ 以外)については、 3方向の

破断面の組織を走査電子顕微鏡で観察し同定を決定する。またコナラ節やク ヌギ節などでも、年輪幅の

狭いぬか目や逆に年輪幅の広い試料などは実体顕微鏡下では誤同定の恐れがあるので、このような試料

については走査電子顕微鏡で確認した。走査電子顕微鏡用の試料は、横断面の他に、接線断面 (板目)

と放射断面(柾目)は片刃の剃万を各方向に沿って軽くあて弾くように割り平滑面を出す。この 3断面

を 5mm角以下の大きさに整え、 直径 1cmの真鍛製試料台に両面テープで固定し、その周囲に導電性ぺー

ストを塗る。試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡(日本電子(株)製 JSM -T10 

0型)で観察と写真撮影を行った。 

2.結果

貯穴から採取された炭化材 2点c1・ 2)は、クリとクヌギ節であった。いずれも果実が食用となる

樹種であり、貯穴から出土した点からも貯蔵との関連性が推測される。

産状から住居材の一部と考えられる炭化材 26点は、コナラ節が 2点、クリが 2点、クヌギ節が21点、

保存状態が悪く微破片で同定できなかった広葉樹 1点であった(第 2表)。

縄文時代では全国的に クリが住居材として多用されたが、弥生時代になるとコナラ節とクヌギ節を含

むコ ナラ亜属の利用に変化することが指摘されている。当遺跡の結果もまさにその時代性を反映してい

る結果であっ た。産状か ら、コナラ節 2点とクリ 2点はそれぞれ近い位置で出土していたことから、ク

ヌギ節と は異なる用途や補助的に使用されていたのかも知れない(第 87図)。またすべての試料で観察

できたわけではないが、 比較的年輪幅が広く成長のよい材が目についた。

以下に同定された樹種の材組織を記載する。

コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus sμbgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版26 1a.-1 

c. CNo.10)年輪の始めに中型の管孔が配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁 ・角形で小型の管孔が火炎

状 ・放射方向に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にチロースがある。放射組織

は単列のものと複合状のものがある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木で、カシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。材

は、加工はややしにくく乾燥すると割れや狂いが出やすい。人里近くに普通の樹種で入手しやすいこと

もあり利用頻度は高い樹種である。

コナラ属コナラ亜属クヌギ節 Q.subgen. Quercus sect. Cerrisブナ科 図版26 2a. -2c. CNo.14) 

年輪の始めに中型の管孔が配列し徐々に径を減じ、その後小型・厚壁の管孔が単独で放射方向に配列

する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、チロースがある。放射組織は同性、単列のもの複合状

があり、

道管との壁孔は柵状である。

クヌギ節は落葉性のドングリの仲間でそのうちのクヌギとアベマキが属する。いずれの種も暖帯の山
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林に普通の高木で二次林にも多い。材は重厚で割裂性が良い。関東地方の発掘された住居材にはよ く使

用されている。現在は薪炭材として重要であるが建築材としては一般的ではない。

クリ� CαstaneαcrenatαSieb. et Zucc. ブナ科図版26 3a. -3c. CNo.1) 


年輪の始めに中型~大型の管孔が密に配列し除々に径を減じてゆき、晩材では非常に小型の管孔が火


炎状に配列する環孔材。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単一、内腔にはチロ ースがある。放射組織

は単列向性、道管との壁孔は孔口が大きく交互状である。

北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木であ る。果実は食用になり、材は加工

はやや困難であるが狂いは少な く粘り があ り耐朽性にすぐれている。� 

/
/ 

1 区� 

4 区

aクリ

・コナラ節

・クヌギ節

。広葉樹

。� 2m 

第87図� 1号住居跡出土炭化材の樹積分布� (1/ 40) 


試料 樹種 �  備考 ・形状など 試料 樹種 備考 ・形状な ど


1 クリ� 貯穴、幅� 2cmの破片� 15 クヌ ギ節
 

2 クヌギ節� IY貯穴、芯部φ1cm、2年輪� 16 クヌギ節


3 クヌギ節� 芯部、径1.� 5cm、3年輪� 17 クヌギ節 径2.Ocm、3年輪
 

4 クヌギ節� φ3. 5cm、4年輪� 18 クヌ ギ節


5 クヌギ節� 破片� 19 クヌギ節
 

6 クヌギ節� φ6cm、11年輪� 20 クヌギ節


。7 クヌギ節� 2.5cm 21 クヌギ節 径2.0cm、9年輪


8 クヌギ節� 径1.5cm、4年輪� 22 クヌギ節 径2.5cm、7年輪


9 コナラ節� 芯部� 23 クヌギ節 径2.0cm、9年輪+ 
  

10 コナラ節� 24 クヌギ節� 

11 クヌギ節� 25 クリ� l年輪幅8剛
 

12 クヌギ節� 26 クヌギ節 年輪幅広い
 

13 クヌギ節� 27 クリ 年輪幅広い


クヌギ節� 年輪3、8cm 1.φ� 28 広葉樹 微破片不可

第� 3表� 1号住居跡出土炭化材の樹種同定結果
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ll. 富士前遺跡第15地点から出土した大型植物化石
新山雅広(パレオ ・ラポ)

1.出土した大型植物化石

大型植物化石の検討を行った試料は、富士前遺跡第� 15地点� 1号住居跡の� 1-4区、貯穴、� AA'ベル

ト、ピット、� 3-6炭化材下、土器下①~⑥の計14試料である。これら各試料から出土した大型植物化

石の一覧は第� 4表に示した。但し、大型植物化石を全く含んでいなかった土器下①、土器下⑥の� 2試料

は一覧表から省いた。以下に各試料から出土した大型植物化石の記載をする。� 

1区:イネ、オオムギ、コムギ、ムギ類、ササゲ属、エノキグサが出土した。イネ、ササゲ属は比較

的多産した。他に、虫えいも多産した。� 

2区 :ブドウ属、オオムギ、コ ムギ、ムギ類、 ササゲ属、エノキグサが出土した。ササゲ属、オオム

ギは比較的多産した。他に、虫えいも多産した。� 

3区:アワ、キ ビ、タデ属� A、シロザ近似種、ムラサキケマン、キケマ ン、 エノキグサ、シソ属、イ

ヌコウジュ属、イヌ コウジュ属またはシソ属が出土した。エノキグサが比較的多産した。他に、虫えい

も多産 した。� 

4区 :イネ、オオムギ、アワ、タデ属� B、シロザ近似種、エノキグサが出土した。オオムギ、エノキ

グサは比較的多産した。他に、虫えいも多産した。

貯穴:イネ、シロザ近似種、ササゲ属、エノキグサが出土した。イネが比較的多産した。他に、虫え

い、菌核も多産した。� 

AA'ベル ト:マメ 科、エノキグサが出土した。他に、虫えいも出土した。

ピッ ト:イ ネ、マメ 科が出土した。他に、虫えいも出土した。� 

3--6炭化材下:タ デ属� C、エノキグサが出土した。他に、虫えいも出土した。

FuO 1Y
分類群 部位

l区� 2区� 3区� 4区貯穴�  AA'ベルト ピット� 3-6炭化材下土器下②土器下@土器下@土器下@� 

ブドウ属 炭化種子 2 
イネ 炭化E辞L 11(8) 1(1) 5(6) 

炭化穎 (1) 

オオムギ 炭化座乳 7 5 
コムギ 炭化怪乳 2 
ムギ類 炭化lO5手L 
7ワ 炭化座乳

炭化穎果

キピ 炭化lO5乳

アワまたはキピ 炭化lO5乳

タデ属A 果実

タデ属� B 果実

タデ属� C 果実

ギシギシ属 果実

シロザ近似種 種子 2 
ムラサキケマン 種子

キケマン 種子

ササゲ属 炭化種子� 11 15(2) 

7 メ科 炭化種子 4 7(1) 2 

エノキグサ 種子 (1) 17 6(2) (1) 

ンソ属 果実 (2) 

イヌコウジュ属 果実

イヌコウジュ属またはシソ属 果実

虫えい 15 12 9 10 10 2 

菌核 4 

不明� 19 11 15 2 

第� 4表 大型植物化石一覧表(数字は個数、( )内は半分または破片の数) 

p
h
u
 



土器下② ・虫えいのみが出土した。

土器下③:エノキグサのみが出土した。

土器下④:アワまたはキビ、エノキグサが出土した。

土器下⑤:オオムギ、ギシギシ属が出土した。他に、虫えいも出土した。� 

2.栽培 ・利用状況

出土したもののうち、栽培植物と考えられるものは、イネ、オオムギ、 コムギ、 ムギ類、アワ、キ ビ、

アワまたはキヒ¥ササゲ属(アズキ、リョクトウの類)、シソ属である。これらは弥生時代には既に食

用とされていたものと考えられる。他に、ブドウ属も食用として利用可能である。 エノキグサは比較的

多くの試料から出土し、一部の試料では多産したが、付近の畑地ない し路傍といった幾分乾き気味の所

に生育していたものと考え られる。虫えいは周辺の森林から供給されたのであろう。� 

3.主な大型植物化石の形態記載 (図版� 27)


イネ	 Oryza sαtwαLinn. 炭化匪乳、炭化穎

扇平な楕円形、穎の表面には規則的に配列する独特の頼粒状突起があり、破片であっても同定可能で

ある。なお、イネの炭化睦乳は完形で保存状態が良いものについては、長さと幅の計測を行った。その

結果を第� 5表に示す。

オオムギ� Hordeum vulgαre Linn. 炭化匪乳

縦長の菱形に近い楕円形。下端は尖り気味。

コムギ� Trticumαestivum Linn. 炭化匹乳

丸こく、側面観、上面観とも楕円形から円形。ムギ類としたものは保存状態が悪く、 オオムギともコ

ムギとも区別し得なかったものである。

長さ� (mm) I幅� (mm) |長さ/幅| 試 料� 

区79 l1. 8 2. 5.0 


4.4 2.4 	 1区
83 1. 


区71 l1. 2.84.8 


区55 11. 2 2. 3.4 


4.6 2.6 	 l区
77 1. 


区77 l1. 6 2. 4.6 


区70 11. 0 2. 4 3. 


4.6 2.4 	 貯穴
92 1. 


貯穴40 1. 3.02 4. 


3.6 2.4 	 貯穴 
50 1. 


貯穴91 1. 2.22 4. 


ピット85 1. 2.64.8 


平均73 1. 5 2. 4.3 


5.0 3.0 	 最大92 1. 


最小50 1. 0 2. 3.4 


第� 5表 イネ炭化匹乳計測値一覧表� 

ρ
n
u
 



アワ� Setαnα� italicαBeαμV. 炭化匪乳、炭化穎果

卵形で片凸 レンズ形、 先端部はやや平坦である。腹面基部には細長い幅の狭いへそがある。背面の匪

部分の長さ は果実長の2/� 3程度。

キビ� Pαnicum miliαceum Lin凡. 炭化匪乳

尖端部はやや尖り気味。腹面基部には幅の広いうちわ形のへそがある。陸部分の長さは果実長の1/� 2


程度。保存状態が悪いものは、アワまたはキビとした。


タデ属A Polygonum A 果実


卵形で表面は網目模様。 長さ� 2.3mm、幅1.5mm。

タデ属B Polygonum B 果実

黒色の卵形で、断面はやや丸みを帯びた三角形。

タデ属C Polygonum C 果実

黒色でかなり丸みを帯びた� 2面の卵形。

ササゲ属� Vignα 炭化種子

子葉内面の初生葉と幼根が確認できず、これ以上の同定には至らない。長さ� 4.0mm程度、幅� 3.0mm程

度。

シソ属� Perilla 果実

のものを3mm。なお、 大きさ1.� 8mm1.7-側面観は円形、上面観は楕円形。表面は網目模様。大きさ1.� 

イヌコウジュ属、大きさ1.6mmのものをイヌコウジュ属またはシソ属とした。

虫えい

虫えい(虫こぶ)は、葉などに昆虫が産卵寄生した結果できるもので大きさ、形は様々である。断面

の中央には小さな穴がある。

[参考文献]

吉崎昌一� 1990r 遺跡の植物遺体J 104-113r 遺跡」北海道恵庭市柏木川� 11 柏木川11

ill. 中道遺跡第41地点の� 23号住居跡出土炭化材の樹種同定

植田弥生(パレオ・ラボ)

1.樹種同定の方法

先ず、炭化材の横断面(木口)を手で割り実体顕微鏡で分類群のおおよその目安をたてる。次に横断

面だけでは同定できない試料(アカガシ亜属・コナラ節・クヌギ節・クリ以外)については、� 3方向の

破断面の組織を走査電子顕微鏡で観察し同定を決定する。またコナラ節やクヌギ節などでも、年輪幅の

狭いぬか目や逆に年輪幅の広い試料などは実体顕微鏡下では誤同定の恐れがあるので、このような試料

については走査電子顕微鏡で確認した。走査電子顕微鏡用の試料は、横断面の他に、接線断面(板目)

と放射断面(柾目〉は片刃の剃万を各方向に沿って軽くあて弾くように割り平滑面を出す。この� 3断面

を5mm角以下の大きさに整え、直径� 1cmの真鍛製試料台に両面テ プで固定し、その周囲に導電性ペー

ストを塗る。試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡(日本電子(株)製JSM-T100

型)で観察と写真撮影を行った。

円
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2.結果� 

14試料の樹種同定の結果は、クリが最も多く� 8試料、トチノキが� 4試料、コナラ節が� l試料、ススキ

属類似が� 1試料であった(第� 6表)。

以下に同定された樹種の材組織を記載する。

コナラ属コナラ亜属コナラ節� Quercus subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版28 1a.-1 

C. (炭6)

年輪の始めに中型の管孔が配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁 ・角形で小型の管孔が火炎状・放

射方向に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にチロースがある。放射組織は単列

のものと複合状のものとがある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ ・ナラ ガシワがある。材は

加工はややしにくく乾燥すると割れや狂いが出やすい欠点があるが、人里近くに普通の樹種で入手しや

すいこともあり利用頻度が高い。

クリ� Cαstαneαcrenαtα� Sieb. et Zucc. ブナ科図版28 2a. -2c. (炭5)

年輪の始めに中型~大型の管孔が密に配列し除々に径を減じてゆき、晩材では非常に小型の管孔が火

害対:f5
v?⑨ 

-2 

dぜj 
6 ¥'詐(112 山� 

A クリ

・コナラ節

・トチノキ
。ススキ属類似� 

2m 

第88図� 23号住居跡出土炭化材の樹種分布c1/40) 

試料 樹 種 形 状な ど備考 試料 樹 種 形状など備考

炭l クリ 炭� 8 クリ

炭2 クリ 炭� 9 クリ� φ2.0cm、4年輪

炭3 クリ 炭10 トチノキ

炭4 クリ� φ2. 5cm、9年輪 炭11 トチノキ

炭5 クリ� φ3.0cm、8年輪 炭12 ススキ属類似� φ0.6cm、集積

炭6 コナラ節 炭13 トチノキ

炭7 トチノキ 炭14 クリ? 保存悪い

第� 6表� 23号住居跡出土炭化材の樹種同定結果

。口




炎状に配列する環孔材。上記のコナラ節と組織は類似するが、クリの放射組織は単列向性であり複合状

の放射組織はない。

北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。果実は食用になり、材は加工

がやや困難であるが狂いは少なく粘りがあり耐朽性にすぐれている。

トチノキ Aesculus turbinαtα� Blume トチノキ科 図版28 3a. -3c. (炭10)


小型の管孔が単独または 2-数個が複合して散在する散孔材。道管の壁孔は交互状に接合して配列、

穿孔は単一、内腔にらせん肥厚がある。放射組織は単列向性で層階状に配列し、道管と放射組織の壁孔

はやや大きく、円形で交互状に密在する。

トチノキは北海道以南の温帯の谷間に生育する落葉高木である。材は軽軟で轍密で加工し易く木理は

不規則で耐久性は低く狂いがでやすい。容器などによく使われている。

ススキ属類似 cf.Miscαnthus イネ 科図版29 4a. (炭12)


直径 6mmの草本性の稗の破片である。稗の外周には 2-3層の厚い厚壁細胞からなる表皮系がある。

維管束が散在する不整中心柱である。維管束は 2-4層の厚壁細胞に取り囲まれている。稗の外周に近

い維管束は小さくて密に分布しており、厚い厚壁細胞層に取り固まれている。維管束は同心円状ではな

く比較的疎らに散在している。このような特徴からススキ属に類似していると同定した。

ススキ属は大型になる多年草で一般にはカヤ(茅)と呼ばれ、約 7種ある。日本全土の平地から山地

の陽地に普通に見られ刈って屋根を覆く材料とされてきたススキのほかに、オギ・カリヤス・トキワス

スキなどがある。ほかにも稗の太くなるイネ科の草本があるが、現時点では稗の組織から種を識別する

ことはできていない。 

3. まとめ 

23号住居跡からはクリが最も多く検出された。千野(1991)は建築材樹種の資料から、縄文時代に多

用されていたクリの利用は弥生時代や古墳時代になるとコナラ亜属に変わり、再び平安時代では縄文時

代のようにクリ材を利用した住居遺構が増えることを指摘している。当遺跡でもクリがコナラ節より多

く検出され同様な傾向が見られた。また、当遺跡から出土したクリ、トチノキ、コナラ節はすべて果実

が食用となる樹種であっ た点も興味深い。 

[参考文献]

千野裕道 1983 I縄文時代のクリと集落周辺植生一南関東地方を中心に一 J r東京都埋蔵文化財センター

研究論集 nJl財団法人 東京都埋蔵文化財センター P.25-42 図版1-4 

IV. 中道遺跡第41地点から出土した大型植物化石

新山雅広(パレオ・ラポ)

1.出土した大型植物化石

大型植物化石の検討を行ったのは、 23H(平安時代23号住居跡)の l試料である。出土したのは、イ 

Q
d
 



長さ (mm) 幅 (rnrn) 長さ/幅 長さ(剛)幅� (rnrn) 長さ/幅� 

実2.0大5.02.174 2. 5. 2 
 2.50 

77 1. 2.24.62.102.0カ4. 2 


5.0 2.2 2. 27 4.6 女2.8 女1.64 


4.8 2.2 4.4 大2.0 2.20
18 2. 


4.8 2.2 4.6 大2.0 2.30
18 2. 


92 1. 2.44.62.252.4*5.4 


4.8 2.2 2. 18 4.8 2.2 2.18 


4.8 2.6 4.8 大2.0 2.40
85 1. 


4. 2 2.2 4.4 大2.0 2.20
91 1. 


09 2. 2 2. 4.683 1. 4 2. 4.4 


82 1. 2 2. 4.0女2.102.0女4. 2 


92 1. 2.65.02.004 2. 4.8 


77 1. 2.24.677 1. 2.24.6 


83 1. 2.44.42.402.0大4.8 


4.8 2.4 2.00 4.8 2.2 2.18 


第� 7表 イネ炭化匹乳計測値一覧表(女最大、食.最小)

ネ(炭化匹乳)が約10，000個、アワまたはキ ビ(炭化匹乳)が� l個であり、他に虫えいも1個出土した。

イネは大量に出土し、塊状にな ったものもあった。この塊状イネは、小さ なもので約160個、 大きな も

ので約740個のイネが集合したものと推定された。イネについては、 比較的保存状態の良い任意の30個

の長さと幅の計測をしたが(第� 7表)、平均は長さ4.67mm、幅2.24mm、長さ/幅2.06であった。� 

2.形態記載 (図版30)


イネ� Oryza satiuαLinn. 炭化匹乳


イネはやや肩平な楕円形で穎の表面には規則的に配列する独特の頼粒状突起がある。

アワまたはキビ� Setαnα� ，� 炭化匹乳italicαBeauv. or pαnicum miliαceum Linn. 

出土したものは、やや保存状態が悪く、匹部分の長さやへその形態が不明瞭であり、アワかキビか区

別し得なかった。

虫えい(虫こぶ)

大きさ、形は様々で断面は中央部に穴がある。� 

v.城山遺跡第35地点から出土した炭化材の樹種同定

植田弥生� (パレオ ・ラボ)

1.はじめに

ここでは、出土した炭化材の樹種同定結果を報告する。試料は、古墳時代129号住居跡� C129H)出土

の5点、平安時代128号住居跡C128H) カマド出土の� 1点、近世130号土坑C130D)出土の� 9点、近世� 

n
H
V
 



132号土坑C132D)出土の� 3点、� 134号土坑C134D)出土の� 7点である。

古墳時代と平安時代の住居跡から出土 した炭化材は主にクヌギ節であったが、近世の土坑から出土し

た炭化材は針葉樹も含み多種多様な落葉広葉樹が検出されたがクヌギ節は含まれていなかった。� 

2.炭化材樹種同定の方法

先ず炭化材を手で割り新鮮な横断面を実体顕微鏡下で観察し、分類群のおおよその目安をつける。次

に横断面だけでは同定できない試料(アカガシ亜属・コナラ節 ・クヌギ節 ・クリ以外の試料)について

は、� 3方向の破断面組織を走査電子顕微鏡で観察し分類群を決定する。またコナラ節やクヌギ節などで

も、年輪幅の狭いぬか目や逆に年輪幅の広い試料では見分けが難しく実体顕微鏡下では誤同定の恐れが

あるので¥ このよう な試料については走査電子顕微鏡で確認する。走査電子顕微鏡用の試料は、横断面

の他に、接線断面(板目) と放射断面 (柾目)は片刃の剃万を各方向に沿って軽くあて弾くように割り

平滑面を出す。この� 3断面を� 5 mm角以下の大きさに整え、直径� 1 cmの真鎗製試料台に両面テープで固

定し、その周囲に導電性ベーストを塗る。試料を充分乾燥さ せた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡

(日本電子(株)製JSM-T100型)で観察と写真撮影を行った。� 

3.結果

同定結果の一覧を第� 8表に、検出された樹種を遺構ごとに第� 9表にまとめた。

古墳時代� 129号住居の炭化材は、炭� 1・4・5がクヌギ節、炭2がコナラ節、炭� 3がマメ科であった。

平安時代128号住居カマド炭� 1は、クヌギ節であった。

近世の� 3基の土坑か らは複数の分類群が検出された。� 130号土坑からは、ヒ ノキ属とリョウプが各� 2

点、マツ属 ・クス ノキ科 ・ヤマザクラ・カエデ属が各� 1点、木質� lは木質部は残っていなかった。� 132

号土坑は、クマ シデ節が� 2点、カバノキ属が� 1点であった。� 134号土坑は、カバノキ属� 2点、クロベ・

イヌ シデ節・ヤマザクラ・カエデ属が各� l点、そして樹皮が� 1点であった。

以下に同定の根拠とな った組織観察結果を記載する。

マツ属� Pinus マッ科 図版31 1a. -lc. C130号土坑炭� 5)

早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の量が多い針葉樹材。垂直と水平の樹脂道は発泡して不

明瞭であるが、 放射断面において分野壁孔が窓状であり放射組織の上下端には有縁壁孔を持つ放射仮道

管があ ることからマ ツ属と同定された。マツ属複維管東亜属の材は放射仮道管内壁に鋸歯状の肥厚があ

り、単維管東亜属は肥厚がな く平滑である。 当試料の放射仮道管内壁には鋸状の肥厚がほとんど見られ

なかっ たが、組織の状況は良いとはいえず劣化した可能性もあるので、同定はマツ属に留めた。

単維管東亜属はいわゆる� 5葉松で主に標高の高い山中に生育し、複維管束亜属はアカマツとクロマツ

が属し低地から丘陵 ・低山地に生育する。

クロベ� Thujαstαndishii Carr. ヒノキ科 図版31 2a. -2c. C134号土坑炭� 5)

仮道管 ・放射柔細胞 ・樹脂細胞からなる針葉樹材。早材から晩材の移行は緩やかである。分野壁孔は

小さ なスギ型で一分野に 2~4 個ある。

クロベは本州、� |・四国の温帯上部の山中に生育する常緑高木であり、特に中部地方以北に多く分布する。

材は耐朽性 ・切削性 ・害Ij裂性にすぐれる。



ヒノキ属 Chamaecyparis ヒノキ科 図版31 3a. -3c. 030号土坑木質  2)

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材。分野壁孔はヒノキ型が観察され、一分野に 1-2

個である。ヒノキまたはサワラと思われるが分野壁孔が一部でしか観察できないので ヒノキ属としてお

ヒノキ属は本州、|の福島県以南・四国・九州、|の温帯に分布し、山中のやや乾燥した尾根や岩上に生育す

るヒノキと、 ヒノキより分布域は狭く東北南部から中部地方の沢沿いの岩上に生育する サワラがある。

材は耐朽性 ・切削性・割裂性にすぐれる。

クマシデ属クマシデ節 Cαrpinus sect. Distegocαrpus カバノキ科 図版32 4a. -4c. (132号土 


坑炭 3)


小型の管孔が単独または 2-数個が放射方向に複合して散在する散孔材。道管の壁孔は小型で交互状、

穿孔は横棒数が10本前後の階段穿孔である。放射組織は向性に近い異性、 1-3細胞幅であり、集合放

射組織は観察されなかった。このような形質からクマシデ属のサワシパとク マシデを含むクマシデ節と

遺 構 試 料 樹 種 時代 売3 状 

129号住居 炭 1 クヌギ節 古墳時代 樹芯部、みかん割状、 r1.5cm、 7年輪+ 
  

129号住居 炭 2 コナラ節 古墳時代 破片
 

129号住居 炭 3 マメ科 古墳時代 破片
 

129号住居 炭 4 クヌギ節 古墳時代 破片
 

129号住居 炭 5 クヌギ節 古墳時代 破片
 

128号住居 カマド・炭 1 クヌギ節 平安時代 φ7.5cm、29年輪+ 
  

130号土坑 炭l カエデ属 近世 破片
 

130号土坑 炭 2 クスノキ科 近世 樹芯部、 r1.5cm、11年輪+ 
  

130号土坑 炭 3 ヤマザクラ 近世 樹芯部、半割状、 φ2cm、14年輪
 

130号土坑 炭 4 リョウプ 近世 破片
 

130号土坑 炭 5 マツ属 近世 破片
 

130号土坑 炭 6 リョウプ? 近世 破片
 

130号土坑 炭化材 ヒノキ属 近世 破片
 

130号土坑 木質 1 不可 近世 木の輪郭に土が詰まっていた
 

130号土坑 木質 2 ヒノキ属 近世 薄片
 

132号土坑 炭 1 カバノキ属 近世 破片
 

132号土坑 炭 2 クマシデ節 近世 φ8師、 3年輪、樹皮付
 

132号土坑 炭 3 クマシデ節 近世 破片
 

134号土坑 炭 1 カエデ属 近世 破片
 

134号土坑 炭 2 イヌシデ節 近世 放射径2.8cm、15年輪
 

134号土坑 炭 3 カバノキ属 近世 φO. 5cm、樹皮付
 

134号土坑 炭 4 クロベ 近世 破片
 

134号土坑 炭 5 樹皮 近世 破片
 

134号土坑 炭 6 カバノキ属 近世 破片 
  

134号土坑 炭 7 ヤマザクラ 近世 放射径1.5cm、13年輪以上


第 8表城山遺跡第35地点出土炭化材の樹種同定結果
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同定した。

クマシデ属イヌシデ節� Cαrpinussect. Eucαrpmusカバノキ科 図版32 5a. -5c.034号土坑炭� 2)

放射組織が集合する部分と� 2-数個の小型の管孔が放射方向に複合し配列する部分とがある放射子し材。

道管の壁孔は小型で交互状に密在、穿孔は単一である。放射組織は方形細胞が混 じるがほぼ向性、� 1-

3細胞幅である。集合放射組織があり、穿孔は単一であることから、イヌシデ節と同定した。

クマ シデ属は暖帯および温帯の山地に生育する落葉高木または大形低木である。イヌシデ節には山野

に普通のイヌシデとアカシデ、乾いた山稜に生育するイワシデがある。クマシデ節には山地の谷沿いに

多いサワシパとクマシデがある。いずれの材も丈夫で有用である。

カバノキ属� Betula カバノキ科 図版32 6a. -6c. (134号土坑炭� 3)

樹芯に三角形に近い輪郭の髄がある細枝である。小型の管孔が単独または� 2-数個が放射方向に複合

した管孔が散在する散孔材。道管の壁孔は非常に小型で密在し、穿孔は� 15-20本前後の階段状である。

放射組織は異性、� 1-2細胞幅である。この様な形質からカバノキ属と同定 した。階段穿孔の横棒数は

やや多く 、放射組織の細胞幅は狭いが、細枝であるためと考えられる。

温帯から寒帯の山地の陽地に生育する落葉性の高木または低木で、約� 9種がある。本州以南に分布す

るミズメ、 岐阜県以東に分布し崩壊地に二次林を形成するシラカンノイ、高山に多いウダイカンパなどが

ある。

コナラ属コナ ラ亜属コナ ラ節� Quercus. subgen. Q. sect.Prinus ブナ科 図版33 7a. -7c. c1 

29号住居炭� 2)

年輪の始めに大型の管孔が配列 しやや急に径を減 じ、晩材部では薄壁 ・角形で小型の管孔が火炎状に

遺構 古墳住居 平安住居 近世土坑

分類群� 129号� 128号カマド� 130号� 132号� 134号

マツ属

ヒノキ属� 2 

クロベ� 1 

クマシデ節� 2 

イヌシデ節� l 

カバノキ属� 1 2 

コナラ節� 1 

クヌギ節� 3 

クスノキ科

ヤマザクラ� l 

マメ科

カエデ属� 1 1 

リョウプ� 2 

樹皮� 1 

不可� l 

合計� 4 l 9 3 7 

第9表城山遺跡第35地点出土炭化材の遺構別出土樹種� 
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配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、内腔にチロースがある。放射組織は単列と複合状

のものがある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ ・ナラガシワがある。材は

乾燥すると割れや狂いが出やすい欠点がある。

コナラ属コナラ亜属クヌギ節� Q.subgen. Q. sect.Cerris ブナ科 図版33 8a. -8c. 029号住居

炭� 5)

年輪の始めに大型管孔が� 1層配列し、その後小型・厚壁の管孔が単独で放射方向に配列し広放射組織

をもち、接線状・網状の柔組織が顕著な環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一である。放射組織は

向性、単列と集合状がある。

クヌギ節は落葉性のドングリの仲間のうちのクヌギとアベマキが属する。いずれの種も暖帯の山林に

、。L普通の高木であり、二次林の構成樹でもある。関東ではクヌギ、瀬戸内海沿岸地方にはアベマキが多� 

材は重厚で割裂性が良い。 関東地方の発掘された住居材にはよく 使用されている。現在は薪炭材として

重要であるが建築材としては一般的ではない。

クスノキ科� Lauraceae 図版33 9a. -9c. (130号土坑炭� 2)

小型の管孔が単独または� 2-3個が放射方向に複合して散在する散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔

は主に単一であるが横棒数の少ない階段穿孔も見られた。放射組織は方形細胞を含む異性、� 1-3細胞

幅、上下端に大きな油細胞があり、道管との壁孔は大きい。管孔が大きく 、油細胞の出現頻度の高いク

スノキやタブノキ以外の樹種であるが、分類群を確定することはできなかった。

クヌノキ科は葉や材に油細胞があるのが特徴で、暖帯に広く分布し主に常緑の高木または低木である

が、温帯域に生育する分類群には落葉性の樹種も含まれる。

ヤマザクラ� Prunus jamαsα伽� rαSieb.et Koidz. パラ科図版34 10a. -10c. (130土坑炭� 3)

小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、その後放射方向・接線方向 ・斜状に複合し全体的にうね

るように分布している散孔材。道管の壁孔は対列状または交互状、穿孔は単一、 内腔に細いらせん肥厚

がある。放射組織は平伏細胞と方形細胞からなる異性、約� 3細胞幅、道管との壁孔は小型で、密在する。

ヤマザクラは暖帯から温帯の丘陵から山地に成立する落葉広葉樹林の代表的な構成要素である。材は

粘り気があり強く、保存性も高い。

マメ科� Leguminosae 図版34 lla. -l1c. (129号住居炭� 3)

年輪の始めに中型の管孔からなる孔圏部が実体顕微鏡下で見られたが、脆い試料であったため横断面

作成の時にくずれてしまい写真では晩材部の管孔の一部しか捉えられていない。早材の孔圏から晩材部

へは管孔の径が徐々に減じて行き、年輪界では小型~非常に小型の管孔が塊状・放射状の複合する環孔

材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、小道管にらせん肥厚がある。放射組織は向性、� 4細胞幅の紡錘

形である。以上の形質からマメ科と考えられるが、属を確定することはできなかった。

カエデ属� Acer カエデ科 図版34 12a. -12c. 034号土坑炭1)� 
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小型の管孔が単独または 2-3個が複合して散在し年輪界は不明瞭な散孔材。道管の壁孔は交互状、

穿孔は単一、内腔に帝国い らせん肥厚がある。放射組織は向性、 1-4細胞幅、道管との壁孔は交互状で

孔口はやや大きい。

日本全土の暖帯から温帯の丘陵から山地の谷間に多く生育し、落葉広葉樹林の主要構成樹である。材

は堅く轍密で割れにくく 、保存性は中程度である。

リョウブ Clithra bαrvinervis Sieb. etZucc. 図版35 13a. -13c. (130土坑炭 4)


やや小型~中型の管孔がおもに単独で散在し、管孔の分布数は疎らで年輪の中央部に多い散孔材。年

輪始めと年輪界で管孔の径はやや小さい。道管の壁孔は交互状、穿孔は階段数の多い階段穿孔である。

放射組織は異性、単列と 4細胞幅の紡錘形の ものが多い。

北海道南部の暖帯から温害下部の山中に普通の落葉高木である。

樹皮 bark 図版35 14a.034号土坑炭 5)


材組織は見られず、柔細胞や厚壁細胞から構成されている。広葉樹の樹皮と思われるが不明である。
 

4.まとめ

古墳時代の 129号住居か らはクヌ ギ節がやや多く、そのほかにコナラ節やマメ科が検出された。平安

時代の住居跡のカマドから出土した材も クヌギ節であった。

近世の 3基の土坑は鉄屑を伴う製鉄関連の遺構である。 130号土坑と 134号土坑から出土した炭化材は

発掘状況から製鉄用燃料材の一部と考えられている。通説によ ると近世では製鉄用燃料材にはナラやマ

ツの木炭が良いとされているが、 当遺跡の結果はこの通説とは異なり複数の落葉広葉樹と小数のマツ属 ・

ヒノキ属・クロベのの針葉樹が検出された。当遺跡出土の落葉広葉樹は、里山の落葉広葉樹林や二次林

に普通に見られる樹種がほとんどであり、遺構周辺に成立していたこのよう な林から様々な樹種を製鉄

用燃料材として使用 していたと思われる。遺跡発掘の試料から近世の製鉄用燃料材の樹種調査報告はあ

まり知られていないが、 古墳時代や奈良時代の製鉄用燃料材の樹種は関東地方や福島県や富山県では蓄

積されている。それによる と、主な樹種はいわゆるナラ類と総称されるクヌギ節やコナラ節そしてクリ

の 3種類であるが、ほかに多種類の落葉広葉樹と小数のモミ属・マツ属などの針葉樹が報告されている

(山田 1993、パ リノ・サーヴェイ株式会社 1995a、1995b、1995c、島地 ・林 1983a、1983b、林 1988)。

当遺跡では近世においても、古墳時代から奈良平安時代と同様な樹種利用に傾向が見られた。今後さら

に、発掘試料に基づく近世の製鉄用燃料材の実際が明らかになることが待たれる。

なお 132号土坑の 3試料は、 柱穴と恩われる地点から出土しており製鉄関連施設の建物跡の柱材の可

能性が考えられている。同定されたカバノキ属とクマシデ属は、建設材としての利用も知られている樹

種であ る。
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炭化材の樹種J r原町火力発電所関連遺跡調査報告書羽』福島

県教育委員会 (財)福島県文化センタ P.621-632 

パリノ・サーヴェイ株式会社 1995c rいわき市タタラ山遺跡・駒入遺跡・馬場 A遺跡出土炭化材の


樹種」福島県教育委員会 (財)福島県文化センタ- P.196-

206 


島 地 謙 ・林 昭三 1983a r出土木炭の樹種Jr県民公園太閤山ランド内遺跡群調査報告 (2)J]富山

県教育委員会 P.57-60図版37-39

島地謙・林 昭三 1983b r出土木炭の樹種J r都市計画街路七美・太閤 ・高岡線内遺跡群発掘調

査概要J富山県教育委員会 P.68-76 

林 昭三 椎土遺跡出土木炭の樹種Jr1998 r 椎土遺跡・塚越貝坪遺跡発掘調査概要』小杉町教育委

員会 P.41-48 

羽.城山遺跡出土動物遺体
西本豊弘(国立歴史民俗博物館)

城山遺跡第35地点の 129号住居跡C129H:古墳時代後期)より動物遺体が検出された。この動物遺体

はイノシシの上顎第 3後臼歯左側で、最前部は少し摩耗しており、おそらく 2-3才程度の個体と推測

される。

長さ:32.3mm，前幅:19.6mm。

なお、図版36は新山(パレオ ・ラボ)が作成した。 
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左と幸良 仁3 書 抄 録� 
り が な しきしいせきぐん

書 名 志木市遺跡群�  9
|巻次|名書昌リ

シリーズ名 志木市の文化財 |巻次|第27集
編著者名 尾形則敏深井恵子

編集機関 埼玉県志木市教育委員会

所 在 地 =;=353-0002 埼玉県志木市中宗岡� 1丁目� l番� 1号� Tel048 (473) 1111 
発行年月日 1999 (平成11)年3月31日

ふ り カt .r， ふ り が な ド 北緯 東経 調査面積t コ
(0 ，，) (0 ，，) 調査期間 調査原因

所 収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号� (nf) 

なかのいせき しきしかしわちょう� 350 1390 19960530 
中野遺跡 志木市柏町�  11228 002 49' 34' ~ 212.06 個人専用住宅� 
(第 43地点〉 1丁目� 1509-4 48' 34' 19960607 

ふじまえいせき しきしかしわちょう� 350 139。� 19960603 
富士前遺 跡 志木市柏町�  11228 011 49' 35' ~ 239.63 伺人専用住宅� 
(第 15地点) 3丁目� 1859-4 38' 07' 19960611 

たごやまいせき しきしかしわちょう� 350 1390 19960612 
田子山遺跡 志木市柏町�  11228 010 49' 35' ~ 114.32 個人専用住宅� 
(第 47地点) 2丁目� 1733-4 38' lO' 19960619 

たごやまいせき しきしかしわちょう� 350 1390 19961204 
因子山遺跡 志木市柏町�  11228 010 49' 35' ~ 74. 15 個人専用住宅� 
(第 48地点) 2丁目1374-31他� 38' 10' 19961216 

たごやまいせき しき� Lかしわちょう�  350 1390 19970109 
田子山遺跡 志木市柏町�  11228 010 49' 35' ~ 133.47 個人専用住宅� 
(第49地点) 2丁目� 1732-13 38' 10' 19970117 

なかみちいせき しきしか� Lわちょう�  350 1390 19960625 
中道遺跡 志木市柏町�  11228 005 49' 34' ~ 154.44 個人専用住宅� 
(第 41地点) 5丁目� 2952-4 34' l7' 19960702 

しろやまいせき しきし金主しわちょう� 35。� 1390 19960712 
城山遺跡 志木市柏町�  11228 003 49' 34' ~ 162.00 個仇専用住宅� 
(第34地点)� 3丁目� 2640-1 45' 18' 19960801 

Lろやまいせき Lき� Lか� Lわちょう�  350 1390 19961115 
城山遺跡 志木市柏町�  11228 003 49' 34' ~ 84.40 個人専用住宅� 
(第35地点) 3丁目� 2620-1 45' 18' 19961225 

にしはらおおっかいせき しきしさいわいちょう� 350 1390 19961011 
西原大塚遺跡 志木市幸町�  11228 007 49' 34' ~ 248. 75 傭人専用住宅
(第36地点) 3丁目3146-3の一部� 16' 00' 19961025 
所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主なiI物 特記事項

中野遺跡
縄文時代 遺物包含層 堀之内E式土器

集落 平安時代 住居跡� 2軒 土師器、須恵器
(第 43地点)

時期不明 井戸跡� l基 なし

富士別遺 跡 脚台部に凹線文を施す7c屋
(第 15地点)

集落 古墳時代前期 住居跡� l軒 土器
敷式の高杯が出土した。

因子山遺跡
集落

住居跡� 2軒 土師器、須恵器
(第47地点)

平 安 時 代
土 坑�  1基 土師器

因子山遺跡
集落 古墳時代後期 住居跡� l軒 土師器

(第48地点)

因子山遺跡
平安時代 住居跡� 2軒 土師器、須恵、器

(第49地点)
集落 土 坑�  l基 土師器・須恵器小片

近 世 以 降 土 坑�  3基 なし

中道遺跡
集落 平安時代

住居跡� l軒 土師器、須恵器、灰軸胸器、炭化種子 火災住居から炭化材と炭化
(第41地点) 溝 跡�  l本 土師器、須恵器 種子(イネ)が出土した。

城山遺跡 古墳時代後期 住居跡� 3軒 土師器、須恵器、土錘
(第34地点)

集落
時期不明 土 坑�  l基

弥生時代後期 住居跡� l軒 土器 今回の調査では、近世の鋳造関連の
集落 古墳時代後期 住居跡� l軒 土師器 遺構を検出することができた。特に� 

城山遺跡 平安時代 住居跡� 2軒 土師器、須恵器、灰紬向器、緑粕陽器 130・134号土坑についてはそれぞ久
(第35地点) 銅印「冨Jの文字 鋳造遺構、熔解炉と考えられる。ま

城跡 中 .近世 土 坑�  15基 階・磁器、続鉄詩物、鋳型、土製品 た、平安時代の128号住居跡からは、
井戸跡� l基 スラヲグ、砥石、熔解炉の炉壁 銅印が発見された。

西原大塚遺 跡
集落 弥生時代後期 住居跡� 4軒 土器

(第 36地点)
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